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テフラ・花粉・珪藻・種子・昆虫等の自然科学的分析

PL-48 図版 1 テフラの顕微鏡写真

PL-49 図版 2 珪藻化石の顕微鏡写真

PL-50 図版 3 珪藻化石の顕微鏡写真

PL-51 図版 4 花粉化石の顕微鏡写真

PL-52 図版 5 花粉化石の顕微鏡写真

PL-53 図版 6 花粉化石の顕微鏡写真

PL~54 図版 7 花粉化石の顕微鏡写真

PL-55 図版 8 花粉化石の顕微鏡写真

PL~56 図版 9 種実の写真

PL-57 図版10 種実の写真

PL-58 図版11 種実の写真

PL-59 図版12 種実の写真

PL-60 図版13 種実の写真

PL~61 図版14 種実の写真

PL~62 図版15 種実の写真

PL-63 図版16 昆虫遺体の写真

二之宮千足遺跡プラント・オパール分析

PL-64 プラント・オパール顕微鏡写真 (1)

PL-65 プラント・オパール顕微鏡写真 (2)





胎土分析の目的と試料

胎土分析の目的と試料

1 胎土分析（巻頭カラー参照）

今回胎土分析に供したのは、縄文土器 8 点と土師器17点、被熱粘土塊 4 点の計29点である。

縄文土器は早期後半の第III• 第IV群土器を対象とした。いずれも胎土に多量の繊維を含んでいる。群馬県

では現在、この時期の土器群の編年作業がおくれており、今回の出土土器も明確な位置づけが行えない状況

にあるが、いずれも近接した時期であり、その一部には東北南部で岡橋段階、あるいは日向前B式と言われ

ているものに近似する土器を含んでいる。今回はこれらの土器群のうち、どれが在地の一群となるかを明ら

かにし、今後の検討のデータとしたい。なお、分析資料 5 以外の 7 点は、植物珪酸体分析資料と同一の土器

を使用している。

縄文土器以外では、土師器杯と被粘土塊とそれに似た製品を15点と 6 点の計21点を供した。前者は、 1 区

1 号祭祀や 1 区73号溝から出土した古墳時代後期の土師器杯であり、これらは器形・胎土・色調から大きく

5 つに分類される。 1 類 (9~12) は、胎土が緻密で器壁が薄く、橙色を呈し、土師器にしては焼け締まり、

個体によっては部分的に還元して灰色を呈する一群である。また、この一群には焼け歪んだ個体が多いのも

特徴である。分析には、酸化炎焼成で焼け歪みのない個体を 2 点 (9 • 10) と一部還元し焼け歪みのある個

体を 2 点 (11 • 12) の計 4 点を供し、前者と後者で焼成温度差がどの程度なのか、また、この一群と他の焼

き締まりのない一群との焼成温度の違いや胎土の特徴の差異があるか否かを目的とする。

2 類（13~16) は、内面が黒色で外面が橙色から鈍い橙色を呈する一群である。胎土は13·14·16が1類と

同様であるが、 15 は近似するもののやや粗い感を受ける。器形的には13が1類と同じであり、 16 は 3 類と同様、

14 • 15 は 1 類と 3 類の中間的な器形である。分析目的は、肉眼観察による限り胎土の特徴は 1 類と同様であ

るが分析ではどうか。分析結果が肉眼観察と異なった場合、 2 類独特の胎土であるか否かを明らかにしたい。

3 類（17~19) は、胎土はやや粗く鉱物粒を含み、器壁は厚く器形は一般的な古墳時代後期の土師器杯の

器形である。目的は19のみ胎土に若干石英が認められるが、 17 • 18 と製作地が異なると考えられるほどの違

いが認められるかどうか。 1 類との焼成温度や胎土の違いを明確にすることである。

4 類 (20 • 21)は、マンセル表示の7.5YR8/3やlOYRS/3に近い色調を呈する一群であり、肉眼観察では胎

土は 1 類に近似し、器形は20が 1 類と 3 類の中間的な特徴を有し21が 1 類と同様である。目的は胎土の特徴

が 1 類と同じか否かである。胎土の特徴が同じであれば、 4 類の特徴である浅黄橙色が焼成技法によること

になる。

5 類 (22 • 23) は、 10YR8/2から 2.5YR8/2の色調を呈し器壁は最も厚い。また、胎土に鉱物粒を多量に含

み、鉱物中に石英が目立つ一群である。目的は胎土の特徴が 3 類と異なるか否かにある。

後者は、平安時代の竪穴住居跡や土坑出土の被熱粘土塊 3 点とフィゴの羽口、土師器甕、土師器杯各 1 点

分析試料一覧 1 （縄文土器）

試料番号 出土位置 分 類 備 考 挿図番号 植物珪酸体分析資料番号

1 3 区 第III群 2 類 絡条体圧痕文 第294図ー 4 1 

2 2 区 第III群 5 類 条痕十条痕 第295図ー 1 4 

3 2 区 第 III群 6 類 無文 第297図—27 7 

4 2 区 第IV群 3 類 縦走縄文 第298図ー 12 11 

5 2 区 第IV群 3 類 縦羽状 第298同ー16

6 2 区 第IV群 3 類 羽状 第298図—29 12 

7 2 区 第IV群 2 類 縄文＋沈線 第298図ー 9 10 

8 1 号埋設土器 第IV群 1 類 縄文条痕 第285図ー l , 
ー
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の計 6 点である。目的は、粘土塊24 と羽口27の胎土傾向が一致するか否か。 25 、 26の粘土塊と 28 、 29の土師

器甕・杯の胎土傾向が一致するか否かである。

分析試料一覧 2 （土師器、被熱粘土塊）

試料番号 器種 肉 眼 観 察 挿図番号, 杯 胎土は橙色で緻密。赤い褐色粘土粒含む。焼成普通。 第155図ー38

10 杯 特徴は 9 に同じ。 第154図ー 5

11 杯 胎土は橙色で緻密。赤い褐色粘土粒含む。還元により一部灰色を呈する。焼成温度は 9 • 10 より高温 第156図ー55

のようであり、やけ歪みや火膨れが認められ、器表面も発泡寸前の状態である。

12 杯 特徴は11 に同じ。 第155図ー32

13 杯 胎土・器形の特徴は 9~12 と同様であるが、内面は黒色を呈する。口縁部内面には黒色物質の塗布が 第170図ー25

認められる。色調は、 9~12 より白味を帯びる。

14 杯 口径が大きいものの、胎土・器形・色調は13 と同様。 第157図ー75

15 杯 特徴は14 と同様。 第159図-99

16 杯 器形は17 と同様であるが、胎土は 9~12に近似し、色調はやや白味を帯びる。器表に黒色物質の塗布 第170図—29

が認められる。

17 杯 胎土は粗く、鉱物粒も目立つ。色調はにぶい褐色で器表は黒色。 第157図ー65

18 杯 胎土は17 と同様。器表に黒色物質を塗布。 第158図~91

19 杯 胎土は17 • 18 と同様で、色調は灰白色。器表は黒色。 第172図ー48

20 杯 胎土は 9~12 と同様であるが、色調はクリーム色。 第170図ー31

21 杯 特徴は20 と同様。 第170図—20

22 杯 胎土には重みがあり粗い。大粒の鉱物粒を含み、石英も目立つ。色調は灰白色。 第158図ー79

23 杯 特徴は22 と同様。 第158図ー83

24 被熱粘土 スサを多く含み緻密。角閃石等の鉱物を殆ど含まない。赤色粒子を含む。フィゴの羽口と同じ粘土か。 PL-127 

25 被熱粘土 やや緻密。角閃石や白色鉱物、赤色粒子を含む。 PL-127 

26 被熱粘土 やや粗い。角閃石や白色鉱物、赤色粒子を含む。 PL-127 

表面にスサを僅かに含む。

27 羽 口 緻密。スサを少量含む。角閃石等の鉱物を僅かに含む。赤色粒子を含む。 第90図— 9

28 杯 やや緻密。角閃石や白色鉱物を含む。 第52図ー 5

29 甕 やや粗い。角閃石や白色鉱物、赤色粒子を含む。試料26 と同様の粘土を使用か。 第49図ー 5

2 縄文土器の植物珪酸体分析

縄文時代のうち、ある一定期間にわたって土器の胎土に植物繊維を混入する手法が見られることは、土器

の型式的特徴の一つとして編年研究の当初から注意されてきた。そして、胎土に繊維を混入する理由は、土

器の大型化に伴い、胎土のつなぎを目的として混入されたとする理解が一般化しているが、実際のところは

解明されたわけではなく、混入される植物の実態も不明のままである。そこで今回は繊維を含む土器と、時

期的にその前後に位置付けられる繊維を含まない土器を分析比較し、含繊維土器に混入された植物の実態を

解明することを目的とする。分析試料は以下のとおりである。

分析試料一覧

試料番号 時 期 分 類 繊維の有無 焼成 胎 土 の 特 徴 挿図番号

1 草創期後半 第 1 群 2 類 無 良 細砂、赤色粒子（スコリア）を多く含む。 第293図ー 4

2 早期後半 第III群 2 類 多く含む 並 粗砂少量含む。 第294図ー 4

3 早期後半 第III群 4 類 多く含む 良 凝灰岩ほかの砂少址含む。 第294図—17

4 早期後半 第III群 5 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第295図ー 1

5 早期後半 第III群 5 類 多く含む 並 砂ほとんど含まない。 第295図ー 17

6 早期後半 第III群 6 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第294図ー31

7 早期後半 第II]群 6 類 多く含む 良 細砂少鼠含む。 第297図—27

8 早期後半 第IV群 1 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図- 4 , 早期後半 第IV群 1 類 多く含む 良 粗・細砂少量含む。 第285図— l

10 早期後半 第IV群 2 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図ー 9

11 早期後半 第IV群 3 類 多く含む 良 凝灰岩細砂多く含む。 第298図ー 12

12 前期初頭 第IV群 3 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図ー29

13 前期初頭 第IV群 3 類 多く含む 良 細砂少量含む。 第298図—23

14 即期後半 第V群 1 類 無 良 凝灰岩粒少量含む。 非掲載

15 即期後半 第V群 2 類 無 良 粗砂少鼠含む。 第299図ー 8

16 前期後半 第V群 3 類 無 良 粗砂少量含む。 第300図—30

2
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二之宮千足遺跡出土土器胎土分析

閻第四紀地質研究所井上巌

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1 表胎土性状表に示すとおりである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験

に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察できるように整形し、ef,lOm/mの試料台にシルバーペース

トで固定し、イオンスパッタリング装置で定着した。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製J DX

8 0 2 0 X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target: Cu、 Fi l ter: Ni、 Voltage: 40Kv、 Current : 30mA、ステップ角度： 0.02゜、計数時間： 0.5SEC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合についての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察には日本電子製T-2 0 を用い、倍率は、 35,350,750,1500,5000 ，の5段階で行い、写真撮影をした。

35~350倍は胎土の組織、 750~5000倍は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第 1 表胎土性状表に示すとおりである。

第 1 表右側にはX線回折試験に基ずく粘土鉱物及び造岩鉱物の組成が示してあり、左側には、

各胎土に対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基ずく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現れる各鉱物

に特有のピークの高さ（強度）を m/m 単位で測定したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線回折試験で得られたムライト (Mullite) 、クリストバーライト

(Cristobalite) 等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb 三角ダイアグラム

第 1 図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置

を数字で表した。

Mo,Mi ,Hb の三成分の含まれない胎土は記載不能として 14にいれ、別に検討した。三角ダイアグラムはモ

ンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、角閃石(Hb) 、のX線回折試験におけるチャートのピーク高を、

パーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトは Mo/Mo+Mi+ Hb * 100でパーセントとして求め、同様に Mi ,Hb も計算し、三角

ダイアグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4 は Mo、 Mi、 Hb の 3 成分を含み、各辺は 2 成分、各頂点は 1 成分よりなっ

ていることを表している。

3 
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位置分類についての基本原則は第 1 図に示すとおりである。

2) Mo-Ch、 Mi-Hb 菱型ダイアグラム

5
 

8
 

12 

11 

11 17 

14 

第 1 図•第 2 図 三角、菱形ダイヤグラム位置分類図

第 2 図に示すように菱型ダイアグラムを 1~19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20 とし

て別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica) 、角閃石 (Hb) 、緑泥石 (Ch) 、のうち、 a) 3 成分以上含ま

れない、 b) Mont、 Ch の 2 成分が含まれない、 C) Mi、 Hb の 2 成分が含まれない、の 3 例がある。

菱型ダイアグラムは Mont-Ch、 Mica-Hb の組合せを表示するものである。 Mont-Ch、 Mica-Hb のそれ

ぞれのX線回折試験のチャートの高さを各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、 Mo/Mo+Ch

* 100 と計算し、 Mi, Hb 、 Ch も各々同様に計算し、記載する。

菱型ダイアグラム内にある 1~7 は Mo、 Mi, Hb, Ch の 4 成分を含み、各辺は Mo, Mi、 Hb, Ch の

うち 3 成分、各頂点は 2 成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第 2 図に示すとおりである。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mull ite) は、磁器、陶器など高温で焼かれた状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバー

ライト (Cristobali te) はムライトより低い温度、ガラスはクリストバーライトより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基ずき、 X線回折試験結果と電子顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I~Vの

5 段階に区分した。

a) 焼成ランク I :ムライトが多く生成し、ガラスの単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b) 焼成ランク II :ムライトとクリストバーライトが共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くなる。

C) 焼成ランク III :ガラスの中にクリストバーライトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断面をし、

ガラスのつながりに欠ける。

d) 焼成ランク IV: ガラスのみが生成し、原土（素地土）の組織をかなり残している。ガラスは微小な葉

状を呈する。

e) 焼成ランク v: 原土に近い組織を有し、ガラスは殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異なる

4 
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ので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。このため、ムライト、クリストバーライト

などの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現することになるが、この点については第1表の右端の備考に

理由を記した。

2-3 タイプ分類

タイプ分類は各々の土器胎土の組成分類に基ずくもので、三角ダイアグラム、菱型ダイアグラムの位置分

類による組合せによって行った。同じ組成を持った土器胎土は、位置分類の数字組合せも同じはずである。

タイプ分類は、三角ダイアグラムの位置分類における数字の小さいものの組合せから作られるもので、便

宣上、アルファベットの大文字を使用し、同じ組合せのものは同じ文字を使用し、表現した。

例えば、三角ダイアグラムの 1 と菱型ダイアグラムの 1 の組合せはA、三角ダイアグラムの 2 と菱型ダイ

アグラムの15 は B という具合いにである。なお、タイプ分類のA 、 B 、 C などは便宣上つけたものであり、

今後試料数の増加にともなって統一した分類名称を与える考えである。

3 縄文土器の実験結果

3-1 縄文土器のタイプ分類

土器胎土は第1表胎土性状表に示すように、三角ダイアグラム、菱型ダイアグラムの位置分類、焼成ランク

に基づいてA~E の 5 タイプに分類された。

分折した土器は繊維土器で、花積下層タイプの土器であり、第1表に記載した。

電子顕微鏡によるガラスの分折ではガラスは中粒ものから細～中粒のもので構成される。焼成ランクとし

てはIII及びIII~IVのものが主体となる。

第 1 表の中のタイプ分類の項には二之宮千足遺跡の土器を主体とした分類でA~E と記載してある。

A タイプ………二之宮一 1, 8 

Hb,Ch の 2 成分を含み、 Mont .M ica の 2 成分に欠ける。個体数は 2 個である。

B タイプ………二之宮ー 2

Hb,Ch の 2 成分を含み、 Mont, Mica, Ch の 3 成分に欠ける。個体数は 1 個である。

C タイプ………二之宮ー 3

Mont 1 成分を含み、 Mica,Hb,Ch の 3 成分に欠ける。個体数は 1 個である。

D タイプ………二之宮ー 6

Mont .Mica の 2 成分を含み、 Hb,Ch の 2 成分に欠ける。個体数は 1 個である。

E タイプ………二之宮ー 4, 5, 7 

Mont ,Hb の 2 成分を含み、 Mica.Ch の 2 成分に欠ける。個体数は 3 個と多く、個体数の多

いことから推察して在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

二之宮千足遺跡の土器は E タイプが最も多く 3 個で、 A タイプは 2 個、他は各々 1 個である。個体数の多

いことから判断すれば、 E タイプが在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

3-2 縄文土器の石英(Qt)一斜長石 (Pl) の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が持つ土器製

作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地域における砂は各々個有の石英一斜長石比を有している

5 
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といえる。

この個有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは前記のように各々の集団の有する個有の技術

の一端である。

第 5 図石英一斜長石相関図には二之宮千足遺跡の土器を記載してある。各グループは二之宮千足遺跡の分

折の際のグループである。二之宮千足遺跡の土器は I 、 II の 2 つのグループと‘‘その他、に分類された。

I グループ………二之宮ー 5' 8
 

二之宮ー 5 は E タイプ、 8 はA タイプである。個体数は 2 個である。

II グループ………二之宮ー 1'

二之宮ー 4'

3' 4' 7
 

7 は E タイプで、 l は A タイプ、 3 は C タイプで構成され、個体数は 4

個と多く、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

‘‘その他、、………二之宮ー 2' 6
 

二之宮ー 2 は石英の強度が低く異質、二之宮ー 6 は石英の強度が高く異質であり、両

者は各々が 1 つのグループを代表しているようである。

4
 
縄文土器のまとめ

I) 土器胎土はA~E の 5 タイプに分類された。

るいは在地近傍の可能性が高い。

E タイプは 3 個で、個体数の多いことからすれば、在地あ

II) 電子顕微鏡によるガラスの分折では、中粒のガラスが生成する焼成ランク III、中～細粒のガラスが生成

する焼成ランクがIII~IVのもので構成される。

III) 第 5 図石英一斜長石相関図には、二之宮遺跡の土器を記載した。 II グループは胎土も E タイプが含まれ、

個体数の多いことから推察して、在地あるいは在地近傍の可能性が高いと判断された。二之宮ー 2 と 6

は明らかに各グループからはなれており、異質である。

しているようである。

これらの 2 個は、各々が 1 つのグループを代表
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第 3 図 縄文土器

Mo-Mi-Hb 三角ダイヤグラム
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第 4 図 縄文土器

Mo-Cb、 M i-Hb 菱形ダイヤグラム
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第 1 表縄文土器胎土性状表

試料 タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
ガラス 備 考

Noｷ 分類 ランク Mo-M1-Hb :Mo-Ch,Mi-Hb M--o-n -t,: M--ic-a-,: -H--b -, ゚--蛉-C-h -(-M-g-)-c: H--A-L-L-,: -10 ---5-5--,: --Q --t --r : -P--l -r :c--r-,:—M--u 
9 9 9 9 1 9 9 

1 A III 5 : 11 : :129: 206: : : : 1971: 522:, 中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

2 B(F) III 5 20 :110: : 582: 642: : 中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

3 C (J) III 8 20 238: : 2227: 506: 中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

4 E(L) III 12 14 zoo: ' : 119: : '23s6: '319: ': ' 中粒 中～粗粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

5 E(L) III~IV 12 14 206 :ヽ ':n1' : :1041:370: : 細～中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

6 D III~IV 10 17 175:108: '3816: 700: : 細～中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

7 E (L) III 12 14 212: : 1 17 : : 2297: 280: : 中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

8 A III~IV 5 11 : 108: 220: : 801: 193: : 細～中粒 細粒砂，砕屑性粘土（植物繊維）

焼成ランク Mu : 1 Mu-Cr : II Cr-glass : III glass : IV 原土： V 

Mont :モンモリロナイト M i ca :雲母類 Hb: 角閃石 Ch: 緑泥石 Ka: カオリナイト

Ha: ハロイサイト Au: 普通輝石 HY: 紫蘇輝石 Qt :石英 p I :斜長石

Cr :クリストバーライト Mu: ムライト

7
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5 土師器と被熱粘土塊の実験結果

5-1 土師器と被熱粘土塊のタイプ分類

土器胎土は第 1 表胎土性状表に示すように、三角ダイヤグラム、菱型ダイヤグラムの位置分類、焼成ラン

クに基づいてA~G の7タイプに分類された。

最も多いタイプはD タイプの 8 個、ついで、 C タイプの 5 個、 E タイプの 3 個、 C タイプの 2 個となり、

他は各々 1 個である。

電子顕微鏡によるガラスの分折では二之宮ー11, 12 は焼成ランクが II と高く、ついで、二之宮ー 9, 10が

焼成ランク II~III となり、他はほとんどが焼成ランク IIIで、一部に焼成ランク III~IVのものが認められる。

Aタイプ………二之宮ー17

Mont, Mica, Hb, Ch の 4 成分を含む。個体数は 1 個である。

B タイプ………二之宮ー23

Mont, Mica, Hb, Ch の 4 成分を含む。個体数は 1 個である。組成的にはA タイプと同じ

であるが、強度が異なるために、位置分類が違っている。

C タイプ………二之宮ー 9, 10, 13, 22, 27 

Hb 1 成分を含み、 Mont,Mica, Ch の 3 成分に欠ける。個体数は 5 個と多い。

D タイプ•……••二之宮ー14, 15, 19, 20, 21, 25, 26, 29 

Mica,Hb の 2 成分を含み、 Mont .Ch の 2 成分に欠ける。個体数は 8 個と最も多く、個

体数の多いことから推察して、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

E タイプ………二之宮ー16, 18, 28 

Mica,Hb の 2 成分を含み、 Mont .Ch の 2 成分に欠ける。個体数は 3 個である。組成的

にはD タイプと同じであるが、強度が異なるために、位置分類が違っているものである。

F タイプ………二之宮ー24

Mont .Mica の 2 成分を含み、 Hb,Ch の 2 成分に欠ける。個体数は 1 個である。

G タイプ………二之宮ー11, 12 

Mont, Mica, Hb, Ch の 4 成分に欠ける。主に、 nA1203 • msi02 • IH20 （アルミナゲル）

で構成される。個体数は 2 個である。

以上の結果から明らかなように、 A と B タイプ、 D と E タイプは組成的に類似するもので、これらを各々

1 タイプとすると、全体で 5 タイプとなる。 D と E タイプを併せると 11個となり、全体の50％を占めること

となり、個体数の多いことから推察して、在地あるいは在地近傍の可能性が高いと推察される。

5-2 土師器と被熱粘土塊の石英(Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団が持つ土器製

作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地域における砂は各々個有の石英一斜長石比を有している

といえる。

この個有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは前記のように各々の集団の有する固有の技術

の一端である。

8 
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第5図石英一斜長石相関図に示すように、土器は I~III の 3 つのグループと’'その他、、に分類された。

I グループ………二之宮ー22, 26 

二之宮ー22 は杯、二之宮ー26 は被熱粘土で、組成的には類似性がなく、同じグループ

とするには疑問が残る。

II グループ・·…...•二之宮ー14, 15, 16, 17, 19, 20, 21, 23, 29 

個体数は 9 個で、幾分分散傾向にある。二之宮ー14, 15, 19, 20, 21, 29の 6 個はD

タイプ、 16 は E タイプであり、 D•E タイプは類似する組成をしているものであり、

これらはタイプ分類の項では在地あるいは在地近傍としたものである。このグループ

も個体数が多いことから推察して、在地あるいは在地近傍の可能性が高いと判断され

る。

III グループ………二之宮ー 9, 10, 11, 13 

二之宮ー 9, 10, 13の 3 個は C タイプで11 は G タイプであり、集中度が高く、個体数

は 4 個である。このグループは C タイプの杯で特徴付けられる。

‘'その他、………二之宮ー12, 18, 24, 25, 27, 28 

二之宮ー18 は石英の強度が高く異質である。他は石英の強度が300~1600の範囲に分散

している。二之宮ー12 は III グループに近いものであるが、幾分石英の強度が低く、そ

のため独立している。二之宮ー24 と 25 は被熱粘土で、 24 は F タイプ、 25 は D タイプで

ある。この 2 個は石英と斜長石の強度が低い領域に分布し、 1 つのグループを作るの

かも知れない。二之宮ー27 と 28 は斜長石の強度が高く、石英の強度が低いことで特徴

付けられる。これらも 1 つのグループを作る可能性がある。

以上の結果から明らかなように、 II と IIIのグループは杯で構成され、 III グループは焼成ランクの高い 1 類

が集中し、 II グループには 2~4 類が混在する。 II グループでは図に示すように、 2 類と 3 類は明らかに分

かれており、このことから推察すれば、 2 つのグループに分かれるのかも知れない。二之宮ー12 と 18 はグルー

プから独立しており、各々が 1 つのグループを代表していると判断される。

6 土師器と被熱粘土塊のまとめ

I) 土器胎土はA~G の 7 タイプに分類された。 A と B 、 D と E の 2 組はともに組成が類似するもので、こ

れらを各々 1 タイプとすれば、全体で 5 タイプとなる。 D と E タイプを併せると 11個となり、全体の50%

を占める。固体数の多いことから推察して、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

II) 電子顕微鏡によるガラスの分折では、二之宮一11 と 12 は焼成ランクが II 、 9 と 10 は焼成ランクがII~III

と高く、他のものは焼成ランクがIII あるいはIII~IV と低く、明らかに異なっている。また、鉱物組成的

にも、二之宮ー 9~12の 4 個はクリストバーライトが検出されるが、他のものでは検出されておらず、

明らかに温度差がある。

III) 石英と斜長石の相関では I~IIIの 3 つのグループと’’その他、、に分類された。 II グループでは 2 類の二

之宮ー14, 15, 16 の 3 個が石英の強度が高い方に集中し、 3 類の二之宮ー17, 19 の 2 個が石英の強度が

低い方に集中し、各々が 1 つのグループをつくっているように見受けられる。 4 類の二之宮ー20, 21 は

2 類の周辺に分布し、 2 類に近いように見受けられる。 5 類の二之宮ー23 は 3 類の領域に入っている。

III グループは二之宮ー 9, 10, 11, 13の 4 個で構成され、 1 類で構成されるグループとして特徴付けら

れる。二之宮ー13 は 2 類であるが 1 類との関連性が高いように見受けられる。‘‘その他、、のうち、 1 類の

, 
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二之宮ー12, 3 類の二宮ー18, 5 類の二之宮ー23の 3 個はいずれもどのグループにも属さず、各々が 1

つのグループを代表しているようである。

IV) 二之宮ー24, 25の 2 個は被熱粘土で、 1 つのグループを作りそうである。また、二之宮ー27, 28 は斜長

石の強度が高く、この 2 個も l つのグループを作るかも知れない。二之宮ー24の粘土塊と 27の羽口は明

らかに斜長石の強度が異なり、組成も異なることから判断して、胎土の傾向に類似性はない。二之宮一

25, 26の粘土塊と二之宮ー28の杯と 29の甕のうち、二之宮ー25, 26 と 29 は D タイプであるが石英の強度

が異なっている。また、二之宮ー28 は E タイプで、 D タイプとは組成的には類似性があるが、斜長石の

強度が高く、異なっている。この 4 個は鉱物組成的には類似性があり、関連性が伺われる。
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第 2 表土師器胎土性状表

試料 タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
ガラス 備 考

No. 分類 ランク Mo-Mi-Hb ;Mo-Ch 、 M i -HbMont:Mica: Hb :Ch(Fef[Ch(Mg): Kaai: K-fels :Albite: Qt : Pl : Cr :Mu , C II~III 5 20 : : 92: :1877: 316:100: 中～粗粒 細粒で，均質な粘土

10 C II~III 5 20 : 1 17 : :1917: 314: 95: 中～粗粒 細粒で，均質な粘土

11 G II 14 20 : ; : : :'1914: '235: 98: ' 中～粗粒 細粒で．均質な粘土

12 G II 14 20 : : : 1569: 190: 90: 中～粗粒 細粒で，均質な粘土

13 C III 5 20 : : 126: : : 1963: 251: : 中粒 細粒で，均質な粘土

14 D III 6 20 : 134: 183: : : : 2208: 408: : 中粒 細粒で，均質な粘土

15 D III 6 : 20 : 164: , 1s1: : : : : 2293: 412: 中粒 細粒砂，砕屑性粘土

16 E III 7 20 : 165: 145: :2348: 555: 中粒 細粒砂，砕屑性粘土

17 A III 1 1 160: 108: 84: 154: : 1872: 577: : 中粒 中粒砂，砕屑性粘土

18 E III 7 20 : 120: 113: : :3329: 534: 中粒 細粒砂，砕屑性粘土

19 D III 6 10 : 118: 343: ’158: ’ 81 : , :. 2os2: 777: 中粒 粗粒砂，砕屑性粘土

20 D III~IV 6 20 ':148':158': ' : : 2094: 449: 細～中 細粒で．均質な粘土

21 D III~IV 6 20 : 174: 179: :2428: 667: 細～中 細粒砂，砕屑性粘土

22 C Ill 5 20 : 230: :1198: 618: 中粒 細粒砂，砕屑性粘土

23 B III 2 4 138:105:347: 133: : : 1905: 621: : 中粒 中粒砂，砕屑性粘土

24 F III 10 17 1839 : 1269 : 9  ' : 805: 292: 中粒 細粒な砂質粘土

25 D III~IV 6 20 : 126: 134: : 369: 669: 細～中 中粒砂，砕屑性粘土

26 D III 6 20 : 96: 100: :1146: 609: 中粒 細粒な砂質粘土

27 C III 5 : 20 : : , 133: : : : : : 763: 1521: : 中粒 細粒な砂質粘土

28 E III~IV 7 20 :146:106: : : : 1393: 1268: 細～中 細粒砂，砕屑性粘土

29 D III~IV 6 20 : 94: 304: :1960: 399: 細～中 中粒砂，砕屑性粘土

焼成ランク Mu : I Mu-Cr : II Cr-glass : III glass : IV 原土： V 

Mont :モンモリロナイト M ic a: 雲母類 Hb: 角閃石 Ch: 緑泥石

Ka: カオリナイト H y:紫蘇輝石 Qt:石英 p 1 :斜長石

Cr :クリストバーライト Mu: ムライト
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二之宮千足遺跡から出土した縄文土器の植物珪酸体分析

侑古環境研究所

1 はじめに

この調査は、植物珪酸体（プラント・オパール）分析を用いて、二之宮千足遺跡から出土した縄文時代の

繊維土器に混入された植物の推定を試みたものである。

2 試料

供試試料は、表 1 に示したNo. l~No.16の 16点の縄文土器片である。このうち、 No. l は縄文時代草創期後半

の繊維を含まない土器、 No. 2~No.13 は縄文時代早期後半および前期初頭の繊維を多く含む土器（いわゆる繊

維土器）、 No.14~No.16 は縄文時代前期後半の繊維を含まない土器である。

3 分析方法

次の手順で、土器片から植物珪酸体（プラント・オパール）を抽出し、同定および定量を行った。

(1) 土器片をハンマーで注意深く砕き、コンタミ（汚染）の恐れのない中心部分の破片を採取。

(2) 超音波による洗浄の後、乳鉢を用いて細砂粒程度まで潰す。

(3) 約 1 gを秤量し、ガラスビーズを添加（直径約40µm, 約0.02 g)。

※電子分析天秤により 1 万分の 1 gの精度で秤量

(4) 超音波による分散 (300W • 42KHz • 20分間 X 2 回）。

(5) 沈底法による微粒子 (20µm以下）除去，乾燥。

(6) 封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成。

(7) 検鏡・計数。

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、

ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1 枚分の精査に相当する。試料 1 g 

あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1 g中の植

物珪酸体個数を求めた。

4 分析結果

縄文土器から検出された植物珪酸体の分類群は次のとおりである。イネ科についてヨシ属，ウシクサ属（ス

スキ属やチガヤ属などが含まれる），シバ属。タケ亜科について、 Ala タイプ（ネザサ節など），その他。給

源不明について、 A タイプ（キビ族類似）， B タイプ (A タイプの細型）， C タイプ（ウシクサ族類似）， D タ

イプ (C タイプの大型）， E タイプ（サヤヌカグサ属類似），その他（末分類）である。表 2 および図 1 に分

析結果を示す。また、巻末に各分類群の顕微鏡写真を示した。

5 考察

繊維土器の胎土混入された植物を推定する場合、植物組織片がわずかでも残存していれば、灰像法などに

よって給源植物を直接的に特定できる可能性がある。しかし、今回調査を行った土器片では、いずれからも

植物組織片を見出すことはできなかった。また、土器の粘土塊があれば、これらの植物珪酸体組成および密

度を比較検討することによって、土器胎土に混入された給源植物を推定することも可能であるが、今回はこ

の比較試料も得られなかった。したがって、これらの土器中に混入された植物の特定は難しいが、土器形式

等によって植物珪酸体組成および密度に若干の傾向が認められたので報告する。

繊維を多く含むいわゆる繊維土器 (No. 2~No.13) と、繊維を含まない土器 (No. 1, No.14~16) の分析結果
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を比較すると、前者の方が後者よりも植物珪酸体総数が多い傾向が認められた（表 2' 図1) 。特に後者では

ヨシ属がまったく検出されず、タケ亜科（おもにネザサ節など）やウシクサ族（ススキ属やチガヤ属など）

もほとんど見られないが、前者ではほとんどの試料からこれらの分類群が検出された。また、このうちのNo.

5, No. 7, No.11, No.13では、タケ亜科 Ala タイプ（ネザサ節など）が10,000個／g前後と比較的高い値で検

出された。したがって、これらの繊維土器の胎土にはネザサ節をはじめ、ヨシ属やススキ属などが混入され

ていた可能性が考えられるが、 No.1 2 と No.1 3のように同一形式の土器であっても試料によって植物珪酸体組成

および総量に大きな違いが見られるものがあることから、一概に断定できない。

また、 No. 3, No. 6, No. 9, No.12では植物珪酸体総数が30,000個／g未満と比較的低い値である。これは繊維

を含まない土器の珪酸体密度よりもさらに低い値であることから、これらの土器胎土に植物が混入されてい

たとすると、それは植物珪酸体の発達の悪い植物や部位を使用したものと考えられる。

なお、同遺跡の縄文土器から検出された植物珪酸体は、全体的に風化や損傷が激しく、同定が不能なもの

も多く見られた。特に繊維を含まない土器においてこの傾向が強く、繊維土器とされるものでも珪酸体密度

が低いものを中心にこの傾向が認められた。これは、土器製作の際の焼成温度とも関係しているものと思わ

れることから、今後はこの視点からの検討も必要と思われる。
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杉山真二、 1987、タケ亜科植物の機動細胞珪酸体、富士竹類植物園報告，第31号： 70-83

藤原宏志、 1976、プラント・オパール分析法の基礎的研究（1) 一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一、考古学と自然科学，

9 : 15-29 

藤原宏志、 1982、プラント・オパール分析法の基礎的研究（4) 一熊本地方における縄文土器胎土に含まれるプラント・オパールの検出一、

考古学と自然科学，第14号： 55-65

表 l 植物珪酸体分析に使用した縄文土器リスト

試料番号 時 期 分 類 繊維の有無 焼成 胎 土 の 特 徴 挿図番号

1 草創期後半 第 1 群 2 類 無 良 細砂、赤色粒子（スコリア）を多く含む。 第293図ー 4

2 早期後半 第lil群 2 類 多く含む 並 粗砂少星含む。 第294図— 4

3 早期後半 第III群 4 類 多く含む 良 凝灰岩ほかの砂少星含む。 第294図-17

4 早期後半 第III群 5 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第295図ー 1

5 早期後半 第III群 5 類 多く含む 並 砂ほとんど含まない。 第295図— 17

6 早期後半 第III群 6 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第294図ー31

7 早期後半 第III群 6 類 多く含む 良 細砂少址含む。 第297図—27

8 早期後半 第IV群 l 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図ー 4, 早期後半 第IV群 l 類 多く含む 良 粗・細砂少星含む。 第285図— l

10 早期後半 第IV群 2 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図— 9

11 早期後半 第IV群 3 類 多く含む 良 凝灰岩細砂多く含む。 第298図ー12

12 前期初頭 第IV群 3 類 多く含む 良 砂ほとんど含まない。 第298図—29

13 前期初頭 第IV群 3 類 多く含む 良 細砂少量含む。 第298図ー23

14 前期後半 第V群 1 類 無 良 凝灰岩粒少星含む。 非掲載

15 前期後半 第V群 2 類 無 良 粗砂少鼠含む。 第299図ー 8

16 前期後半 第V群 3 類 無 良 粗砂少砒含む。 第300図—30
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二之宮千足遺跡より出土したウリ科植物の遺体

二之宮千足遺跡より出土したウリ科植物の遺体

大阪府立大学農学部教授藤下典之

はじめに

1991年 8 月現在、メロン仲間 Cucumis melo L. とヒョウタン仲間 Lagenaria siceraガa Stand. の種子が、

本邦各地のそれぞれ113 と 124遺跡から、また、ヒョウタン仲間では完形果実と果皮片が 7 と 38遺跡から出土

している。これら遺体の観察・計測の成果は、メロン仲間とヒョウタン仲間の古代における本邦への渡来・

伝播の時期や経路、あるいは利用・栽培された種類（植物分類学上の変種）などを知るうえに大きな役割を

渓じてきている（引用文献参照）。群馬県下では先に報告した弥生時代の日高遺跡（高崎市）と弥生時代から

古墳時代前期にかけての新保遺跡（高崎市）とから、メロン仲間、ヒョウタン仲間の他にトウガン、スズメ
(I} 

ウリ（野生植物）が出土している。ここでは二之宮千足遺跡（前橋市）の 4 世紀後半から 6 世紀中頃にかけ

ての溝や、奈良•平安時代の砂層および10世紀の井戸から出土したメロン仲間とヒョウタン仲間の出土遺体

について報告する。なお、二之宮千足遺跡近くの二之宮宮下東遺跡（前橋市、 6 世紀前半～同後半および10

世紀）からも、メロン仲間とヒョウタン仲間の遺体が出土しており続報の予定である。二之宮千足遺跡より

以北の遺跡では、メロン仲間の種子が山形県下の嶋遺跡（古墳時代後期）、後田・城輪棚・境田・堂ノ前遺跡

（平安時代）、宮城県下の多賀城（奈良時代後期）、新潟県下の水原城館（中世）などから、ヒョウタン仲間

の種子が山形県下の嶋遺跡（古墳時代後期）、境田・俵田・熊野台・地正面遺跡（平安時代）、宮城県下の清

水遺跡（平安時代）、福島県下の御山千軒遺跡（平安時代）、水原城館（中世）などから、その果皮片は嶋遺
(2~6) 

跡（古墳時代後期）と堂ノ前・熊野台・道伝・御山千軒遺跡（平安時代）から出土している。

調査材料と方法

種子、果皮ともアルコールまたは水に漬けてプラスチック瓶に保存されていたものを取り出し、種子は研

究室内の直射日光のあたらない場所で自然乾燥させ、果皮片は乾燥が過ぎると湾曲したり割れ易くなるので、

果皮表裏の保存液が乾いた生乾き状態になった時点で、それぞれ観察・計測した。種子の類別、計測方法は
(I} 

前報の新保遺跡の場合と同様である。なお、保存液のアルコールと水による、遺体の形態や色調への影響の

差は計測時やその後 1 カ月内外には認められなかった。

調査結果と考察

1 メロン仲間 Cucumis melo L. 

(1) 出土種子

畿内や北九州から遠く離れ、しかも著名な官街都宮遺跡でもない二之宮千足遺跡から、 1 万粒近い完形正

常種子が発掘され、部分欠損種子や破片を加えればそれは優に 1 万粒を越えることになる（第 1 表）。種子出

土遺構（包含層）は台地寄りの奈良•平安時代の谷地縁辺砂層と、同じ発掘区の奈良•平安時代の溝と 4 世

紀後半～ 6 世紀中頃の溝とである。出土種子はこの砂層の約 1 /20からの洗いだしによるものであると言うか

ら、全砂層を洗いだしすればその何倍かの出土粒数があり、一遺跡当たりの出土種子数としては本邦で最多
(3) (8) 

記録になったであろう。 5 千粒以上を出土した遺跡には、池上遺跡（弥生時代中期、 11,127粒）、瓜生堂遺跡
(9) (4-10) 

（弥生時代中期、 6,700粒）、難波宮 (7 世紀、 6,552粒）、草戸千軒町遺跡（鎌倉～室町時代、 7,011粒）、江
(11) 

上 B遺跡（中世、 9,436粒）他、藤原京、平城京からも大量に出土している。これらの内、池上遺跡は環濠か
(2-3-6ｷ7} 

らの出土、残りは官術都宮跡内の溝や土坑が多く、それらは神への供献儀礼的な行為とも推定してきた。
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二之宮千足遺跡より出土したウリ科植物の遺体

幅
(mm) 

3
 

雑草メロン型

小粒種子

マクワ・シロウリ型

中粒種子

モモルディカメロン型

大粒種子

＊
ロ
ロ
・

二之宮千足

日高

新保

他の遺跡

••• 1••\. .... . .... . ..... ... ..... 
••5 _... •1 • 2 3 
o..  . . ... 

.. . . ロ

4

.. 
/ 
L/ 

5 6 7 

第 1 図 遺跡別にみたメロン仲間の種子の大きさ

1 遺構から 50粒以上を出土した遺跡ごとの長さと幅の平均値

(No.009) は 4 世紀後半～ 6 世紀中頃、 2 (No.007) と 3 (No.003) は奈良•平安時代、

(No.1 200) は弥生時代後期前半

8
 

長さ (mm)

二之宮千足遺跡の内、 1

日高遺跡 4 (KK14) は弥生時代後期、新保 5
幅
(mm) 

4 

3
 

2
 

幅
(mm) 

4 

日高

KK14 

弥生後期

L/----1 
4 

二之宮千足

No.009 

4 C 後半～ 6C 中

3
 

•
5 

g."ｷ 
一紐

i
i
●

6

. .. 
. .. 

. . 

l

7

 

•8 

. 

長さ (mm)

I .. ... 
”"••一 I • • 

．と•:3→·....• --.. ....... .. .... .. 

) 幅

m
m
4

.. 
/( 

L

ー
／
ー

2
 

. . . 

3
 

4
 

5
 

二之宮千足

Nu007 

奈良、平安

6
 

7
 

8
 

, 
10 長さ (mm)

2 「...
.. 

／・
L/-'-

幅 4
(mm) 

4 

3
 

1

5

 

二之宮千足

N叫03-10

奈良、平安

. 
・

. 

. .. 

]
{
·
□

6
|
 

... 
i<

. 

1

9

 

I
 10 
長さ (mm)

2 レ/ 4 
5
 

6
 

7
 

8
 

, 
10 長さ (mm)
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(2) 出土種子の大きさ

出土遺構（包含層）別の整理No.009 (4 世紀後半～ 6 世紀中頃）、 No.007 （写真1) • 003 （ともに奈良•平安

時代）の平均長は、それぞれ7.12 、 7.36 、 7.54mm、平均幅は3.38 、 3.38、 3.41mmで（第 1 表）、時代の古かっ

た日高・新保遺跡の平均長6.15 と 6.56mm、および平均幅の2.86 と 3.15mmに比べると、種子はかなり大きい。

平均値が大きくなった（第 1 表、第 1 区）理由には、前報の日高・新保の両遺跡からは、古墳時代から奈良・

平安時代にかけて大陸から畿内に持ち込まれたとみられる、種子長が8.1mm以上となるモモルディカメロン

型の大粒種子が 1 粒も出土しなかったのに対し、二之宮千足遺跡からはそれが出土種子の 6 ％近くを占めて

いたこと、一方では、種子長が6.0mm以下の雑草メロン型の小粒種子が、日高・新保遺跡ではそれぞれ36,18

％あったのに対し、二之宮千足遺跡では 5 ％に減っていたことによる（第 2 図）。二之宮千足遺跡の出土遺
(3-4-6ｷ10) 

構（包含層）別にメロン仲間の種類を現生の栽培種の変種ごとの変異幅と対比しながら推測すると、マクワ
(C. melo var. makuwa) ・シロウリ(C. melo var. conomon) 型 (me) 、雑草メロン(C. melo var. agrestis) 

型（a) 、モモルディカメロン(C. melo var. momoldica) 型 (m) のうち、 4 世紀後半～ 6 世紀中頃のNo.009

では (me) 83% 、 (a) 8% 、 (m) 9%、奈良•平安時代のNo.007では (me) 66% 、 (a) 10% 、 (m) 24%、同

時期のNo.003 では (me) 89% 、 (a) 5% 、 (m) 6 ％のようになる。

遺跡の所在地域に関係なく、弥生から古墳、古墳から奈良•平安と時代が新しくなるにつれて出土種子が
(2ｷ5-6-12) 

大きくなり、その後、中世から江戸時代にむかうにつれて再び小さくなっていく様相を、筆者は早くから認
めてきた。このような出土種子の大きさの変遷は、実証は困難であるが次のような渡来・伝播、採集・栽培

(2ｷ5-6-12) 
あるいは利用したこの仲間の植物分類学的な種類（変種）の違いによるものとみている。弥生時代前・中期

には雑草メロン型の小粒種子とマクワ・シロウリ型の中粒種子をつける種類が利用または栽培され、その後

の古墳時代にかけては大陸や朝鮮半島から次々とマクワ・シロウリや一部にモモルデイカメロンの様々な品

種が持ち込まれる一方で、生活の知恵から、より大きな果実が稔るより大きな種子（雑草メロン・マクワ・
(3) 

シロウリでは果実の大きさと種子の大きさの間に正の相関がある。）が選ばれ残された結果も手伝って、出土

種子は次第に大きくなっていった。それが奈良•平安時代には大陸との往来がより盛んになり、遣隋使や遣

唐使らによって大陸から大きい果実のなるモモルディカメロン（写真 2 、 3 、大粒種子）が官衡都宮に集中

的にもたらされ、その近傍で栽培された結果、出土種子の計測値が急に大きくなった。しかし、その後の中

世から江戸時代にむけては、モモルディカメロンが日本人の嗜好に合わず、食用方法に難点（デンプン質の

果肉にふりかける砂糖の入手困難）があるなどから顧みられなくなり、やがてメロン仲間の栽培と利用は、

本邦の風土の下で作り易い東洋系メロンのマクワ・シロウリに集中して行ったと考えられる。これら雑草メ

ロン、マクワ・シロウリ、モモルデイカメロン各変種の種子は、遺跡（遺構）によってはそれぞれが単独出

土することもあれば伴出することもあり、時には相互に交雑自由であるため、それらの自然雑種の中間型の

種子も含まれていたと思われる。なお、マクワとシロウリの 2 変種の種子は現生のものでも外見上で識別す

ることは不可能である。
(3 • 4 • 5 • 6) 

宮城県の奈良時代後期の多賀城遺跡からの出土種子は畿内の奈良•平安時代の官街都宮跡からのそれと極
(3~6) 

めて相似し、モモルディカメロン型の大粒種子主体の典型的な奈良•平安時代タイプであり、群馬県の弥生

時代後期の日高・新保遺跡のそれは、畿内弥生時代の遺跡と相似のマクワ・シロウリ型と雑草メロン型から

なる典型的な弥生タイプであった。今回の二之宮千足遺跡の出土種子の大きさの変異は、前報の日高・新保

遺跡のそれらよりずっと広くなっており（第 2 図）、山形県の平安時代中期の後田遺跡や京都府の平安時代前

期の長岡京からのそれらと類似していた。
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第 4 図 二之宮千足遺跡と新保遺跡から出土したヒョウタン仲間の種子の大きさの変異

新保遺跡のNo.1206 は一個の果実から取り出した種子の変異を示す
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雑草メロンは西日本の離島や臨海地域に現在も自生し（写真 4 、 5) 、その種子は畿内、山陽道、北九朴1 の

弥生時代前・中期の遺跡から高い頻度で出土している。しかし、関東より以東の地域にはその自生が全く確

認できない（静岡県の初島が自生の東限）にもかかわらず、その種子と思われる長さ 6 mm以下の小粒種子が、

東北地方に近い関東の、しかも内陸部に位置する日高・新保遺跡に続いて二之宮千足遺跡からも出土した事

実は、雑草メロンの古代における群馬県下への渡来伝播の経路やその担い手（人間・動物）などは知る由も

ないが、本来この地方にも自生があったのではないかとの疑問を起こさせるにも充分なものであろう。今日

も遺跡周辺の前橋市や高崎市近郊のどこかに、日高・新保・ニ之宮千足遺跡出土種子の生き残りの自生があ

るように思えてならない。この自生の確認はメロン仲間の系統発生的研究のうえで極めて興味ある課題にな

りそうである。一方、遺跡の推定時代（奈良•平安時代）に似つかわしいモモルディカメロン型の大粒種子

が、この地方にもたらされた経路も定かでないが、東北地方に近く、しかも内陸部の地域から出土した事実

も興味深い。

2 ヒョウタン仲間 Lagenaガa siceraria Stand. 

(1) 出土種子数と大きさ

ヒョウタン仲間の種子は 4 カ所 (3 包含層）から出土しているが、メロン仲間の種子数が極めて多かった

のに対して、合計359粒と少なかった（第 1 表）。出土遺構（包含層）別の種子の大きさ（第 1 表、写真 6)

は、整理No.011 (4 世紀後半～ 6 世紀中頃）、 008、 005 （ともに奈良•平安時代）がそれぞれ平均長で11.55、

11.40 、 11.06mm、平均幅で5.41 、 5.10 、 5.26mmを示した（第3図）。 No.011 と 008の種子数が少ないので断言は

できないが、時代や出土遺構による大きさの違いはほとんど無いとみてよい。二之宮千足遺跡出土種子の大
(1) 

きさを前報の日高・新保遺跡のそれらと比べると、新保遺跡の弥生時代後期のNo.1203 よりは大きく、同じ遺

跡の古墳時代前期のNo.1 205や日高遺跡のものと近似し、新保遺跡の古墳時代前期のNo.1206 (1 果実内の種子）
(1) 

よりは小さかった（第 4 図）。また、日高・新保 (No.1203) 両遺跡の種子に比べて細身であった (1粒ごとの

長さと幅を示す各記号の位置が第 3 • 4 図を斜めに横切る長さ／幅＝ 2 の直線の下側にある）。二之宮千足遺

跡出土のヒョウタン仲間の種子の大きさの変異の幅（第 4 図）は、新保遺跡のNo.1203 よりかなり広く、 No.1 206

の同一果実から取り出した種子の大きさの変異幅（第 4 図上段）を参考にすると、種子の大きさの違う複数

個の果実に由来していることを暗示していよう。種子の長さと幅からする大きさだけからみると、二之宮千

足遺跡出土のヒョウタンは栽培種のなかでは最も種子の小さいタイの AKHA 族が使っている胸かざりヒョ

ウタン（第 3 図）や本邦のセンナリヒョウタン（第 3 図）類似のものとなるが、両者とも果実の腰の部分が

くびれたいわゆるヒョウタン型の小さいものであり、現在のところ本邦におけるヒョウタン型果実の出土は

奈良県下の布留遺跡（中世～江戸時代）のみであり、種子の大きさと形からは果実の形態は推定できないが、

これらの種類には当たらないと思われる。

(2) 出土果皮

10世紀の 3 区11号井戸の下層の礫下から果皮が128片、合計表面積にして約1, OOOc而が出土している（写真

7) 。果梗（ツル）のついていた果頂部（図中の矢印）の果皮の厚さ（果実で一番厚いところ）は 8 mm、薄い

ところで 3 mm というように果皮が厚く、果皮内側に維管束の盛り上がり部分（写真 8) が明瞭に認められた

ことからも、この果皮はかなり大型の成熟したヒョウタンのものと推察される。割れ方がひどいため原型へ

の復元は不可能であるが、果形の推定に役立つ果頂部（写真 7 矢印）が残っており、それからみると新保遺

跡出土の果皮にも当てたギボシ型に近い球形ヒョウタンの一果実分のものと言えよう。同じ井戸内からは

ヒョウタンの種子は 1 粒も出土していないが、その理由には埋蔵されたヒョウタンそのものが果実から種
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子・胎座部を取り出して利用していた加工品であった、井戸内で果実が割れて種子は別の包含層に埋蔵また
(13) 

は流亡したなどが考えられよう。井戸からの出土は和爾遺跡の場合同様に井戸に宿る神への供献儀礼的なも

のであろう。古墳時代前期～中期の 5 区 As-C 上水田T-30、整理No.002-1 から 3 片（第 9 図、表面積 1 cm' 

弱の 2 片と 2c而弱で果梗の名残のある l 片）、同じ場所からのNo.002- 2 から厚手で長さ 6 mmの果梗のついた

果頂部と果皮 4 片（写真 9 、合計表面積 3 cm') 、 6 区64号溝のNo.DlOからの 2 C而大の 1 片、 6 区谷地砂層No.006

から小さい果皮14片（合計表面積 9 cmりが出土している。これらはいずれも果皮片が小さいので果形の推定

には役立たないが、 No.002- 2 に限っては果頂部の果皮片から新保遺跡や境田遺跡（山形県、平安時代）の出

土果実にみられたようなナスビ型の小さい果実由来とも思われた。

結論

1 、ウリ科植物の遺体出土遺跡としては最北に近い二之宮千足遺跡から、 1 万粒を越えるメロン仲間の種

子出土が確認され、奈良•平安時代からすでにこの地方では、メロン仲間の利用・栽培が盛んに行われてい

たことが裏付けられた。

2 、西日本の離島やそれらの臨海地域にのみ自生し、弥生時代の北九小卜1、山陽道、畿内の遺跡から高い頻

度で出土する野生種に近い性質をもつ雑草メロン型の小粒種子が、東日本のそれも太平洋沿岸からも日本海

沿岸からも離れた内陸部に位置する群馬県下の二之宮千足遺跡から、日高•新保遺跡に続いて出土した事実

は、メロン仲間の系統発生や伝播・分布の課題に大きな一石を投じることになろう。

3 、古墳時代から奈良•平安時代にかけて大陸から渡来し、畿内を中心に山陽道から東北にかけての官衛

都宮跡から特異的に高い頻度で出土している（九州での出土はほとんどない）モモルデイカメロン型の大粒

種子が、群馬県下では二之宮千足遺跡から初めて出土した。

4 、ヒョウタン仲間の種子がメロン仲間の種子と伴出したが、出土数は少なかった。果皮片表面積が合計

すると 1, OOOc而以上になる大型ヒョウタンのばらばらに割れた果皮が10世紀の井戸から出土した。
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（注13) 藤下典之、 1983、和爾•森本遺跡出土のヒョウタン仲間の種子について、和爾・森本遺跡発掘調査報告書： 227-231、橿原考古学

研究所
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二之宮千足遺跡出土材の樹種

朦パレオ・ラボ（藤根久）

1 はじめに

二之宮千足遺跡は、赤城山南麓の標高81mの舌状台地とこれに東西両側で隣接する宮川の形成する本谷お

よび支谷にわたって立地する遺跡である。台地部では、旧石器時代、縄文時代、古墳～平安時代の遺構・遺

物が検出され、低地部では、古墳～平安時代および中・近世の水田や溜井あるいは木製品などが検出・出土

している。ここで樹種の検討を行う木製品は、宮川の形成する本谷および支谷に埋積する低地堆積物中から

出土したものである。これら低地堆積物中には、時代を指標するテフラとして、浅間C軽石 (As-C: 4 世紀

中葉前後）、榛名ニツ岳火山灰 (FA: 古墳時代後期）、浅間 B軽石 (As-B: A.D.1108年）が検出されており、

木製品の出土層位を明確に区分している。これら木製品は、製品で加工痕が明瞭なもの（実測試料）が247点、

加工痕が明瞭でないもの（非実測試料）が517点検出されている。

ここでは、これら木製品の樹種同定を行い、製品と樹種の関係あるいは時代別の樹種利用状況などについ

て若干の考察を試みる。

2 方法と記載

試料は、群馬県埋蔵文化財調査事業団において、プレパラートの作成が行われた。プレパラートは、製品

で加工痕が明瞭なもの（実測試料）と加工痕が明瞭でないもの（非実測試料）とに分類されている。樹種の

同定は、これら標本を光学顕微鏡下で40~400倍の倍率で観察を行い、現生標本との比較により行う。以下に、

標本の記載及び同定の根拠を述べる。表 l~9 にその結果を示す。参考として、材組織の記載中の主な用語

については、図 l および図 2 にその概略を示した。なお、保存の悪いものあるいは比較標本や資料の不足に

より、種および属まで同定できないものは、材組織の特徴である蹂孔材、散孔材、広葉樹などとした。なお、

プレパラートは、群馬県埋蔵文化財調査事業団に保管してある。

三三
ー一 春材部 ，旦竺見 ／仮道管

三
放射糾識

（放射柔細胞）

分野壁fl

図 1 ．針葉樹の材組織とその名称（スギ模式） 図 2. 広葉樹の材組織とその名称（クヌギ模式）

30 



二之宮千足遺跡出土材の樹種

モミ属 Abies マツ科図版 la~1 C. 

垂直および水平樹脂道を欠き、放射仮道管を欠く針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は比較的緩やか

である。また、早材部仮道管は大きく薄壁で、晩材部仮道管は厚壁で偏平でかつ狭い（横断面）。放射組織は、

柔細胞からなり単列で 2~20細胞高である（接線断面）。また、その分野壁孔はトウヒ型で 1 分野に 1~2 個

存在する。また、放射組織の壁は厚く、じゅず状末端壁を有する（放射断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈す

る。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定される。モミ属の樹木には、亜高山帯に分布するシラビソ

(Abies veichii)やオオシラビソ(A. mariesii)、暖混帯に分布するモミ (A. firma) などがある。いずれ

も樹高30m、幹径 lmに達する常緑針葉樹である。木材は、加工が容易で、割れやすく、保存性が低く軽軟で

ある。木材は、建築材、下駄、製紙原料などに用いられる。

カラマツ Larix kaempferi Carr. マツ科図版 2a~2 C. 

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹材で、早材部から

晩材部への移行は、やや急である（横断面）。分野壁孔はトウヒ型で 1 分野に 2~5 個存在する（放射断面）。

放射組織は、エピセリウム細胞以外は、放射仮道管も含め単列で 2~14細胞高である（接線断面）。材の色調

は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、マツ科のカラマツの材と同定される。カラマツは、暖帯から亜寒帯に分布する日本特産

の落葉広葉樹で、樹高20~30m、幹径60~80cmに達する。カラマツは、尾根筋の日当りの良いところに生育し、

主として安山岩よりなる寒冷な高山に育つ。木材は、耐朽性が強く、建築材、土木材などに用いられる。

マツ属 Pinus マツ科図版 3a~3 C. 

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材から晩材

への移行は緩やかである（横断面）。分野壁孔は窓状である（放射断面）。エピセリウム細胞以外は、放射仮

道管を含め単列で 2~12細胞高である（接線断面）。材の色調は、淡褐色を呈する。

以上の形質から、マツ科マツ属の材と同定される。マツ属は、二葉松類と五葉松類に区別することができ

るが、本試料は、保存が十分でないため区別できない。マツ属の樹木には、暖帯の沿岸沿いに見られるクロ

マツ (Pinus thunbergii)、本朴1 の暖帯から温帯にかけて見られるアカマツ (P. densiflora) あるいは北海道

から九朴1 にかけて広く見られる五葉松のヒメコマツ (P. parviflora) などがある。樹高は約30m、幹径 lm前

後の針葉樹である。木材は、建築材や器具材などに用いられる。

アカマツ Pinus densiflora Sieb.et Zucc. マツ科図版 4a~4 C. 

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹材で、早材部から

晩材部への移行は急である（横断面）。放射組織のうち、柔細胞の分野壁孔は窓状であり、放射仮道管の内壁

は内側に向かって鋸歯状に著しく突出している（放射断面）。放射組織は、エピセリウム細胞以外は、放射仮

道管も含め単列で 2~11細胞高である（接線断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、マツ科のアカマツと同定される。アカマツは、暖帯および温帯下部に分布する常緑針葉

樹で、樹高30~35m、幹径60~80cmに達する。典型的な陽樹で、かなり強い乾燥にも耐えうる。木材は、水中

での保存性が良く、建築材、土木材、船舶材などに用いられる。
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ツガ属 Tsuga マツ科図版 5a~5 C. 

垂直および水平樹脂道を欠く針葉樹である。早材から晩材への移行はゆるやかで、年輪幅は狭い（横断面）。

放射組織には放射仮道管があり、有縁壁孔が見られる。また、分野壁孔は、ヒノキ型およびスギ型で、 1 分

野に 2~4 個見られる（放射断面）。これ以外は、水平樹脂道および柔細胞からなり、柔細胞は単列で 1~22

細胞高である（接線断面）。材の色調は、淡褐色である。

以上の形質から、マツ科のツガ属の材と同定される。ツガ属には本州中部の亜高山帯に分布するコメッガ

(Tusga diversifolia) と本州の温帯から暖帯にかけて分布するツガ (T. sieboldii)の 2 種類がある。いず

れも樹高20mに達する常緑針葉樹で、材は軽軟で、建築材、パルプ材などに用いられる。

スギ Cryptomeria japonica (Linn. fil.) D. Don スギ科図版 6a~6 C. 

水平及び垂直樹脂道をともに欠く針葉樹材で、春材から夏材への移行はゆるやかである（横断面）。分野壁

孔は、水平方向に長軸をもった典型的なスギ型で、 1 分野に 2 個見られる（放射断面）。放射組織は、柔細胞

からなり、単列で 2~21細胞高からなる（接線断面）。材の色調は、淡褐色を呈している。

以上の形質から、スギの材と同定される。スギは東北から九州にかけて渦帯から暖帯にかけて分布する常

緑針葉樹である。材は軽くて軟らかく、強靱・木理通直で、建築材をはじめとして極めて広い用途を持つ。

ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科 図版 7a~7 C. 

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材から晩材への移行はやや急である（横断面）。

放射組織は、柔細胞のみからなり、単列で 2~18細胞高である（接線断面）。また、分野壁孔はヒノキ型で 1

分野に 2 個見られる（放射断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、ヒノキ科のヒノキ属の材と同定される。ヒノキ属の材にはヒノキ (Chamaecyparis

obtusa) とサワラ(C. pisifera) があるが、材組織は似る。ヒノキは、本小卜1、四国、九朴1の渦帯に分布し、

サワラは本州および九州に分布する、ともに常緑の針葉樹である。サワラはヒノキと比べて保存性が劣るが

浴槽材などに用いられ、ヒノキは建築材など広く用いられている。

ヤナギ属 Salix ヤナギ科 図版 8a~8 C. 

中型の管孔が単独あるいは放射方向に2個複合して分布する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一

である。道管と放射組織との壁孔は、蜂巣状を呈している（放射断面）。放射組織は柔細胞で単列異性であり、

3~24細胞高である。また、末端細胞は長く伸び平伏細胞からなる（接線断面）。材の色調は、黄褐色を呈し

ている。

以上の形質から、ヤナギ科のヤナギ属の材と同定される。ヤナギ属の樹木には、日本において約40種程度

あり、高木から低木までその大きさはさまざまである。ヤナギ属の樹木は、陽光の水湿地に生育する落葉広

葉樹で、材は軽軟で割裂容易でかつ腐朽しやすい。材は建築材、器具材あるいは箱材として用いられる。

ハンノキ節（根材） Alnus カバノキ科 図版 9a~9 C. 

中型の管孔が単独あるいは数個複合してまばらに配列する散孔材で、木部繊維の直径は大きく管孔と区別

がつきにくい（横断面）。道管のせん孔は25本程度からなる階段状せん孔である（放射断面）。放射組織は、

単列のものと集合状のものとがある（接線断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈している。

以上の形質からカバノキ科のハンノキ属の根材と同定される。ハンノキ属の材には、平野部の水湿地に生
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育するハンノキ (Alnus j aponica) 、平野部から山地の斜面にかけて生育するヤマハンノキ(A. hirsuta) 、そ

して山地に生育するヤシャブシ (A. firma) などが分布している。ハンノキ節の樹木は、樹高20m、幹径50

cmに達する落葉広葉樹で、いずれも陽のよく当たるところに生育する。木材は、緻密で柔らかく、建築材、

器具材、家具材などに用いられる。

アサダ Ostrya japonica Sarg. 図版10a~10c.

丸みを帯びた小～中型の道管が放射方向に 2~5 個複合した散孔材である。木部柔組織は 1 細胞幅で接線

状に配列している（横断面）。道管の内壁には微細ならせん肥厚が見られ、道管のせん孔は単ーである（放射

断面）。放射組織はほぽ同性で 1~3 細胞幅、 2~34細胞高である（接線断面）。材の色調は、淡褐色を呈し

ている。

以上の形質から、カバノキ科のアサダの材と同定される。アサダは全国の温暖に分布する落葉広葉樹で、

標高15mに達する。木材は固く粘りがある。耐朽性が高く、杭や木槌などに用いられる。

カバノキ属 Betula カバノキ科 図版lla~llc.

やや丸い中型の道管が単独あるいは 4 個放射方向に複合してほぼ均ーに散在する散孔材である（横断面）。

道管のせん孔は10~15本の横棒からなる階段状である（放射断面）。放射組織は同性で 1~4 細胞幅、 2~34

細胞高である（接線断面）。材の色調は淡褐色を呈している。

以上の形質から、カバノキ科のカバノキ属の材と同定される。カバノキ属の樹木には、樹高25m、幹径 lm

に達するウダイカンバ (Betula maximowicz iana) や亜高山帯上部に広く分布するダケカンバ(B. ermanii)、

山地帯の二次林に多いシラカンバ(B. platyphylla var. j aponica) など10種類ほどあるが、種を識別するに

は至っていない。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科函版12a~12c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~3 列並び、そこから除々に径を減じた小管孔が火炎状に配列する環孔材

である。大管孔の内腔にチロースの見られるものもある。また、軸柔組織は短接線状に配列する（横断面）。

道管のせん孔は単一である（放射断面）。放射組織は柔細胞で単列同性であり、時に 2 細胞幅で、 4~39細胞

高である（接線断面）。材の色調は、淡黒褐色を呈している。

以上の形質からブナ科のクリ属クリの材と同定される。クリは全国の暖帯から温帯にかけて分布する落葉

広葉樹で、樹高20m、幹径 lmに達する。木材はやや重硬で耐朽性、耐湿性、保存性のいずれにも優れ、杭、

橋梁などの土木材、下駄材、挽物、漆器木地、彫刻材など広く用いられる。

コナラ属コナラ節Quercus sect. Prinus ブナ科 図版13a~13c.

年輪のはじめに大型の管孔が1列に並び、そこから径を減じた小管孔がやや火炎状に配列する環孔材である

（横断面）。大管孔の内腔には、チロースがあり著しい。また、木部柔組織は短接線状に配列する。道管のせ

ん孔は単ーである（放射断面）。放射組織は単列同性のものと集合放射組織からなる（接線断面）。材の色調

は、淡黒褐色を呈する。

以上の形質からブナ科のコナラ属コナラ節の材と同定される。コナラ節の樹木にはコナラ(Quercus serｭ

rata) やミズナラ(Q. mongolica var. grossesrrata) 、カシワ(Q. dentata）、ナラガシワ(Q. aliena) など
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があるが、現在のところこれらを識別するには至っていない。いずれの樹木も樹高20m、幹径 lm を超える落

葉広葉樹で、温帯から暖帯にかけて広く分布する。これら木材は重硬緻密で、建築材や家具材、枕木、曲木

細工、薪炭材などに用いられる。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops ブナ科 図版14a~14c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1~2 列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管孔が放射方

向に配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、時としてチロースが見られる（放射断面）。

放射組織は単列同性のものと集合放射組織のものとがある（接線断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈している。

以上の形質から、ブナ科のコナラ属クヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関東地方に普通に見

られるクヌギ(Quercus acutissima) と、東海・北陸以西に主として分布するアベマキ(Q.vari abili s) があ

るが、識別するには至っていないが、アベマキの分布が限られることからクヌギと考えられる。いずれの樹

木も樹高15m、幹径60cmに達する落葉広葉樹で、木材は堅硬で割裂容易、耐朽性があり、器具材、下駄材、薪

炭材、椎茸原木などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版15a~15c.

大型の管孔が放射方向に配列する放射孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、チロースが見られる

（放射断面または接線断面）。放射組織は、柔細胞で単列同性のものと集合放射組織のものとがある（接線断

面）。材の色調は、淡黒褐色を呈している。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカガシ亜属の材と同定される。アカガシ亜属の樹木には関東に分布

するアカガシ(Q. acuta) やアラカシ(Q. glauca) やシラカシ(Q. myrsinaefolia) をはじめ 8 種類ほどあ

る。アカガシ亜属の樹木は、樹高20m、幹径 1 mmに達する常緑広葉樹で、日本の暖帯の照葉樹林の主要な構成

要素であり、木材は重硬、強靱であり、農具などに用いられる。

シイノキ属 Castanopsis ブナ科、図版16a~16c.

年輪のはじめにやや大型の管孔が 2~4 個程度集合し、そこから薄壁で角張った小型の管孔が放射方向に

火炎状に配列する環孔材である。また、木部柔組織は、接線状である（横断面）。放射組織は、柔細胞で単列

同性で、 2~18細胞高である（接線断面）。道管のせん孔は単ーである（放射断面）。材の色調は、淡黄褐色

を呈する。

以上の形質から、ブナ科シイ属の材と同定される。シイ属の樹種には、ツブラジイ (Castanopsis cuspidata) 

と変種のスダジイ(C. cuspidata var. sieboldii)とがあるが両者を識別するには至っていない。樹木は、い

ずれも樹高20m、幹径 lm程度で、スダジイは本）、卜1 （福島・新潟県以南） •四国・九州などの沿岸地の丘陵あ

るいは山野、ツブラジイは本朴1 （関東地方以南） •四国・九朴Iなどの内陸部に、いずれも暖帯に分布する常緑

広葉樹である。材は、建築、器具、下駄などに用いられる。

ブナ属 Fagus ブナ科図版17a~17c.

丸い小型の管孔がややまばらに散在する散孔材である（散孔材）。道管のせん孔は単一あるいは数本の横棒

からなる階段状で、道管内部にはチロースが見られる（放射組織）。放射組織は同性で、細胞幅の広い複合放

射組織からなる（接線組織）。材の色調は淡黒黄褐色を呈する。
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以上の形質から、ブナ科のブナ属の材と同定される。日本に分布するブナ属の樹木には、温帯に生育する

ブナ (Fagus crenata) と中間温帯に分布するイヌブナ (F. j aponica) の 2 種類があるが、材組織からは識

別できない。いずれも樹高25mに達する落葉広葉樹で、ブナは日本の温帯林の主要構成要素である。

エノキ属 Celtis ニレ科図版18a~18c.

年輪のはじめに大型の管孔が 2 列並び、そこから径を減じた小管孔が夏材部では多数集合して斜め方向に

配列する現孔材である（横断面）。道管のせん孔は単一で、小管孔な内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断

面）。放射組織は異性で、 3~8 細胞幅、 8~46細胞高で、鞘細胞をもつ（接線断面）。材の色調は、淡黒褐

色を呈する。

以上の形質から、ニレ科のエノキ属の材と同定される。エノキ属の樹木には、本州以南の暖帯から亜熱帯

に分布するエノキ (Celtis sinensis) や、温帯に分布するエゾエノキ(C. jessoensis) などがあるが、現在の

ところ識別するには至っていない。エノキは樹高20m、幹径 lmに達する落葉広葉樹である。木材はやや硬く、

割裂困難で、建築材、家具材、柄類、薪炭材などに用いられる。

ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Mak ino ニレ科図版19a~19c.

年輪のはじめに大型の管孔が単独ないし 2 列に並び、夏材部では小管孔が 2~11程度集合して接線方向な

いしはやや斜めに配列する環孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、小管孔の内壁にはらせん肥厚が

明瞭に認められる（放射断面）。放射組織は、異性で 1~7 細胞幅、 3~26細胞高から構成されている（接線

断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、ニレ科のケヤキと同定される。ケヤキは樹高35m、幹径 2mに達する落葉広葉樹で、暖帯

から温帯にかけて分布する。ケヤキの材は、光沢があり木理が美しく、耐朽性があり通直な材が得られる。

社寺などの柱あるいは梁などに多く用いられる。

ヤマグワ Morus bombycis Koidz. クワ科 図版20a~20c.

年輪のはじめに大型の管孔が数列並び、そこから径を減じた小管孔が夏材部で接線方向に数個複合して分

布する環孔材である。道管のせん孔は単ーで、小道管の内壁にはらせん肥厚が見られる。木部柔組織は周囲

状である。放射組織は異性で、 1~4 細胞幅、 4~25細胞高である。材の色調は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、クワ科のヤマグワの材と同定される。ヤマグワは、樹高12m、幹径60cmの落葉広葉樹で、

温帯から亜熱帯にかけ広く分布する。木材は、菫硬で光沢があり、狂いが少なく、強靱であるため、建築材

や家具材、彫刻材などに用いられる。

サクラ属 Prunus バラ科図版21a~21c.

年輪のはじめにやや小型の管孔が並び、数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管は外側に向

かって減少する傾向がみられる（横断面）。道管のせん孔は単ーで、その内壁にはらせん肥厚がある。道管の

内部にはガム状物質が詰まっている（放射断面）。放射組織は同性にちかい異性で、 1~4 細胞幅、 1~19細

胞高である（接線断面）。材の色調は、淡褐色を呈する。

以上の形質から、バラ科のサクラ属の材と同定される。日本に分布するサクラ属の樹木には樹高25mに達す

るヤマザクラ (Prunus j amasakura) など数種類あり、暖帯から亜熱帯にかけて分布する。木材は堅硬でや
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や緻密、耐朽性・保存性は高く、加工容易で建築材や家具材、器具、彫刻材など広く用いられている。

ユクノキ Cladrastis sikokiana (Makino) Makino マメ科図版22a~22c.

中型の管孔が単独もしくは 5 個程度複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は単ーで、小

道管の内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。放射組織は同性で 1~4 細胞幅、 2~58細胞高である（接

線断面）。材の色調は、淡褐色を呈する。

以上の形質から、マメ科のユクノキの材と同定される。ユクノキは樹高15mに達する落葉広葉樹で、本州、

四国、九州の山地に分布する。材は建築材、器具材、薪炭材などに用いられる。

シラキ Sapium japonicum (Sieb. et Zucc.) Pax et Hoffm トウダイグサ科 図版23a~23c.

小型で厚壁の管孔が放射方向に 2~8 個程度複合して散在する散孔材である。また、軸柔細胞は散在状も

しくは周囲状である（横断面）。道管のせん孔は単一である（放射断面）。放射組織は単列同性で、 2~50細

胞高で、結晶細胞を含む（接線断面）。材の色調は、淡黄色を呈する。

以上の形質から、トウダイグサ科のシラキの材と同定される。シラキは、樹高 4~6mの落葉広葉樹で、本

州、四国、九州などの山地に分布する。材は、器具材、細工物、薪炭材などに用いられる。

トチノキ Aesculus turbinata Blume. トチノキ科 図版24a~24c.

小型の管孔が単独または 2~4 個程度放射方向に複合し、やや密に散在する散孔材である（横断面）。道管

のせん孔は、単一である。内壁にはらせん肥厚が見られる（放射断面）。放射組織は、同性単列、まれに 2 細

胞幅で、 5~16細胞高である。また、この樹種を最も特徴づけるリップルマーク（規則的な層階状配列）を

示している（接線断面）。材の色調は、淡黄褐色を呈している。

以上の形質から、トチノキ科のトチノキと同定される。トチノキの樹木は、樹高30m、幹径 2mに達する落

葉広葉樹で、北海道から九州まで分布している。材は、建築、器具、下駄、などに用いられる。

ウコギ属 Acanthopanax ウコギ科 図版25a~25c.

小型の管孔が接線方向からななめ接線方向につらなって配列する散孔材である（横断面）。道管のせん孔は

単ーである（放射断面）。放射組織は異性で、 2~4 細胞幅、 4~100細胞高以上で、多少粗雑な鞘状を呈し

ている（接線断面）。材の色調は、淡褐色を呈する。

以上の形質から、ウコギ科のウコギ属の材と同定される。ウコギ属の樹木には、落葉高木のコシアブラ

(Acanthopanax sc iadophyllo ides) を除く、樹高 2~5mの落葉低木のヤマウコギ (A. spinosus) や樹高

lmの落葉低木のオカウコギ (A. nipponicus) などがある。

ムラサキシキブ属 Callicarpa クマツヅラ科 図版26a~26c.

やや大型の丸く厚壁の管孔が単独もしくは 2~3 個複合して散在する散孔材である（横断面）。道管のせん

孔は単ーである（放射断面）。放射組織は異性で 1~4 細胞幅、 3~49細胞高である（接線断面）。材の色調

は、淡黄褐色を呈する。

以上の形質から、クマツヅラ科のムラサキシキブ属の材と同定される。ムラサキシキブ属の樹木には、ム

ラサキシキブ (Call icarpa j aponica) やヤブムラサキ (C. mollis) などがあり、いずれも樹高 3m程度の落
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葉広葉樹で、本小卜1、四国、九朴1 に分布する。材は粘り強く、柄類などに用いられる。

散孔材A 図版27a~27c.

小型の管孔が 2~3 個複合して年輪界に向けてやや径を減じ散在する散孔材である（横断面）。道管のせん

孔は単ーである（放射断面）。放射組織は異性で 1~4 細胞幅、 4~45細胞高である（接線断面）。材の色調

は淡黄褐色を呈する。現段階では、同定することができない。

環孔材A 図版28a~28c.

中型の管孔が年輪のはじめに 3~4 列並び、これより径を減じる環孔材である（横断面）。道管のせん孔は

単ーである（放射断面）。放射組織は異性で 1~4 細胞幅、 4~50細胞高程度である（接線断面）。材の色調

は、淡茶褐色を呈し、材組織の保存は良くない。

広葉樹図版29a~29c.

中型の管孔が単独で散在し、年輪のはじめにやや密に並ぶ散孔性の材である（横断面）。道管のせん孔は単

ーである（放射断面）。放射組織は異性で 1~7 細胞幅、 1~39細胞高である（接線断面）。材の色調は、淡

黒黄褐色を呈する。

この材は、浅間 C テフラ下の耕作土下に密集して産出し、その形状は直径15mm程度の吻状もしくは根状の

材である。

3 考察

表10および図 3 に、二之宮千足遺跡出土材の時代別樹種を示す。なお、江戸時代とは、 2 区 1 号と 2 岩お

よび 9 号井戸、 3 区 l 号と 4 区 3 号池からの出土材、奈良•平安とは、 2 区 7 号と 3 区11号井戸、 FA （榛名

二ツ岳火山灰）上 l~3 水田、 4 区 As-B （浅間 B軽石）下水田耕作土下、 6 区 2 号溝、 6 区 FA 上砂層か

らの出土材、古墳時代とは、 As-C （浅間 C軽石）上・下水田、 1 区 As-C 下杭、 5 区 FA 下、 4 区 FA 直

下からの出土材、古墳以前とは、 As-C 下水田耕作土下からの出土材をそれぞれ集計したものである。これら

時代区分は、テフラ降灰という著しい環境変化を基準に区分されている点で、有意義であると考えられる。

また、実測試料と非実測試料の一部を対象に、各時代ごとの製品と樹種の関係をまとめたものを表11~13 に

示す。以下に、これらの結果から、本遺跡での木製品と樹種について若干の考察を行う。

a) 木製品の樹種と時代的特徴

本遺跡で見られる時代別木製品の樹種を見ると、古墳時代では、ブナ科のコナラ属クヌギ節の樹木を用い

た木製品が多く、実測試料のみで67.6%、非実測試料を含めると 70.7％に達する。これ以外の樹種ではコナ

ラ属コナラ節、サクラ属、ケヤキ、ヒノキ属と続く。これらの樹木は、花粉化石の結果（花粉分析参照）か

ら、遺跡周辺に生育していたことが示されていること、クヌギ節やコナラ節からなるコナラ亜属の花粉が、

時代を追って減少している傾向が見られることから、比較的身近な樹木を利用した様子が伺われる。

一方、榛名ニツ岳火山灰 (FA) を境に奈良•平安時代では、クヌギ節の材は全体で24.1％まで減少し、ク

リ、ヒノキ属、サクラ属、モミ属、ケヤキの材が多く見られる。むしろ、実測試料のみで見ると、クヌギ節

の材よりもヒノキ属の材が多いといった傾向が見られる。いずれにせよ、遺跡周辺に生育する樹木を利用し
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ている可能性が高い。

さらに、江戸時代になると、木製品の違いがあるものの、ヒノキ属が比較的多く、スギ、ブナ属、アカマ

ツ、ケヤキなどが見られる。このうちブナ属は、大半が漆椀として用いられているが、遺跡周辺では生育し

ていない。現在、県下でブナ属のブナやイヌブナが生育する場所は、南西部の天丸山、三国山、諏訪山など

にわずかに分布し、また、北部の谷川連峰、利根川源流域一帯、武尊山、尾瀬が原周辺に分布する（環境庁、

1981 ;環境庁、 1987）。こうしたブナ属の樹種を用いた木製品は、江戸時代に盛んに活動を広げた、広義には

木を加工して木器などを作るエ人である木地屋によってもたらされたものと考えられる（中川、 1980）。この

木地屋は、加工に用いる樹木として、ブナ帯に生えるブナ、 トチノキ、サクラ類（属）、ミズキ、クリ、カエ

デ類（属）、イタヤカエデあるいは針葉樹のヒノキ、クロベ、アスナロなどを用いている。

b) 木製品と樹種

古墳時代におけるクヌギ節を用いた木製品は、加工木や杭材が大半を占め、他は板材、棒状木製品、角材

そして構築部材であり、多くは土木材や建築材に属するものである。他の樹種としては、杭としてコナラ節、

ケヤキ、ヤマグワあるいはクリなどが出土している。また、曲物としては、ヒノキ属や 1 点ではあるがモミ

属が出土している。

奈良•平安時代では、実測試料中最も多いヒノキ属は、大半が曲物として出土し、他は板材や加工木であ

る。また、クヌギ節は、多くが杭材として出土し、他は加工木や木錘あるいは板材である。他の樹種として

は、モミ属が板材や棒状あるいは栓状木製品などとして出土している。

江戸時代では、最も多いヒノキ属が、桶の底板として多く出土し、他は板材や下駄材あるいは曲物として

出土している。他の樹種では、先にも述べたブナ属が漆椀や下駄材として、スギが桶側板や板材あるいは柄

類として、ケヤキが下駄材や槌として、アカマツが曲物や敷居材あるいは舵作業台として出土している。ブ

ナ属の樹種を用いた漆椀以外の製品についても、先に述べた木地屋にもたらされた可能性がある。

引用文献

環境庁(1981) ：群馬県現存植生因

環境庁(1987) ：群馬県現存植生図

中川重年(1980) :木地屋の世界、プナ帯文化、pl65-184
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表 l 二之宮千足遺跡出土材の樹種（実測試料No.1)
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表 2 二之宮千足遺跡出土材の樹種（実測試料No. 2) 
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表 3 二之宮千足遺跡出土材の樹種（実測試料No. 3) 

試料番号 製品名 時 代 樹種 試料番号 製品名 時代 柑i 不里

b b l ↑几 占 I員 ヤマクワ
554 II ” クヌギ節
555 仇｀｛ II クヌギ節
676 f元 II コナフ節
857 ” ” クヌギ節
858 ” II サクフ 属
859 ” II クヌギ 面
860 II II クヌギ 賄
861 II II クヌギ 面

863 f几 古墳 クヌギ節
864 ” ” ケヤキ
865 ” II ケヤキ
866 II II クヌギ節
867 ” II ケヤキ
868 ” ” ヤナギ属
869 仇'( ” クリ
870 f几 ” クヌギ即
871 ” クヌギ節
873 加工材 ” クヌギ節
874 II II コナラ節
875 II ” クヌギ節
876 II II クヌギ節
877 II ” クヌギ節
878 FF II クヌギ節
879 II II クヌギ節
880 仇？ ” クヌギ節
881 加工材 ” クヌギ面1
882 杭 ” クヌギ即
883 加工材 II コナフ節
884 II FF コナフ節
885 II FF クヌギ節
886 ” II クヌギ即
897 II II クヌギ節
918 ” II クヌギ節
919 II ” クヌギ節
927 棒状木製品 ” クヌギ節
930 ” クヌギ節
945 木片 II クヌギ節
948 板状木製品 II クヌギ節
965 棒状木製品 II クヌギ節
967 加工H ” クヌギ節
970 I針状木製品 " ムフサキシキブ屈
974 構築部材 II クヌギ節
975 杭 ” ヤマグワ
976 II II クヌギ節
977 ” FF ヤマグワ
978 ” FF サクラ属
979 II ” 環孔材A
980 II II コナフ節
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表 4 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No. l) 

試料番号! ~品名 時代 1 樹f 植 試料番号 製品名 時代 樹 植
d 、9上戸 ヒノキ属 l Z l:S 奈艮•平女 ヒノキ属

4 ” コナフ節 1 3 0 ” クヌギ即
13 II スギ 1 3 1 II アサダ
15-2 II スギ 132-1 II クヌギ即
17 " コナフ節 132-2 ” サクフ属
22 I奈艮•平女 散孔材 A 134 奈艮•平安'( サクフ属
27 `? モミ属 135 奈艮•平女 クヌギ即
29-2 江戸 スギ 136 II カバノキ属
31 曲物底板 II アカマツ 137 古墳 クヌギ即
33 II クリ 138 II クヌギ即
41 II ヒノキ属 139 II クヌギ節
5 U i奈艮・半女 ヒノキ巽 141 II コナけ詈
5Z : II プナ屑 142 II クヌ
5J 

I ” クリ 144 II クヌギ節―

55 II ヤナギ属 146 ” クヌギ節
59 I 

II ヒノキ属 151 奈艮・半安 ヤクマヌギグ節ワ— 
62 ” ケヤキ 152 II 

一735 ” ヒノキ屈 153 ” ヤマグワ
68 l ” ヒノキ属 155 ” クリ
b リ i ” クヌギ即 156 ” クリ
71 ” 散孔材 A 157 ” クリ
74 II クリ 159 ” クヌギ節
75 i ” ヒノキ属 lob | 古墳 ヤマグワ
77 | If ヒノキ属 167 I ” クリ
7 り II 百ギ岱 l ti 8 ” クヌギ節
80 | ” + ノキ lb9 l 

” 散孔材 A
_8l 江戸 カマツ 170 奈良・平安 クク すリ~一82 奈良•平如 スギ 172 古墳

~7 江戸 I ア万マッ 174 II ャチギ属
8 り ” I モミ属 177 II 散孔材 A
!:J 0 | 

i 

” ケヤキ 178 II クヌギ即
96 襟椀 ” フブTナ属属 181 II ケヤキ
9 7 II ” l8Z 奈艮・半女 散孔材 A
り 8 | II ” ブナ属 184 汀凸•墳半安

ヤナギ属―—

lUl II アカマツ 185 クリ
l u 8 古墳 クヌギ節 186 察頁百・墳半安 コナフ節
109 II クヌギ節 188 スギ
110 i I ” クヌギ節 1 8 9 古墳 クリ
111 I 

II 
I コナフ節 191 ” ケヤキ

「丁l? II クヌギ節 194 ” クリ
113 i i奈艮•平女 クヌギ節 196 ” クヌギ節
114 II 

I シフキ 198 II サクフ属
115 l ” コナフ節 199 奈艮•平安 散孔材 A
11 7 II 散孔材 A 200 II クヌギ節
118 

I 
II サクフ屈 202 古墳 クヌクギリー節

一丁I『 II クヌギ節 2 03 奈艮・半安
120 I 

II アサダ 205 古墳 クヌギ即
121 I 

ロ
ヤナギ属 207 泰良•平安 クヌギ節

125 クヌギ節 208 II サクフ屈
126 クヌギ節 ZlO ” サクフ属
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表 5 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No. 2) 
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表 6 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No.l)
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表 7 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No. 4)

讐
畠
麗
冒
員
麗
胃
言
鳳
鳳
胃
鳳
言
胃
闘

製品名 時代i樹種 試料番号

員ヌ、＂
！！ヌ‘即 6屈
縄文 し、ンノキ節根
?――ハンノ II 一阻汀

古貝 ' ヌ‘即 8 
lI ヌ ‘E「J 669 
II ヌ‘mi I 670 
II ヌ‘i7i I 672 i 
II ヌ‘ii I 6 7 
II ヌ‘即 7

:; ; ：［］昇
:; ;:[¢ 丑仁
!I ヌ‘即 5
lI ヌ‘即一~

”I ヌ‘即

ロ」：らてラ：］ 畠 1 : 口丁早—開
クヌギ節 噴

口：［冑II ヌ ‘RII7lrl

：伍眉悶
lI ヌ‘即―T刃

□ ロロ阿髯三

ニロ:: I クク : キキ:- 7 5 0 

二•:l:”，ヌ ‘El) 76Q 
I 

口：R] 昌
ロ雷即叫
”」ヌ‘即 765

製品名

｀計 1 9k ：信二
：：二—

ー：｀万ヌギ節―
広葉樹限―

万節＿

口

□直lI 豆冒

三喜

口1 1/ □万冗早節―
, 99 : クヌギ節
1 一！I | ク女ギ節――
| 19 1 クリ―~

コナラ節―
, コナラ節―—

`][ 
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ー
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i l/ 1 万辛節―
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三［＿
” I クヌギ節―
II l クヌ亨節―

クヌギ節―
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表 8 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No. 5) 

試料番号製品名 ＇時 1'i; ! 柑i 種 試料番号 製品石 時 代i 樹
7bb 占墳 サクフ属 5 d 4 白墳 クヌ墨キ喜Rn 

~·~ ” クヌギ HII 837 II i クヌ

” クヌギ即 8 3 8 ” クヌ
771 II クヌギ節 8 3 9 ” } クヌ闘［
773 " クヌギ即 840 ” クヌ
776 II クヌギ節 841 ” クヌギ節
777 贔？ クヌギ面 843 II クヌギ HIl
780 百墳 クヌギ節 845 II 広粟樹根
781 ” クヌギ節 847 ” クヌギ節
782 II クヌギ即 849 ” クヌギ節
783 II クヌギ即 850-1 II クヌギ即
784 II クヌギ節 850-Z ” クヌギ即
785 ” クヌギ節 IS 51 FF クヌギ節
786 ” クヌギ節 852 FF クヌギ即
789 ” クヌギ節 853 ” i ククク ヌヌヌ弄百ギ噌噌節『『―— 791 II コチフ節 1155 FF 

794 FF クヌギ節 IS56 " 
795 II クヌギ節 8 8 8 ” ククク ヌヌヌ辛ギギ 只n796 II クヌギ節― l:l~U II 

昌797 II クヌ宇節 IS 91 ” 798 II クヌギ面1 8 9 4 ” クヌギ即
800 II クヌギ節 1195 ” 万ヌギ即
801 ” クヌギ節 901 ” クヌギ即

「―籾？ ” クヌギ面I り Ul ” クヌギ即
803 ” クヌ畔即 904 ” クヌギ即
804 ” クヌギ節 906 ” クヌギ RIl
805 II クヌギ節 ~u7 II クヌギ即

□]] ” クヌギ即 ~u~ II クヌギ即

” クヌギ即 909 ” クヌギ即
n10 ” クヌギ FTLL リ IO ” クヌギ即

81 l II クヌギ節 り 14 ” クヌギ即
812 ” クヌギ伽 り 17 ” コナフ即

：尉
II クヌギ即 921 II クヌギ即

I II コクヌナ宇ラ節即 922 ” クヌギ- 即-
817 II 923 ” コナフ即
818 II 広築樹根 9 2 4 ” クヌギ節―

一万l9 II クヌギ節 n5 ” I 
コナラ即

8 2 0 ” クヌギ節 り 26 ” クヌ辛 En
821 | ” コナフ節 9 2 8 ” クヌギ即
822 ” クヌギ節 935 II 万ヌ辛節―

823 II クヌギ節 ~37 II クヌギ即
825 II クヌギ節 9 3 8 II クヌギ即
826 ” クヌギ節 939 II クヌギ Hil

-―籾 7 ” クヌギ節 9 4 0 II クヌギ即
828 II コナフ節 9 4 l II クヌ霜—
829 ” クヌギ節 943 II クヌ
830 ” クヌギ節 ~44 FF クヌギ即
831 FF クヌギ節 947 II グヌギ即

ーゴ 32 II クヌギ節 950 ” コナフ郎
833 II クヌギ節 955 II クヌギ節

46 
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表 9 二之宮千足遺跡出土材の樹種（非実測試料No. 6) 

試料番号 製品名 時代： 樹 樋i 試料番号 脚品名 ：時 代 阿 柑i
9 5 6 古墳 クヌキ即 」
957 ” クヌギ即 ; 

了t ” l コナラ節
了！］ ” クヌギ節 ! 

968 " クヌギ節
, 

971 II クヌギ節
972 ” クヌギ節
973 ” クヌギ節
981 江戸 クリ
9 8‘• FF スギ
983 古墳 コナフ節

-9 8 4 l 

” コナフ節 I 
985 ” クヌギ節
9 8 6 i ” クヌギ節 i 

42 江戸 ! 

トケチヤノキ年― | i 

45 II 

49 l 

” トチノキ I 
I i 

| 

i 

, 
i 

| 

! ! 
I I 

i 

I 
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表10 二之宮千足遺跡出土材の時代別樹種
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因 3 二之宮千足遺跡出土材の時代別樹種
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二之宮千足遺跡出土材の樹種

表11 二之宮千足遺跡出土材の用途別樹種

（古墳時代：実測試料のみ）

Hi i重 版 目汀茄工illi而 Iぢ―古―玩墳―時未代片屋f lだ柄類渭霙不明I 合計
マツ磁

アカマッ

モミほ

I ヵ昇門i`
スギ

ヒ／キ滋 i I ' 1r キほ ヽ
アサダ

7]パノキ属

ハンノキ印限
~ノ·庫

アカカシ而狐

コつ"" ' i u 
7 スキ印 ., 3 -3 I ふ ’`i , 

シ Jキ減

工7／キ伍
J 3 

二ユ戸ク; キ
し

トー百去
ワコキ泣 I I 

ムフすキシキ―ノ図
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-̀I-M : 
1ム ",e1 釈

| '合戸 } , 1 - 3'J8 

表12 二之宮千足遺跡出土材の用途別樹種

（奈良•平安時代：実測試料のみ）

ボ民・キ女

樹掩 叛伍け面工illi転I f展 杭未片程1r柄碩＇末粍砥糊？、明合計
マッほ
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表13 二之宮千足遺跡出土材の用途別樹種

（江戸時代：一部非実測試料を含む）

丑戸
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プラント・オパール分析調査報告

侑古環境研究所

I 1区 A 、 A'地点

1 はじめに

二之宮千足遺跡では、浅間 B テフラの下層などから畦状遺構や水路が検出され、水路跡に伴う遺構と考え

られていた。

今回の調査の目的は、プラント・オパール分析によって稲作跡の確認および探査を行い、考古学的調査の

資料とすることである。

2 試料

現地調査は、昭和62年 1 月 14 日に行った。試料採取地点は、 A地点、 A'地点の 2 地点である。

試料は、土層壁面において各層ごとに 5~10cm間隔で採取した。採取にあたっては、容量50ccの採土管な

らびにポリ袋を用いた。採取した試料数は21点である。

3 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は「プラント・オパール定量分析法（藤原， 1976) 」をもとに、次の手順

で行った。

絶乾試料約 1 gにガラスビーズ混入（直径40µm、約30万個）、電気炉灰化法または過酸化水素水による脱

有機物処理、超音波による分散、沈低法による 20µm以下の微粒子除去、乾燥、オイキット中に分散、プレパ

ラート作成、検鏡・計数。

同定は、機動細胞に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパールと略す）を対象に、 400倍の

偏光顕微鏡下で行った。

計数はガラスビーズが300個以上になるまで行った。これはほぽプレパラート 1 枚分の精査に相当する。試

料 1 gぁたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率をかけ、

さらに仮比重をかけて単位面積あたりのプラント・オパール個数を求めた。このようにしてイネのプラント・

オパール密度を測定していくと、水田跡が埋蔵されている層にピークが現れるのが通例である。通常、イネ

のプラント・オパールが試料 1 ccあたり 500個以上の場合に、水田跡の可能性があると判断している。

また、表 1 の換算計数（機動細胞珪山酸体 1 個あたりの植物体各部乾重：藤原， 1979の第 1 表を一部改変）

をかけて植物体量を算出した。これは実際の植生を定量的に把握するのに有用である。

表 l 各植物の換算計数（単位： 10― 5 g) 

植物名 葉身 全地上部 種実

イネ 0.51 2.94 1.03 

ヒエ 1.34 12.20 5.54 

ヨシ 1.33 6.31 

ゴキダケ 0.24 0.48 

ススキ 0.38 1.24 

50 



プラント・オパール分析調査報告

4 分析結果

イネ、キビ族（ヒエなど），ヨシ属，竹亜科（竹笹類）、ウシクサ族（ススキなど）について同定・定量を

行い、数値データを表 2 に示した。上記以外については、検出数が少ないため割愛した。

図 1 にイネのプラント・オパールの出現状況を示した。これは、水田跡の可能性を判断する際の資料とな

る。柱状図内のドットは、試料を採取した位置を示している。

図 2 に、イネ，ヨシ属，タケ亜科の植物体生産量と変遷を示した。これは、稲作跡の可能性を判断したり、

稲籾の生産総量や古環境を推定する際の資料となる。柱図内のポイントは、最上面から lmごとの位置を示し

ている。

5 考察

A、 A'同地点では、 8 層と 11層で畦畔と見られる遺構が確認されていた。また、隣接する地点では10層

でも畦畔と見られる遺構が確認されていた。

なお、同地点では浅間 B テフラ (7 層）， FA (12層），浅間 C テフラ (14層）の 3 枚のテフラが確認されて

し）た。

分析の結果、 10層上部と 11層上部では、イネのプラント・オパールが5,000個／cc以上検出され、明らかな

ピークが認められた 9 層上部では、イネのプラント・オパール密度は3,300個／cc とやや少ないものの、明ら

かなピークが認められた。また、近接する A'地点の10層上部では、イネのプラント・オパール密度は3,000個／

cc とやや少ないものの、明らかなピークが認められた。これらのことから、 9 層、 10層、 11層で稲作が行わ

れていた可能性は高いと考えられる。

8 層では、イネのプラント・オパールは検出されたが1,300個／cc と少量である。同層で稲作が行われた可

能性は考えられるものの、他所からプラント・オパールが混入したことも想定される。

12層以探では、イネのプラント・オパールは検出されなかった。

以上のことから、同地点では11層の時期に稲作が開始され、その後、少なくても 10層と 9 層の時期には稲

作が行われていたものと推定される。

表 2 稲籾の生産総量と稲作期間の推定

地点 層位 生産総量 期間

(t/lOa) （年間）

A

A

A

 

9

0

1

 

ー
ー

1

5

1

 

... 2

4

3

 

21 

45 

31 

なお、これらの値は、収穫方法が穂刈りで行われ稲わらがすべて水田内に残されたことを前提として求め

られている。ここで推定した稲籾の生産総鼠ならびに稲作期間は、あくまでも目安として考えられたい。

II C 、 D 地点

1 はじめに

二之宮千足遺跡では、発掘調査によって浅間 B 、 FA、浅間 C の各テフラの下層および間層で合計7時期の

水田面が確認されていた。

今回のプラント・オパール分析のおもな目的は、これらの水田跡の分析的確認と、その他の層における水
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田跡の探索である。

以下に、プラント・オパール分析調査の結果を報告する。

2 試料

サンプリングは、昭和62年 5 月 21 日にパリノ・サーヴェイ株式会社と合同で行った。サンプリング地点は、

5 区北壁の C地点と南壁のD地点の 2 地点である。試料は、浅間B テフラ付近から浅間 C テフラの下層につ

いて柱状で採取した。またこれとは別に、仮比重測定用の試料を50ccサンプル管を用いて各層ごとに採取し

た。

後日、古環境研究所の実験室において柱状試料を分割し、それぞれの分析にあてた。この際、プラント・

オパール分析と花粉分析の試料は、比較検討のため同一層準（同一試料）とした。

基本層序は、 1 層（現地表面） ～23層に分層された。このうち 9 層は浅間 B テフラ、 C地点の16層および

D地点の15 b 層は FA混、 20層は浅間C テフラ混である。なお、地点によって欠如している層もある。

分析した試料数は C地点で25点、 D地点で23点の計48点である。

3 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原， 1976) 」をもとに、つぎの

手順で行った。

試料の絶乾（105℃ •24時間） →仮比重測定→試料約 1 gを秤量→ガラスビーズ混入（直径40µm, 約30万

個） →脱有機物処理（電気炉灰化法） →超音波による分散 (150W • 26KHz • 15分間） →沈底法による20µm

以下の微細粒子除法→乾燥→オイキット中に分散→プレパラート作成→検鏡・計数。なお、試料とガラスビー

ズの秤量は電子分析天秤を用いて 1万分の1 gの精度で行った。

検鏡は、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。プラント・オパールの同定は、おもに機動細胞に由来するプラン

ト・オパール（以下、プラント・オパールと略す）を対象として行った。

プラント・オパールの計数は、同時にカウントするガラスビーズの個数が300以上になるまで行った。これ

はほぼプレパラート 1 枚分の精査に相当する。なお、 C地点の17- 1 層・ 22層、 D地点の10- 1 層・ 17層・ 22- 1 

層については、プレパラートを追加し、ガラスビーズ個数が600以上になるまで計数を行った。

計数結果（各プラント・オパール個数／ガラスビーズ個数）に試料 1 gぁたりのガラスビーズ個数をかけて、

試料 1 gぁたりのプラント・オパール個数を求めた。これに仮比重をかけて、試料 1 ccあたりのプラント・

オパール個数を求めた。

こうして求めれたプラント・オパール密度に、表 l の換算係数（機動細胞珪酸体 1 個あたりの植物体各部

乾重）をかけて、植物体生産量(t/lOa •cm) を算出した。これに層厚をかけて、その層の堆積期間中に生産

された植物体の総量(t/lOa) を推定した。

4 分析結果

同遺跡で検出されたプラント・オパールの分類群は、つぎのとおりである。イネ科について、イネ、ヨシ

属、ウシクサ族（ススキなどが含まれる）、キビ族（ヒエなどが含まれる）、ジュズダマ属、サヤヌカグサ属。

タケ亜科について、ネザサ節、クマザサ属、その他。不明について A タイプ、 B タイプ、 C タイプ、 D タイ

プ、その他。樹木起源について、 Aタイプ、その他。不明A タイプは偏平で長軸方向に棟をもつ珪酸体、 B

タイプは棒状で長軸方向に棟をもつ珪酸体、 C タイプは食パン状でキビ族に類似しているが裏面に紋様が認

められない珪酸体、 D タイプは表皮毛起源と見られる珪酸体である。不明A タイプおよびB タイプは、埼玉

県川口市の泥炭層でも検出され（杉山・藤原， 1987) 、花粉分析との対応関係からカヤツリグサ科の可能性も
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考えられているが、珪酸体標本としては未確認である。樹木起源A はブナ科に類似している。（以上について

は、顕微鏡写真を参照のこと）。

以上の分類群について、プラント・オパールの検出結果を表 7 に示した。また、表 8 に各層の深度や層厚

および仮比重の値とともに、イネの推定生産量を示した。なお、各層の深度は浅間 B テフラの上面を便宣的

に50cm深として測ったもである。

図 3 に、イネのプラント・オパール密度と変遷を示した。柱状図内のドットは、試料の採取箇所を示して

いる。図 4 に、イネ、ヨシ属、タケ亜科について植物体生産量と変遷を示した。

5 考察

(1) 水田跡の検証および探索

サンプリングを行った C地点およびD地点では、発掘調査によって表 4 に示す各層の上面で水田面が確認

されていた。

表 4 二之宮千足遺跡の C地点およびD地点における確認水田面（発掘調査結果）

水田面 C地点 D地点

B下水田 10層 10層

FA上 1 水田 14層（不明確） 14層

FA上 2 水田

FA上 3 水田

FA下水田

C上水田

c 下水田

15層

17層

20層

22層

15層

17層

20層

22層

分析の結果、イネのプラント・オパールは水田面が確認されていたすべての層で検出された。しかし、プ

ラント・オパールの密度（試料 1 ccあたり個数）は、多い層でも 1,000個／cc台とかなり低い値となっている。

通常、イネのプラント・オパールが5,000個／cc以上検出された場合に水田跡の可能性が高いと判断している

が、これらの値はこの判断基準を大きく下回っている。

プラント・オパールの密度が低い原因としては、つぎのようなことが考えられる。①水田造成後、短期間

で放棄された。②休閑などにより稲作の行なわれた回数（年数）が少なかった。③土壌条件および雑草の繁

茂などにより、イネの生産性が低かった。④稲薬の大部分が水田外に持ち出され、イネのプラント・オパー

ルが土壌中に供給されなかった。⑤土層の堆積速度が速かった。⑥上層からの落ち込みや他所からの流れ込

みであるため、などである。これらのうちのいくつかの要因が複合しているものと思われるが、イネをしの

いでヨシ属が卓越していることから、③が大きな要因であったものと推察される。

イネのプラント・オパールは水田面が確認されていない層においても検出された。このうち、 C 地点の11

層～13層では、水田面が確認された14層と同程度の密度で検出された。また、 D地点の18~19層でも、水田

面が確認された20層と同程度の密度で検出された。したがって、これらの層でも、継続的に稲作が行なわれ

ていた可能性が考えられる。

(2) 稲籾生産総量の推定

表 7 に示した稲籾生産総量をもとに、各層ならびに各テフラ間ごとに集計して表 5 にまとめた。
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表 5 各層における稲籾生産総量の推定値 （単位：t/lOa)

層名 C地点 D地点

9 (As-B) 

10 1. 21 0.67 

1 1 1. 09 

12 0.50 6.20 4.43 

13 0.57 0.38 

14 2.03 1.81 

15 0.80 1.57 

16(FA混） 0.00 

17 0.14 0.18 0.46 1.62 

18 0.00 0.66 

19 0.04 0.50 

20(As-C混） 0.62 2.22 

22 0.05 0.67 0.86 (3. 57) 

23 0.00 (0. 49) 

当時の稲籾の年間収量を10aあたり 100kgと仮定すると、 10層～15層の時期に44~62年間、 16層～19層の時

期に 2~16年間にわたって稲作が営なまれたものと推定される。 20層以前については下限が確認されていな

いが、 7~36年間と推定される。

浅間 B テフラの噴出はllOS年、 FA は 6 世紀、浅間 C テフラは 4 世紀とされているが、これらの時期軸と

比較して、ここで推定された稲作年数はかなり短期間である。この原因には前途のように、雑草（おもにヨ

シ）の繁茂などにより稲の生産性が低かったことなどが考えられる。

なお、これらの値は、収穫方法が稲刈りで行われ稲藁がすべて水田内に還元されたことを前提として求め

られている。ここで推定した稲籾の生産総量ならびに稲作期間は、あくまでも目安として考えられたい。

(3) 堆積環境の推定

図 4 を見ると明らかなように、水田面が確認された層を含めて全体的にヨシ属の卓越が箸しく、その生産

量はイネを大きくしのいでいる。おそらく、水田雑草としてヨシなどが混在していたのであろう。

ヨシ属の変遷をみると数回の増減を繰り返しているが、これはテフラの降下や流路の変更などによって堆

積環境が変化したためと考えられる。

C地点では、浅間B テフラの直下層 (10層）でヨシ属の増加が箸しい。この傾向は前橋市周辺の他の遺跡

でも一般的に認められるが、その原因ははっきりしていない。今後の重要な検討課題であろう。
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図 1 イネのプラント・オパールの検出状況

（注） ◄ は50cmごとのスケール、●印は分析試料の採取箇所
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（注） ◄ 印は50cmごとのスケール
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表 6 プラント・オパール分析結果（単位： X 100個／cc)

C 地点 (9 層は As-B、 16層は Hr-FA 混土層、 20層は As-C 混土層。）
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表 7 イネの推定生産量

C地点

層 名
深
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図 4 主な植物の推定生産量と変遷
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二之宮千足遺跡の古環境解析

二之宮千足遺跡の古環境解析

パリノ・サーヴェイ株式会社

I はじめに

二之宮千足遺跡は、赤城山南麓に広がる緩傾斜の台地とそれを開析する谷にかけて立地する。発掘調査の

結果、台地上からは旧石器時代の遺物、縄文時代草創期後半・早期前半の遺物、縄文時代早期終末～前期初

頭の埋設土器・土塙・集石遺構、縄文時代前期後半の遺物・遺構、縄文時代中期終末～後期前半の遺物、古

墳時代以降の住居址などが検出されている。一方、谷底からは縄文時代前期・中期の遺物、古墳時代から平

安時代にかけて 6 面の水田遺構が検出されている。

本遺跡の谷を埋めている堆積物は、植物遺体からなる泥炭層あるいは泥炭質堆積物で構成されている。こ

のような堆積物中には、過去の環境（古環境）を復元する上で有効な珪藻・花粉・種実などの植物化石を包

含している。そこで、発掘調査時から本遺跡の総合的な理解を深めるために、遺跡内およびその周辺地域の

古環境復元を目的とした自然科学的調査の応用が要望され、発掘調査担当者との協議検討のもとに実施した。

また、本地域の台地上には同時期の遺跡も多く、それらの遺跡の古環境を検討する上でも多くの情報が提供

できると考えられた。

調査方法は、先ず、発掘調査の進捗状況に合わせて、台地と谷部の堆積層の観察を行い地質層序を確立す

ることに努めた。同時に分析試料の採取を実施した。また、谷部では谷の地下地質を明かにするためにボー

リング調査も行った。調査地点は、台地・低地を合わせて22 (A~V) 地点におよぶ（図 1) 。次に、これら

調査地点の中から分析調査地点の選択を行い、具体的な調査目的を設定した。今回は全調査地点の調査は完

了していないが、選択した調査地点の結果を報告し、本遺跡の古環境解析を試みる。

古環境復元調査の具体的な目的は次の 4 つを設定した。第 1 の調査目的は、台地および谷の層序を確立す

ることである。この調査では、西側台地部のV地点でテフラ分析、谷部のU地点およびボーリングA·B·

C地点の堆積物について放射性炭素年代測定を実施した。第 2 の調査目的は、古墳時代以降の谷内の環境復

元、とくに稲作の様態に関する情報を得ることである。この調査では、谷部の C·D·E·F· J ·H·I·

〇各地点において、珪藻分析・花粉分析・種実同定を行った。このうち、 C•D地点では同一試料について

プラント・オパール分析が実施されている（プラント・オパール分析参照）。第 3 の調査目的は、遺跡局辺の

森林植生の復元である。本調査では、ボーリング調査C地点について花粉分析を実施し、 C·D地点の調査

結果を含めて検討した。第 4 の調査目的は、発掘調査時に出土した種実類および昆虫遺体の種類の同定を行

うことである。このデータは、第 2 の調査目的にも応用した。各目的別に調査結果について報告する。

II 遺跡の地形・地質

1 赤城山南麓の地形・地質の概要

二之宮千足遺跡の位置する赤城山南麓は、赤城山新期成層火山の山体を構成する大胡火砕流と古期と新期

に分かれる火山麓扇状地により構成されている（早田， 1990）。大胡火砕流は、約4.5万年前に赤城山から噴

出した赤城一湯の口軽石(U P) の降下直後に発生した火砕流（新井， 1962) で、前橋市北部から大胡町、

前橋市東部にかけて扇状に分布する。古期火山麓扇状地は、荒砥川下流の前橋市東部から伊勢崎市にかけて

分布し、その離水時期は、テフロクロノロジーにより約 4~5 万年前とされている。新期火山麓扇状地は、

富士見村から前橋市北西部にかけて流下する白川沿いに発達した白川扇状地、宮城村から大胡町へ流れる荒
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砥川沿いに発達した荒砥川扇状地、粕川村から赤堀町へ流れる粕川沿いに発達した粕川扇状地などである。

これら新期の火山麓扇状地は、場所により堆積時期の異なる砂礫層により構成されているが、その主な堆積

時期は最終氷期であったと考えられている。さらに白川扇状地の扇端部には完新世に形成された扇状地が張

り出している。以上の火砕流堆積物や扇状地が、山麓を流下する河川や湧水などにより樹枝状に開析され、

現在の赤城山南麓の複雑な谷地形をつくっているのである。

二之宮千足遺跡は、荒砥川の支流で古期火山麓扇状地の西部を開析する宮川の形成した谷の下流付近の支

谷から台地上にかけて分布する。宮／ 1|下流域は、本遺跡のあるような宮川の谷の支谷が比較的多く存在し、

台地とそれに接する微高地および沖積地が混在する場所となっている（能登ほか， 1983) 。台地は、古期火山

麓扇状地に相当し、本遺跡付近では、榛名八崎軽石層（Hr-HP) とその上位に堆積する風成火山灰土層およ

びその下位の粘土層が確認されている（早田， 1990) 。微高地は、砂壌土性の堆積物からなり、赤城山の山体

が降雨災害などによって崩壊し、河川の運搬作用の結果、流速の衰える山麓端部に再堆積したものと考えら

れている（能登ほか， 1983) 。また、早田 (1990) は、これらの微高地を約6000年前以降の宮川の堆積作用の

卓越とその後のある時期から約3000年前までの侵食作用の卓越により谷内に形成された河岸段丘であると考

えている。沖積地は、河川流域に発達するものと湧水池下に形成されるものとがあるが、後者は比較的小規

模なものが多く、現在は水の流れのないものが多い（能登ほか， 1983) 。沖積地には、砂や粘土、泥炭および

腐植質土壌などの堆積が認められている。

2. 遺跡付近の地形

二之宮千足遺跡の位置する支谷は、南北に細長い半島状の台地および微高地を挟んで宮川の谷の東側に広

がり、奥行きはおよそ900mほど、遺跡付近の谷幅は約70mほどある。この谷には、現在用水路が流れている

が、自然河川は認められていない。しかし、谷奥や西側の谷壁には数力所の湧水が認められている。谷は宮

川の谷に合流する手前で、さらに東側にある奥行き 2 kmほどの無名の小河川を伴う谷と合流している。遺跡

の位置する谷の西側の台地では、遺跡の分布する付近を境としてその南半部は、能登ほか (1983) のいう微

高地になっている。谷の東側の台地には微高地の分布はみられない。遺跡の分布する現地表面の標高は、西

側の台地 (2 区）で約85m、谷内で約84m、東側の台地（二之宮宮下西遺跡）で約87m程度である。
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3 区
4 区 5 区 EC

JQK 

F
 

図 1 試料採取地点

3 遺跡の分布する台地の層序

3-1 6 区東側（二之宮宮下西遺跡側）の台地

発掘調査において設定された地層断面 (N地点）により東側の台地の堆積層が観察された（図 2) 。 N地点

の最下位の地層は硬質の粘土層で、層相の違いにより褐色粘土層、漸移層（層厚18cm) 、緑がかった灰黄褐色

粘土層（層厚43cm) 、暗褐色粘土層（層厚25cm) に区分される。その上に榛名一八崎軽石層（Hr-HP: 新井，

1962) が風成でのる。 Hr-HPは層厚10cmで粒径 3~10mmの黄白色の軽石により構成されている。なお、 Hr-HP

は、榛名火山を給源とし今から約4.0~4.4万年前に噴出したとされている（大島，未発表：鈴木， 1976）。そ

の上には風成の火山灰土（いわゆるローム）がのる。風成火山灰土層は、層相の違いにより褐色風成火山灰

土（層厚20cm) 、黄褐色土（層厚24cm) 明黄褐色土（層厚12cm) に区分される。その上は人為的に削られてお

り状況はわからない。

3-2 西側 (2 区）の台地

(1) 観察された地層断面

東側台地と同様に作成された地層断面 (V地点）により以下のような堆積層が観察され、層相の違いによ

り層位区分を行った（図 2 ）。下部は粘性のある褐色の火山灰土層 (KB、本文編のVII層）からなる。中部は

暗褐色の風成火山灰土からなり、その色調の違いにより BB- 2 (VI層：層厚36cm) 、 B B-1 (V層：層厚23

cm) に細分される。これらはいずれも黒色帯とよばれる有機質に富む層準であるが、 B B-1 (V層）は BB

-2 (VI層）と比べてやや明るい色調を示す。上部は、褐色風成火山灰土からなるが、含まれる軽石の違いに

より HL-3·2·1 （各々 IV • Illb • Illa層）に細分される。 HL-3 (IV層）は層厚約 7 cmで黄色の軽石粒

を少量含むが、 HL-2 (Illb 層）は層厚約32cmで黄色の軽石粒を多く含み、 HL-1 (Illa 層）は層厚約29

cmで軽石粒をほとんど含まない。

(2) 指標テフラの検出

上記の台地の堆積層中には特に明瞭なテフラ層を認めることができなかった。しかし、 HL-2 (Illb 層）

に多く含まれる黄色軽石は遺跡の地理的位置とその産出層準から浅間一板鼻褐色軽石群（As-BP ：新井，

1962) の一部に相当すると考えられる。さらに、そうであるならば下位のHL-3, (IV層）には、姶良Tn

火山灰 (AT: 町田・新井， 1976) の降灰層準が検出される可能性が考えられる。ここでは、 HL-1 (Illa 

層）から KB (VII層）の最上部までの地層について分析を行うことにより上記のテフラの降灰層準を検証す
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西側台地 (V 地点） 東側台地 (N 地点）

標高 (m)
名層土

試
料
番
号

標嘉 (m)

層相

84.5-

• 1 

• 2 

• 3 
• 4 

• 5 

• 6 
I • l 

• 7 

• 8 ., 
• 10 

• 11 
• 12 

口；ii
• 16 

• 17 

• 18 

• 19 

84.0一口：：
• 22 

• 23 
• 24 

• 25 

• 26 

に •27

図 2

• V V V. 

83.5-
I I 

土層名

1 明黄褐色火山灰土

表土 褐色現耕作土

2
 

黄褐色火山灰土

HL-1 
褐色火山灰土
（軽石粒をほとんど
含まない）

IIL-2 
(As-BP) 

褐色火山灰土
（黄色の軽石粒を
多く含む）

HL-3 
(AT) 

BBi 

褐色火山灰土
（黄色の軽石粒を
少量含む

暗掲色火山灰土

(BB-2に比べてやや明る
い色詞を呈する）

3
 

褐色火山灰土

83.0ーロ
三

l l 

三
82. 5 -1 

三

l l 

l -1 

82.0-L 

4
 

榛名一八崎軽石層 (Hr-HP)

5
 

暗褐色粘土

6
 

緑がかった灰黄褐色粘土

7
 

漸移層

BB2 暗褐色火山灰土

8
 

褐色粘土

KB 褐色火山灰土

二之宮千足遺跡の台地の層序およびテフラ分析試料の採取層準

る。

a) 試 料

試料は、 V地点のHL-1 から KB最上部まで厚さ 5 cm連続で、上位より試料番号 1~27までの合計27点採

取された（図 2) 。分析には奇数番号の試料を選択したが、予想される ATの降灰層準をより詳しく知るため

に、 さらに試料番号14 と試料番号16の 2 点について軽鉱物組成を求めた。 したがって、分析を行った試料は

合計16点になった。

b) 分析方法

分析は、次の手順で行った。

l) 試料約40gを秤量

2) 超音波洗浄と分析飾（1/16mm) による箭別を繰り返し、泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4) 分析師によって、 1/4~1/Smmの粒子を飾別。

5) テトラブロモエタン （比重2.96) によって、重液分離。

6) 重鉱物・軽鉱物各々 250粒以上を、偏光顕微鏡下で同定し、重鉱物組成・軽鉱物組成を求める。

7) 示標テフラについて、新井 (1972)

C) 分析結果

・重鉱物組成
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鉱 物 紐 成 菫 鉱 物 糾 成
中 軽 石 長 そ 同 力 斜 単 角 不 そ 同
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31 12 77 42 135 299 170 46 3 68 , 296 
18 14 56 79 114 284 157 66 45 5 273 
3 14 51 124 88 286 1 157 75 1 60 8 302 , 11 44 140 60 272 2 186 83 29 5 305 
3 13 42 131 61 273 3 145 61 2 48 1 260 
2 14 27 131 62 267 4 130 57 6 68 5 270 
3 10 30 77 113 300 
3 3 66 53 113 280 2 174 57 37 71 6 347 
2 4 66 74 121 297 
3 3 83 55 107 265 2 114 27 80 56 6 285 
3 2 69 45 140 263 4 58 13 123 71 2 271 
1 4 83 39 171 302 7 83 6 111 83 4 294 
4 73 59 182 319 82 5 164 75 5 331 
1 100 45 136 283 2 105 13 82 70 , 28] 
1 80 23 153 259 , 172 17 34 26 14 272 
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□ バフ＇ル型火山ガラス ［ヨ中間型火山ガラス □ヵンラン石 修召斜方輝石 筵打れ斜輝石

目軽石型火山ガラス ロ英圃詞
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日flIOO 石

図 3 西側台地V地点の重・軽鉱物組成

■不透明鉱物 綴その他
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同定した重鉱物の粒数と内訳を表 1 、重鉱物組成をダイヤグラムにして図 3 に各々示した。試料番号 9 以

上の試料では、斜方輝石および単斜輝石（両方を合わせて両輝石とよばれる）の占める割合が大きく、試料

番号 9 から試料番号19にかけて両輝石の割合は減少し、逆に角閃石が増加する傾向が認められる。試料番号

21から 23にかけては角閃石が多く両輝石の割合が少ないが、試料番号25~27では両輝石の割合が増加し、角

閃石の割合が減少する。主に磁鉄鉱からなる不透明鉱物は、上位・下位で若干の量の違いはあるものの、 10

数％から 30％とほぼ等量含まれている。

・軽鉱物組成

同定した軽鉱物の粒数と内訳を表 2 、軽鉱物組成をダイヤグラムにして因 3 に示した。バブル型火山ガラ

スは、試料番号14に最も多く、軽鉱物全体の約22％を占めている。バブル型火山ガラスは透明である。コロ

コロした感じの分厚い中間型ガラスは、試料番号 1 に最も多く（約13%) 、下位に向かって減少する。軽石型

ガラスは試料番号21以上の試料に数％ずつ含まれている。石英は、バブル型のピーク（試料番号14) 付近で

最も少なく、全体として、上位や下位にむかって増加する傾向がある。長石は、試料番号 9 で最大（約 5 %) 

となる。

．屈折率測定結果

指標テフラを構成する粒子の比較的顕著な濃集帯は、試料番号14付近に認められるバブル型火山ガラスの

濃集帯である。このバブル型火山ガラスの屈折率は、 nl.498-1.501 の値を示した。

d) 考察ー指標テフラの層位と地層の堆積年代

試料番号14に濃集する火山ガラスは、形態、色調、屈折率などから約2.1-2.2万年前に南九小卜1姶良カルデラ

から噴出したAT に対比される。したがってHL-3 (IV層：試料番号14,15に相当）をATの降灰層準と考

えて良い。さらにATの上位の黄色軽石を多く含むHL-2 の層準 (III b 層：試料番号 7~13) は、 As-BPの

降灰層準に相当すると考えられる。なお、 As-BP は約1. 6-2.1万年前に浅間火山から噴出したとされている

（町田ほか， 1984) 。本地点では、 As-BPの上位に指標テフラを発見することができなかったが、本遺跡周辺

では、約1. 3-1. 4万年前に浅間火山から噴出した浅間ー板鼻黄色軽石層（As-YP, 町田ほか， 1984) が純層で

確認された地点がある。したがって、本地点ではAs-YP付近の層準は、削剥を受けていると考えられる。

4 谷部の層序

二之宮千足遺跡の谷部の発掘調査と発掘調査底面から実施したボーリング調査結果に基づく、谷部堆積物

の層序を図 4 に示す。ここでは発掘調査時に観察された谷部堆積層上部と、ボーリング調査時の採取コアに

基づく深層部の層序について以下に述べる。

4~1 発掘調査断面に認められた谷部堆積層

(1) 層序

二之宮千足遺跡の谷部では、発掘調査に伴い谷部数力所に地層断面が作成された。各地点で観察された地

層断面から観察された谷部堆積層の上部の層序はおよそ以下のように述べることができる（図 4 • 5) 。

最も深い断面である谷の西部のU地点の下底では、シルト層の上に泥炭層がのり、その上に層厚約55cmの

砂層が認められる。堆積物の年代については砂層直下の泥炭の放射性炭素 (14 C) 年代の測定値4680 土 150B.

P. (Gak-13863) より約4500年前頃に堆積した砂層であると考えられる。その上には黒褐色の泥炭質堆積物

が厚く堆積する。泥炭質堆積物中には、浅間C軽石層 (As-C) とニツ岳降下火山灰 (FA: 新井， 1979) と

の 2 枚の指標テフラを挟在する。 As-C は層厚 5~10cm、径 5mm程度の黄灰色軽石からなる。 As-Cは浅間火
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二之宮千足遺跡の古環境解析

山から 4 世紀中葉前後に噴出したとされている（石川ほか， 1979) 。 FA は層厚 3 cm程度でブロック状に認め

られ、細粒の火山灰からなる。 FAの給源は榛名火山の現在ニツ岳のある付近であり、その噴出年代は 6 世

紀前半と考えられている（町田ほか， 1984) 。また、谷の東部のK地点では FAの上位に洪水性の堆積物と考

えられる層厚 5~8cmの砂層の堆積が認められている。泥炭層の上には、浅間B軽石層 (As-B) がのる。 As

-B は層厚 3~10cm、径 5~10mmの灰褐色軽石を主体とし、軽石層の直上には桃色の火山灰層が認められる。

なお、 As-B はA.D.1108年（天仁元年）に浅間火山より噴出したとされている（新井， 1979) 。その上に砂質

シルト層がのるが、その上では人為的な攪乱を受けている。

(2) 泥炭質堆積物について

発掘調査において泥炭質堆積物層中には、過去の水田面が合計 6 枚認められた。水田面の確認された層準

は、 As-Cの直下と直上、 FAの直下とその上位に 2 枚、そしてAs-Bの直下である。現地ではそれぞれ下位よ

り C 下水田、 C上水田、 FA下水田、 FA上第 2 水田、 FA上第 1 水田、 B下水田とされた（図 5) 。

このように過去においてほぼ継続的に水田が営まれたと考えられる泥炭質堆積物について、その植物遺体

景の多寡を推定するために、 C·D地点の地層断面に認められた全堆積層の強熱減量を測定した。強熱減量

の測定方法は、京都大学農学部 (1973) に従った。両地点の各層準の強熱減量の測定結果を図 6 に示す。強

熱減量の層位的変化は、両地点間でほぽ一致する。すなわちAs-Cより下位の層では60％前後の値を示し、 As

-cより上位の層では50％前後を示す。また、テフラの降灰層準に相当する層では20％以下の値を示す。坂口

(197 4) は、古地理学的観点から、粘土のような砕屑物や火山噴出物などが、ほとんど混入しないものを泥

炭とよび、砕屑物や火山噴出物などが混入するが植物遺体がなお50％以上を占めるものには混入物の名称を

とって粘土質泥炭、砂質泥炭などと呼び、植物遺体が50％以下の場合には泥炭質粘土、植物混じり粘土など

と呼び、泥炭とは明確に区別している。このことと現地での層相を考慮すると、本遺跡の泥炭質堆積物層は

泥炭質粘土あるいは粘土質泥炭層と呼べるものである。また、谷部を埋積している植物遺体を多く含む堆積

層は、堆積後に圧密や分解などの作用を受け、層厚は当時より薄くなっていると思われる。

4-2 ボーリング調査による谷部堆積層深部

(1) ボーリングコア中に認められた指標テフラ

発掘調査で作成された地層断面より下位の谷部堆積層についてはボーリング調査を行った。ボーリング調

査は、谷を横断するように調査区内の 3 ヶ所の地点（谷の西側からボーリングA·B·C地点）を設定し、

発掘調査底面である As-C直下の C下水田遺構確認面より行った。試料の採取は、シンウォールサンプラーで

行ったが、砂層などにあたり試料採取ができなくなった場合、その層準から下位はトーマス型サンプラーを

用いた。

各ボーリング調査地点のボーリングコアの層相を模式柱状図として図 7 に示す。各地点のボーリングコア

中には多数のテフラが認められた。その中で産出層準と層相から、 Hr-HP、 AT、浅間一板鼻黄色軽石 (As

-YP ：新井， 1962 ; 1971) 、浅間ー総社軽石 (As-Sj :早田， 1990) の 4 つの指標テフラが認められた。

AT は B地点のAs-YPの下位約170cmの層準に層厚約 7 cmの浅黄色細粒火山灰層として認められ、また、

Hr-HPはATの下位約210cm~235cmの層準にやや多産する径13mm程度の灰白色軽石として認められた。

As-YP は 3 地点で認められた。 A地点ではAs-Cの下位約2.2mに層厚17cmの灰白色軽石層として認めら

れ、直上に層厚約 5 cmの黄灰色の火山灰層が堆積する。 B地点ではAs-Sjの下位約40cmの層準に散在する軽石

として認められる。この産状から二次堆積物の可能性も考えられる。 C地点ではAs-Sjの下位約85cmの層準に
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二之宮千足遺跡の古環境解析

層厚約llcmの黄橙色軽石層として認められた。軽石の粒径は 8~llmm程度である。 As-YPは、浅間火山を給

源とし、 その降下年代は約1.3~1. 4万年前とされている

As-Sjは、 B地点と C地点のAs-Cの下位約2mの層準に、 B地点では層厚約6cm、 C 地点では約4cmの灰白色

（町田ほか， 1984) 。

の軽石層として認められた。軽石の粒径は 6~8 mmである。 As-Siは、今から約 1 万年前に浅間火山より噴出

したとされている。

さらに、 C地点のAs-Sjの上位約65cmの層準に散在する径 3 mm程度の白色軽石は、浅間D軽石 (As-D) の

可能性も考えられる。 これら以外のテフラは、現時点では給源、降灰年代とも不明である。

(2) ボーリングコア試料の放射性炭素（14C) 年代測定

a) 分析試料

14C年代測定はボーリングB·C地点のボーリング試料について行った。測定試料は、各地点のボーリン

グ試料の層相を考慮しながら採取した。 それぞれの試料の採取層準を図 7 に示す。

測定は学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼した。

b) 結果

測定結果の年代値を表 2 に示す。

表 2 二之宮千足遺跡ボーリング試料14c 年代測定結果

地点 試料番号 測定値（Code No.) Rec.C(g) 

B

B

B

B

B

B

C

C

C

 

14C-l 

14C-2 

14C-3 

14C-4 

14C-5 

14C-6 

14C-7 

14C-8 

14C-9 

5790 士 130 (GaK-15167) 

10340 士 90 (GaK-15168) 

16930 土 540 (GaK-15169) 

13520 土 650 (GaK-15170) 

> 24810 (GaK -13864) 

14380 士 210 (GaK-15171) 

13200 土 130 (GaK-15172) 

10860 土 560 (GaK-15173) 

3570 土 630 (GaK-15174) 

0.41 

0.8 

0.23 

0.024 

0.042 

0.25 

0.084 

0.020 

測定値は、 1950年よりの年数(y.B.P.) である。

C) 洞定値について

ボーリング試料の測定値には、層位的に逆転していたり、指標テフラから推定される年代値よりかなり新

しい年代値を示しているものがある。これらの試料は、いずれもごく少量の炭素しか含まれていない ((Rec.

C) として表示）ことから、おそらく回収した炭素の大部分が二次的に吸着された若い炭素をかなり含んでい

たと考えられ、測定された年代値は、ほぽ炭素含有量に逆比例して若い年代にずれていると考えられると言

う測定者の指摘があった。 これは、 それらの試料が口径 2 cmのトーマス型サンプラーで採取されたものであ

ることから、多量の測定用試料が採取できないことや、 また試料の採取時に時期の異なる堆積物が混入する

可能性が高いことなどが十分に考えられることといえる。また、炭素含有量が多かった試料番号14C -1 • 2 • 

6 における測定値は地層の堆積年代を示していると考えられる。

(3) 谷部堆積層深部の層序

ボーリング B地点のボーリングの最下層は、 Hr-HPをはさむローム層であり、その上はAT を挟在する有

機質シルトであり、 その上に砂層が厚く堆積する。 A地点およびC地点では砂層の発達は認められず、黒褐

～暗褐色のシルト層が堆積している。なお、黒色有機質シルトとした層は黒ボク土などの腐植質火山灰土の
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再堆積の可能性もあり、これについては土壌科学分析を行い検討する必要がある。

As-YPより上位において、黒褐色泥炭質粘土層の上位に黒色有機質シルト層が堆積する。 A地点では両層

の間に砂層が狭在する。この砂層は、 U地点に認められた比較的厚い砂層に対比され、したがって約4500年

前頃に堆積したと考えられる。以上で、遺跡の分布する台地の堆積層から谷の堆積層までの概観をつかむこ

とができた。ここでわかることは、 Hr-HPの降灰以降すなわち約 4 万年前以降は、台地では完全に離水し、

谷では埋積が進行していたということである。今後、遺跡を含む宮川周辺域の詳細な地形発達史を考えるた

めにも、さらに谷の各地点でより良好な試料の得られるボーリング調査を行い、堆積層の層序やその由来、

性質、後述する古現境の解析などについての検討が必要とされる。

III 古墳時代以降の谷内の古環境復元

二之宮千足遺跡の谷部では、浅間C軽石 (As-C) 直下の層準から浅間B テフラ (As-B) 直下の層準にかけ

て 6 枚の水田遺構が検出されている。ここでは、水田耕作が営まれていた古墳時代～平安時代の時期の谷内

の環境、とりわけ稲作の様態に関する情報を得ることを目的として、珪藻分析・花粉分析・種実同定を実施

した。各分析の具体的な目的は、珪藻分析が水田耕作土を中心とした堆積場の水域環境の復元、花粉分析お

よび種実同定が谷内とその付近の植生復元、特に栽培植物の有無とその消長について検討することにある。

なお、花粉化石・種実遺体から推定される、この時期の周辺台地上の森林植生については次節で詳述するこ

とにする。

1 調査地点および試料

珪藻・花粉・種実同定の調査の対象とした地点は、 C·D·E•F•G·H· I ｷJ ·O各地点である。

各調査地点の断面図および試料採取位置を図 8 に示す。珪藻分析はD点の水田耕土される層準を中心に、花

粉分析は C·D地点の全層準の試料について実施した（図 5 • 9) 。種実同定は、 D·C地点の水田耕土、 E·

F· J地点の B下水田と FA上第 1 水田以外の水田遺構の大畦を構成する堆積物、 I 地点の谷地 l 溝埋積物、

H地点の谷地 2 溝埋積物、 0地点の65溝埋積物、 G地点の谷部東端の FAの上位の洪水性の砂層について実

施した。溝埋積物と洪水性の砂層中には種実遺体を多量に包含している。なお、 C·D地点では、花粉分析

試料と同一試料についてプラント・オパール分析が実施されている（プラント・オパール分析参照）。
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二之宮千足遺跡の古環境解析

2 珪藻分析

(1) 分析方法

各層準から採取した試料について、過酸化水素水

(H202) 処理と塩酸（HCI) 処理により試料の泥化

と有機物の分解・漂白を行う。分散剤を加えた後、蒸

留水を満たし放置した後、上澄み中に浮遊した粘土分

を除去し、珪藻殻の濃縮を行う。この操作を4~5回繰

り返す。次に L字形管分離で砂質分を除去し、検鏡し

易い濃度に希釈、カバーガラス上に滴下し、乾燥させ

る。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴

下、乾燥させる。スライドガラスに貼り付け永久プレ

パラートを作製する。

検鏡は、光学顕微鏡下で油浸1000倍で行い、メカニ

カルステージを用い任意に出現する珪藻を200個体以

上になるまで同定・計数した。なお、珪藻殻が半分以

上破損したものについては同定・計数は行っていない。

珪藻の同定については、 K.Krammer&Lange-Bertalot (1986) などを参考にした。

結果は、産出種の一覧表と主要珪藻化石の層位分布図として表示する。出現率は化石総数を基数とした百

分率で算出した。なお●印は、総数が100個体以上産出した試料うち 1 ％以下の種を示す。

(2) 珪藻化石の産状

D地点の珪藻分析の結果を表 3 、図10に示す。全層準を通じて検出された珪藻化石は全て淡水生種であり、

その分類群数は22属・ 128種・ 29変種・ 1 品種の合計158分類群である。珪藻化石群集の生態性は、塩類に対

する適応性は全層準で貧塩ー不定性種が優占する。水素イオン濃度に対する適応性は全層準を通じて真・好

アルカリ性種が高率を占めるが、試料番号 4 • 6 では真・好酸性種の割合も高い。流水に対する適応性は試

料番号 9 • 15 • 20で真・好流水性種の割合が高く、試料番号12 • 13では真・好止水性種の割合が高い。

(3) 珪藻化石群集の特徴

各層ごとに珪藻化石群集の特徴を述べる。

• 22層（試料番号20: C 下水田耕作土）

優占ないし高率に産出する分類群はなく、流水不定性の Diploneis ovalis、好流水性のNavicula elginensis 、

陸生珪藻の Diploneis yatukaensis が10％前後の産出を示すことが特徴である。このほか Gomphonema 

angustatum • Navicula elginensis var. cuneata、陸生珪藻の Hantzschia amphioxys を伴う。このうち好流

水性種の Navicula elginensis は沼沢湿地付着生種群のうちの 1 種とされる（安藤， 1990) 。

• 20層（試料番局17: C 上水田耕作土）

優占ないし高率に産出する分類群はなく、流水不定性の Achnanthes exigua、 A. minutissima 、 Com

phonema angustatum 、 G. parvulum 、 Navicula pupula、好流水性の Navicula elginensis を伴う。このう

ち、 Achnanthes exigua と流水不定性種の Gomphonema parvulum, Navicula pupula は、有機汚濁の進んだ

汚濁水域に耐性の強い好汚濁性種とされる（渡辺ほか， 1986) 。

• 19層（試料番号15)
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自然科学分析編

表 3 谷部D地点の珪藻分析結果

Species Name 
Ecol09y 

H.R. pH C.R. 12 13 15 17 20 

Achnanthes exigua Grun叩
Achnan thes hu叩ばica Grunow 
Achnanthes lanceolata (Breb. lGrunow 
Achnanthes oinutissiaa Kuetz ing 

Achnan thes ros Ira ta Oestruo 
A•phora affinis Kuetzing 

Ano• oeonei s serlans var. brachrsira (Breb.lCLeve 
Ano• oeonei s vitrea (Grun.lRoss. 
Aulacosira a•b ig ua (Grun. IS imonsen 
Aulacosira dis/ans (Ehr. IS imonsen 
Aulacosira granulata (Ehr.)Simonsen 
Aulacosira islandica CO.Mull. JS imonsen 
Aulacosira i tat ica (Ehr.)Simonsen 
Aulacosira italica var. valida (Grun.lSimonsen 
Bae i liar i a 凶radoxa Gme l in 
Caloneis baci llu • (Grun.111ereschkowsky 
Caloneis hyalina Hustedt 
Caloneis {ep/oso.oa (Grun. lKra1MJer 
Ca lone i s • olar i s (Grun. lKranw爬r
Cal one is sil icula (Ehr.)Cleve 
Ca lone is sub[ inearis (Grun.)Krarrmer 
Cy• bella as紐ra (Ehr.)Cleve 

Cy• bella a• Phi oxrs CKuetz.lGrunow 
Cy• bella cuspidata Kuetzing 

Crabe Ila ehrenberg ii Kuetz i ng 
Cy• bella graci tis (Rabh.)Cleve 
Cy• bella..s i ana Cholnoky 

Cy• bella •i nut a Hilse ex Rabh. 
Cy• bella navi culifo r• i s Auerssald 
Cy• bella per以1s il la A.Cleve 
Cy• bella subaeoualis Grunow 
Cy• bella subcuspidata Kra1M1er 
Cy• bella tu•i da (Breb.)V.Heurck 
Diploneis finnica CEhr.lCleve 
Diploneis oinuta Petersen 
Diploneis ovalis CHilselCleve 
Diploneis ovalis var. oblongella (Naegeli)Cleve 
D ip lone i s 以v.oa Cleve 

•D ip lone i s yatukaensis Horikawa et Okuno 
Eunotia arcus Ehrenberg 

Eunotia arcus var. bi dens Grunos 
Eunotia duplicoraphis H.Kobayasi 

Eunotia exigua (Breb.)Grunow 
Euno t ia fa llax cf. var. grac ill i.oa Krasske 
Eunotia incisa ~.Sait h ex Gregory 

Eunotia lunar is (Ehr. IGrunos 
Eunotia lunaris var. subarcuata (Naeg.JGrunow 
Eunoti a • onodon var. undulata Cleve 
Euno ti a 峠c ti na li s CKuetz.lRabenhorst 

Eunotia pectinalis var. •i nor (Kuetz.lRabenhorst 

Euno tia 坪c ti na li s var. undulata CRalfs)Rabenhorst 

Eunotia praerupta Ehrenberg 

Eunotia praerup/a var. bidens Grunow 
Eunotia tenella (Grun.)Hustedt 

Eunotia cf. valida Hustedt 

Eunotia sp. -a 
Eunotia sp. 
Fragilaria bicapi ta/a A ．泊yer
Fragilaria brevistriata Grunow 
Fragilaria construens CEhr.lGrunow 
Fragi laria construens var. venter (Ehr. JGrunos 
Fragilaria cf. interaedia Grunow 
Fragilaria vaucheriae (Kuetz. /Petersen 
Fragilaria virescens Ralfs 
Fragilaria virescens var. exigua Grunow 
Frustulia constricta Krasske 
Frustul ia rho鮎o i des (Ehr.)De Toni 

Frustulia rho • boi des var. saxonica (Rabh. lDe Toni 

Frustul ia vulgar is CThsait.)De Toni 

Go•p honeaa acu• i nat u• Ehrenber9 
Go•p honeaa acuoi nat u• var. corona t u• (Ehr. IW.Smith 
Go•p honeaa angus tu• Agardh 
Go•p hone.oa angustat u• (Kuet z.)Rabenhorst 

Go•p honem elava t u• Ehrenber9 
Go•p hone.oa oracile Ehrenberg 

Go●phoneaa 凶rvulu• Kuetzing 

Go•p honeaa pseudoaugur Lang e—釦r ta lot 

Go•p hone.oa so. 
•Hantzschi a a•p h i oxys CEhr.lGrunow 
"•los i ra varians Agardh 
neridion circulae Agardh 
"•r i di on circulae var. constricta IRalfslV.Heurck 
Navicula bacil luo Ehrenberg 

Navicula cine/a IEhr.lKuetzing 
Navicula cooconeifo r• i s Gregory 

Navicula cohnii (Hilsellange-Bertalot 

Navicula confervacea (Kuetz. lGrunow 
Navicula crypt心ephala Kuetzing 

Navicula elginensis (Greg. IRalfs 

Qgh-ind I al-il I ind 
Ogh-hil I al-il I ind 
Qgh-ind I al-il I r-ph 
Ogh-ind I al-il I ind 
Qgh-ind I al-il I r-ph 
Qgh-ind I al-il I ind 
Qgh-ind I ac-il I l-ph 
函h- i nd I ac-il I ind 
Qgh-ind I al-il I し—ph
Qgh-hob I ac-i l I し-ph
Ogh-ind I al-il I l-ph 
Qgh-ind I ind I l-ph I 
Qgh-ind I a じil I ind 
Qgh-ind I al-il I じPh
Ogh-hil I al-il I ind 
Ogh-ind I al-il I r-ph 
Qgh-ind I ind I ind 
Qgh-ind I ind I ind 
Qgh-ind I ind I ind 
函h- i nd I a じil I ind 
Qgh-ind I a じil I ind 
Qgh-ind I a じil I ind 
Qgh-ind I ac-il I ind 
Qgh-ind I ind I ind 
函h- i nd I al-il I L-ph 
Qgh-ind I ind I じph
函h- i nd I al-il I L-ph 

I Qgh-ind I ind I r-ph 
I 09h-ind I ind I L-ph 
I Qgh-ind I ind I L-ph 
I Qgh-ind I al-il I l-ph 
I Ogh-hob I ac-i l I l -ph 
I 09h-ind I a し一i l I し一ph
l 的 h- i nd I ind I し-ph
I Qgh-ind I ind I ind 
I Qgh-ind I a じil I ind 
I Qgh-ind I a じil I ind 
I Ogh-unk I unk I unk 
I Ogh-ind I ind I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-ind I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-i l I l-ph 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-i l I l-ph 
I Ogh-hob I ac-i l I し-p h
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I 函 h-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-i l I ind 
I Qgh-hob I ac-il I ind 
I Qgh-hob I ac-i l I l -ph 
I Qgh-unk I unk I unk 
I Qgh-unk I unk I unk I 
I Ogh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I al-il I l-ph I 
I Qgh-ind I al-il I l-ph I 
I Qgh-ind I a し一i l I l-ph I 
Qgh-ind I a し一i l I ind I 
Qgh-ind I a じil I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
凶h-hob I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-hob I ac-¥ l I l-ph I 
Ogh-hob I ac-i l I l -ph I 
Qgh-ind I a じil I ind I 
Qgh-ind I a じi l I じph I 
Qgh-ind I ind I じph I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I a し一i l I ind I 
Qgh-ind I a し一i l I ind I 
Qgh-ind I al-bi I l-ph I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-unk I unk I unk I 
凶h- i nd I a じil I ind I 
Ogh-ind I al-bi I ind I 
Qgh-ind I a じil I r-bi I 
Qgh-ind I al-il I r-bi I 
Qgh-ind I a じil I ind I 
Qgh-hil I a じil I ind I 
Ogh-hob I ac-i l I r-ph I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I a し一i l I r-ph I 
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二之宮千足遺跡の古環境解析

表 3 の続き

Ecology 
Species Name 

Navicuta e/ginensis var. cuneata H.Kobaras1 
Navicuta e/ginensis var. neglecta (Krass.)Patrick 
Navicu/a expianata Hustedt 
Navicuta ha•berg ii Hustedt 
Navicuia hassiaca Krasske 

•Navicula ignota Krasske 
•Navicu/a kotschri Gruno-w 
Navicula taevissi..Kuetzing 
Navicula 11Utica Kuetzing 
Navicula p lacenta Ehrenberg 

Nav i cula 凶pula Kuetzing 

Navicu/a pupu/a var. autata IKrass.)Hustedt 
Nav i cula 凶s i o Cleve 
Navicula radiosa Kuetzlng 

Navicuia radiosa var. teneiia (Breb.)Grunow 
Navicula schoenfeldi i Hustedt 
Navicuta subcostuiata Hustedt 
•Navicula tokroensis H.Kobay asi 
Navicuia tridentuta Krasske 
Navicula veneta Kuetzing 

Navicula viridu/a var. rosteiiata (Kuetz.)Cleve 
Navicula spp. 
Ntidiu1 affine var. longiceps IGreg.lCleve 
Neidiu• a1pli atu1 (｣hr.)Kram"ier 
Neidiu• bi sulca tu• I Lager st.)Clevt 
Neidiu• herraanni i Hustedt 
Neidiu•i r i dis (Ehr.)Cleve 
Nitzschia a1phibia Grunー" 
Nitzschia debiiis (Arnott)Gruno-w 
Ni tzschia denticuta var. de/ognei Grunow 
Ni tzschia frustuiu1 (Kuetz.)Gruno-w 
Nitzschia heideni Meister 
Ni tzsch i a 四 lea (Kuetz.)W.Smith 
Ni tzsch i a 以,I eacea Gr unov 
Ni tzsch i a 如vu/a Lewis 
Pinnuiaria acrosphaeria W.Smlth 
Pinnuiaria appendicuiata (Ag.)Cleve 
Pinnuiaria boreaiis var. rectangular is Carlson 
Pinnularia braunii (Grun.)Cleve 
Pinnularia brauni i var. a•phicephaia /A.Mayer)Hustedt 
P i n叩 /ar i a brevicostata Cleve 
Pinnuiaria brevicostata var. su鰍1 trana Hustedt 
Pinnuiaria divergens W.Smith 
Pinnularia divergentlssiaa (Grun.)Cleve 
Pinnularia gibba Ehrenberg 
Pinnutaria gibba var. tinearis Hustedt 
Pinnuiaria he•ipt era IKuetz.)Cleve 
Pinnutaria i●玲ra tr i x M iし ls
Pinnularia interrupta W.Smith 
Pinnuiaria karetica var. japonica Hustedt 
Pi nnular i a •i cros tauron (Ehr.)Cleve 
Pinnular ia nodosa Ehrenberg 

Pinnularia obscura Krasske 
Pinnuiar ia schoederi (Hust.) Kranmer 
Pinnuiaria sto1atophora (Grun.)Cleve 
Pinnutaria streptoraphe Cleve 
Pinnularia subc心itata Gregory 

Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg 
Rhopa/odia gibba (Ehr.JO.Muller 
Rho以1/od i a gibba var. ventricosa IKuetz.lH. & M. Perag. 
Rhopaiodia gibberuta (Ehr. JO.Muller 
Stauroneis acuta W.Smith 
Stauroneis obtusa Lagerst 
Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg 
Stauroneis phoenicenteron fo. gracU is (Ehr.)Hustedt 
Stauroneis phoenicenteron var. hat tor ii Tsumura 
Stauroneis tenera Hustedt 
Suriretia biseriata Breblsson 
Suriretia robusta Ehrenberg 

Surireiia SP. 
Srnedra 函as itica (W.SmithlHustedt 
Sy nedra ru1畑ns var. f a•ili ar i s (Kue t z.)Grunc,、
Srnedra ru1凶ns var. fragiiarioides Grunー" 
Synedra ulna IKuetz.lEhrenberg 

I H.R. I p H I C.R. I 

l 臼h- i nd I al-il I ind I 
I Qgh-lnd I a じi l I r-ph I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ac-il I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I a じiL I ind I 
I Qgh-ind I ac-il I ind I 
I Osh-ind I a じiL I ind I 
l 凶 h- i nd I al-il I L-ph I 
I Qgh-ind I al-il I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Ohg -hob I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
I Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-hil I a じi l I ind I 
Qgh-ind I a じiL I r-ph I 
凶h-unk I unk I unk I 
臼h-hob I ac-il I じph I 
Qgh-ind I ind I じph I 
Qgh-ind I ac-il I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Osh-hob I ac-i L I し -b i I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-unk I al-il I L-ph I 
Ogh-ind I al-il I ind I 
Qgh-ind I a じi l I ind I 
Qgh-ind I a じiL I ind I 
Qgh-ind I a じiL I ind I 
Qgh-hil I a じiL I ind I 
Qgh-hob I ac-i L I し一ph I 
Qgh-hob I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-hob I ac-b i I し-ph I 
Osh-hob I ac-bi I ind I 
Qgh-ind I ac-il I ind I 
Qgh-ind I ac-il I じph I 
Qgh-hob I ac-il I l-ph I 
Qgh-ind I ac-il I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-hob I ac-il I ind I 
Qgh-hob I ind I じPh
Osh-hob I ac-il I ind 
Qgh-ind I ind I ind 
Qgh-ind I ind I じph
Qgh-ind I ind I L-ph 
Qgh-ind I ac-il I し-ph
Qgh-hob I ac-il I ind 
凶h- i nd I ind I ind 
Qgh-ind I ac-il I じph
Qgh-hob I ac-i L I じph
凶 h- i nd I ind I ind 
Qgh-hob I ac-i L I ind 
Qgh-ind I a じi l I ind I 
凶h-h i l I al-il I ind I 
Qgh-hil I al-il I ind I 

I Qgh-ind I al-il I L-ph I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I し-ph I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I a じiL I L-bi I 
Qgh-hob I ind I L-bi I 
Qgh-unk I unk I unk I 
Qgh-ind I al-il I ind I 
函h- i nd I ind I ind I 
Qgh-ind I ind I ind I 
Qgh-ind I a し一i L I ind I 
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凡例
H.R．：塩分濃度に対する適応性
Euh ：濤水生糧
Euh-•eh：濤水生糧一汽水生種
"eh ：汽水生糧
o、h-hil：貧塩好謳住覆

Ozh- i nd：貧塩不定性糧
o、h-hob：貧鷹鐵塩住糧
o、h·Unk：貧JJl不明鴨

pH：水素イオン濃度に対する適応住 C·R· ：流水に対する適応住
al·bi：エアルカリ住種 l·bi：真止水住糧
al·ph：好アルカリ性種 l· ph：好止水性種
ind : p H不定性種 i nd ：減水不定住種
ac·il：好霞住種 r·ph：奸涜水住積
ac·bi：ス醗性．糧 r·bi：真洟水住種
unk : p H不1月 II unk ：洟水不9月 11

•：陸生珪藻
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優占ないし高率に産出する分類群はなく、流水不定性の Diploneis ovalis, Eunotia pectinalis var. minor, 

Gomphonema angustatum、好流水性の Navicula elginensis などが10％前後の産出を示す。なお、本層準

では20層で認められた好汚濁性種は少ない。

• 18層（試料番号13)

好止水性で浮遊性の Aulacosira ambigua、 A. italica var. valida が高率に産出することが特徴である。こ

のうち、 Aulacosira ambigua は湖沼沼沢湿地指標種群の中の標徴種の 1 種とされる（安藤， 1990) ほか、好

汚濁性種でもある。このほか好止水性の Fragilaガa brevistriata を伴う。

• 17層（試料番号12: FA下水田耕作土）

好止水性で浮遊性の Aulacosira ambigua • A. italica var. valida が多産し、同じ生態性の Fragilaガa

brevistriata • Gomphonema parvulum を伴うことが特徴である。このうち Aulacosira ambigua と Com

phonema parvulum は、好汚濁性種とされる。

• 15A層（試料番号 9: FA上 2 水田耕作土）

好流水性の Achnanthes lanceolata が比較的多産することが特徴である。このほか流水不定性の Fragilar

ia cf in termedia 、 Gomphonema angustatum, Navicula pupula, Achnanthes exigua, A. hungarica, Comｭ

phonema parvulum, Navicula confervacea を伴う。このうち、流水不定性種の Achnanthes exigua, A. 

hungarica, Gomphonema parvulum, Navicula confervacea は好汚濁性種とされる。また、好流水性の

Achnanthes lanceolata は中～下流性河川指標種群の 1 種とされる。

• 14層（試料番号 6: FA上 1 水田）

好止水性の Fragilaガa brevistriata が多産し、同じ生態性の Anomoeoneis serians var. brachysira, 

Aulacosira ambigua, Cymbella perpusilla, 流水不定性の Cymbella amphioxys, 好止水性の Fragilaria conｭ

struens, F. construens var. venter, 流水不定性の F. virescens var. exigua を伴う。このうち、 Anomoeoneis 

serians var. brachysira は沼沢湿地付着生種群の 1 種とされる。

• 13層（試料番号 4)

流水不定性の Diploneis ovalis, Rhopalodia gibberula 陸生珪藻の Diploneis yatukaensis が多産することが

特徴である。このほか、好止水性で浮遊性の Aulacosira ambigua 流水不定性の Nitzschia amphibia 等を伴

う。

• 10層（試料番号 1 : B 下水田耕作土）

流水不定性の Achnanthes minutissima が比較的多産し、同じ生態性の Achnanthes exigua, 好止水性の

Fragilaガa brevistガata, 好止水性の Cymbella subaequalis を伴う。特に、流水不定性種の Achnanthes exigua, 

Gomphonema parvulum は、好汚濁性種とされる。

(4) 珪藻化石からみた堆積環境

22~19層の珪藻化石群集は、沼沢湿地付着生種や流水不定性種が多産することが特徴である。このことか

ら、当時の調査地点は沼沢湿地のような環境であったことが推定される。ただし、 20層では好汚濁性種が多

産しており、調査地点の水質が一時的に富栄養化したことが示唆される。この富栄養化の原因については不

明であるが、 As-Cの降灰による影響、あるいは施肥など人為的な影響に起因するのかもしれない。

18層になると珪藻化石群集は変化し、湖沼沼沢湿地指標種や浮遊性種・好止水性種が多産するようになる。

この変化は、調査地点の水深が前時期に比較して深くなったことを示す。当時の谷内は水深のある沼沢湿地

の環境へ変化したことが推定され、珪藻化石群集が17層まで大きく変化しないことから同様な環境が17層堆
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自然科学分析編

積時まで継続していたと考えられる。ここでの環境変化の原因については不明である。また17層は FA下水

田耕土とされるが、珪藻化石群集から推定される水域環境は稲作地として適当な環境ではない。

FAの上位の15A層では、中～下流性河川指標種が多産するようになる。このことから、調査地点は流水

の影響のある沼沢地の環境へ変化したことが推定される。また水質的には好汚濁性種の産出から富栄養な水

域であったことが推定される。谷部東端では本層とほぽ同層準に洪水性の砂層が堆積しており、谷内は洪水

の影響を受けたことが推定される。本層準で認められた流水の影響はそのことと関係している可能性がある。

14層上部では、中～下流性河川指標種が減少し、好止水性種や流水不定性種が多産するようになる。この

ことから、流水の影響はなくなり沼沢湿地の環境へ変化したことが推定される。水質的には好汚濁性種が随

伴していることから前時期と同様に富栄養な水域であったことが推定される。このような環境は、珪藻化石

群集がAs-B直下の10層上部まで層位的に大きく変化しないことから、 As-Bが降灰するまで継続していたこ

とが推定される。

以上、 D地点の珪藻化石群集の層位的産状に基づいて、谷内の水域環境の変遷について考察した。谷内の

環境は、 4 世紀の頃は沼沢湿地の環境であり、それ以降、 6 世紀前半までの間のある時期に水深が増加し、

ある程度水深のある沼沢地の環境へ変化する。 FAが降灰した 6 世紀前半以降からAs-Bが降灰する 10世紀の

頃までは基本的には沼沢湿地の環境が続いており、水質的には富栄養であった。ただし、上記したように F

A降灰後に本谷は洪水の影響を受けたことが明らかであり、一時的に環境が変化した可能性がある。本地点

ではそのような環境変化は読みとることができなかったが、これは谷中央付近では堆積作用より運搬作用の

方が卓越していたことを意味するのかもしれない。また、本地点の堆積環境の変化で注目すべきこととして、

6 世紀前半以降になると谷内の水域の水質が富栄養化していることが挙げられる。この富栄養化の直接の原

因については不明であるが、調査を行った土層が全て水田耕土であり、当時の稲作において施肥が行われて

いたとすれば、その影響ともみなせ、また当時の台地上の人間の生活排水などの影響ともみなせる。このこ

とは、当時の農耕技術や台地上の人間の生活環境などの文化的・考古学的な情報を含めて再検討する必要が

ある。

3 花粉分析

(1) 分析方法

各層準から採取した試料について、 KOH処理、飾別 (250µmの箭）、重液分離 (ZnBr2; 比重2.2) 、アセ

トリシス処理の順に物理・化学処理を施し、花粉化石の分離・濃集を行う。得られた残澄をよく攪拌し、マ

イクロピペットで適量をとり、グリセリンで封入しプレパラートを作成する。

検鏡は、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら出現する種類 (Taxa) の同定・計数を行う。こ

の際、イネ科花粉については、ノマルスキー微分干渉装置を用いて表面模様の観察を行い、花粉の粒径•発

芽孔の形態を考慮しながら、栽培植物のイネ属と他のイネ科に識別する。

花粉分析の結果は、同定計数結果の一覧表と主要花粉化石の層位分布図として示す。この際の図中の各種

類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数、草本花粉・胞子が総花粉・胞子数から不明花粉を除く数をそれぞ

れ基数として百分率で算出した。

(2) 花粉化石の産状

C·D両地点の花粉分析結果を表 4 • 5 、図11 • 12に示す。花粉化石は、いずれの試料からも良好に出現

する。全層準を通じて出現した種類数は、 C地点では、木本花粉36種類、草本花粉30種類、木本と草本の識
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二之宮千足遺跡の古環境解析

表 4 谷部C地点の花粉分析結果

程頂（Taxal 拭料番号 l 2 3 4 5 6 1 8 9 10 ll 12 13 14 15 16a 16b 11 18 19 20 21 22 23 24 

木本花粉

温
トウヒ属
マツ屈
コウヤマキ艮
スギ属
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科
ヤナギ属
クルミ属
クマシデ属ーアサダ属
ハシパミ屈
カパ）キ属
ハンノキ屈
プナ屈
コナう且コナぅ亜属
コナう属アカカシ亜属
クリ屈ーシイノキ屈
ニレ凪ーケヤキ属
エノキ屈ームクノキ属
7 サザクラ属
サンショウ属
キ／＼ダ属
シうキ属
ウルシ属
カエデ屈 I - I - I I I 
トチノキ属
プドウ属

tff ----I -
ウコギ科 I -
ミズキ屈
ッツジ科
ハイノキ属
ェゴノキ属 I -
イボタノキ属 - I 
トネリコ属 - I I 3 I - 3 

荻本花粉
カマ属
ヒルムシロ屈
サジオモダカ属
オモダカ屈
イネ属
他のイネ科
ヵャッリグサ科
ポシクサ属
イボクサ属
ミズアオイ且

蒻t1
ギシギシ属
サナエタデ節ーウナギッカミ節
ソパ属
アカザ科
ナデシコ科
コオホネ屈
カラマッソウ属
キン対ウゲ科
アプうナ科
ワレモコウ属

靡ミソハギ属
渭
オオ／くコ属
ヤエムグラ属ーアカネ艮
オナモミ屈
ヨモギ属
キク亜科
タン点討亜科
-------
不朋花粉
-------
シダ頂他子
サンショウモ
シダ頂だ子

I I I l 6 l 4 7 3 2 5 6 8 5 4 5 6 
II , 5 , 6 5 13 6 7 4 8 3 I 5 8 7 5 
6 3 I 2 I I I I 1 I I 2 I 3 
8 3 3 3 3 4 2 3 4 I 7 I 3 4 I l 3 
1 2 I I I I l 2 l 2 
22 30 35 22 22 22 25 45 27 26 39 25 21 18 13 29 24 
26 14 34 21 21 23 23 49 25 25 36 22 l 9 16 26 31 29 
I l I 1 l I l 3 
6 I I 2 I I 2 2 3 2 2 I ! I 3 2 2 
28 , 8 11 4 12 18 17 14 14 16 23 16 19 22 4 5 
1 I 1 2 2 I I I l 1 l I I 
6 1 3 7 3 2 4 8 5 4 4 , 6 I 8 4 
II 8 7 7 I I 6 8 6 I 3 5 4 3 10 1 2 
10 2 11 11 8 12 12 17 10 14 10 12 13 8 11 3 s 
64 92 108 82 91 91 82 98 67 72 70 73 71 66 72 98 53 
20 14 13 16 15 10 28 32 21 17 14 19 17 19 22 II II 
12 4 , , , 4 13 15 10 4 6 2 4 4 4 6 g 
13 6 3 , 6 3 II 6 6 7 6 3 、 1 5 II 6 5 
10 5 4 I 5 10 6 6 6 
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自然科学分析編

表 5 谷部D地点の花粉分析結果

種棗(Taxa) 拭料番号 IO 11 12 13 14 IS 16 17 18 19 20 21 22 23 

木
2 2 5 3 9 5 12 18 10 7 8 1 4 4 9 1 1 4 3 2 6 9 
I 5 5 6 9 10 7 6 7 I 5 3 4 2 5 2 I 2 I 4 3 4 
1 1 I - 1 I 1 1 1 1 - - 2 - 1 2 1 2 - - 2 I 
I I 3 2 1 9 6 3 3 I I I 4 4 5 3 I 4 4 - 3 1 I 

属ー 3 I - I - I 2 2 - I I 1 I 2 - - - - - - I -
31 30 40 17 15 35 15 34 38 16 18 21 17 14 11 18 19 15 11 31 11 30 10 

I 3 3 5 5 1 5 4 II 1 I 1 1 I 1 1 1 5 3 4 4 1 
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-1-111----1-------1-11  
5 4 2 7 5 4 1 5 7 12 4 2 l 2 l - 3 3 l 3 l l 
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キ I ヽ l 
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I 

ウコ I 2 I I I 
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4 5 3 2 I 3 3 3 7 り II I 6 
3 I 1 3 I 

I 1 I 1 
I 5 1 3 3 2 25 3 1 I 
10 11 15 28 29 43 35 32 32 104 61 5 28 10 6 20 34 25 31 4 l 4 
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二之宮千足遺跡の古環境解析

別が困難な種類が 3 種類、シダ類胞子 2 種類である。 D地点では、木本花粉29種類、草本花粉33種類、木本

と草本の識別が困難な種類が 3 種類、シダ類胞子 2 種類である。両地点間で出現する種類数に多少の違いが

認められるものの花粉化石群集の構成および層位分布は類似しており、以下のような傾向を示す。

木本花粉では、全層準を通じてコナラ亜属が高率に出現する。次いでスギ属、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒ

ノキ科、アカガシ亜属が比較的多産し、このほかクマシデ属ーアサダ属、クリ属ーシイノキ属、ブナ属、カ

エデ属、トチノキ属、 トネリコ属などを伴う。このうち、コナラ亜属は19層より上位で減少傾向を示し、逆

にアカガシ亜属が漸増する。

草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科が高率ないし多産する。栽培植物のイネ属は層位的にほぽ連続し

て出現するが、その出現率はいずれの層準も低い。このほか、ヨモギ属が 5 ％前後の出現を示し、アカザ科、

カラマッソウ属、セリ科などを伴う。また、ガマ属・ヒルムシロ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ホシク

サ属・イボクサ属・ミズアオイ属・サンショウモなどの水溺地生植物の種類、 D地点の13層上部と 10層下部

からは栽培植物のソバ属の花粉が僅かながら出現する。

(3) 花粉化石からみた谷内の植生および稲作について

C•D地点の谷埋積物中の花粉化石群集は、調査地点が谷奥近くに位置すること、谷埋積物の層相が比較

的安定した環境下で堆積したとみられる泥炭質堆積物であることから、本谷付近の植生を強く反映している

ものとみられる。すなわち、木本花粉の多くが台地上および後背の森林植生、草本花粉の多くが谷内の植生

を反映しているものと考えられる。ここでは草本花粉の層位的産状に基づいて、谷内の古植生および稲作の

様態について考察する。

23~10層の堆積時、すなわち 4 世紀から 10世紀までの谷内は、テフラの降灰期や洪水期を除いて、泥炭質

堆積物が堆積する水湿地の様相を呈していたことが推定される。この水湿地にはガマ属・オモダカ属・ホシ

クサ属・ミズアオイ属などの水生植物のほか、カヤツリグサ科、イネ科などの草本植物が繁茂していたと考

えられる。ここでのイネ科・カヤツリグサ科花粉を供給した母植物の種類については花粉化石の形態から識

別することは困難であるが、プラント・オパール分析でヨシ属が多産していること（プラント・オパール分

析参照）、種実同定でホタルイ属が多産していることからみて、その多くが水湿地生のヨシ属やホタルイ属に

由来するものと思われる。

このように 4 世紀から 10世紀の頃までの谷内はイネ科やカヤツリグサ科など多くの草本植物が繁茂する水

湿地であったと考えられる。このような湿地を利用して、古墳時代以降の少なくとも 6 時期にわたって水田

が構築されたことが考古学的発掘調査により明らかにされている。各時期の水田耕土とされる層準からは栽

培植物のイネ属花粉化石が検出されるが、その出現率はいずれの層準も低率であり、 C地点のAs-B直上の旧

水田耕土（灰褐色土）のように高率に出現することはない。これは、花粉化石の出現率が相対評価であるた

め、他の草本植物の花粉供給量が多くイネ属花粉化石の出現率が過小評価されたともみなせるが、プラント・

オパール分析でもイネのプラント・オパール密度が低い（プラント・オパール分析参照）ことを合わせ考え

ると、当時の稲作がヨシやカヤツリグサ科などの草本植物が繁茂する状況で営まれていた、あるいは稲作地

として利用した期間が短かったことなどに原因を求めるのが妥当であろう。このことは当時の稲作の様態を

考える上で興味深い結果である。

栽培植物のイネ属花粉化石は水田耕土以外の地層からもほぼ連続して出現する。その出現率は水田耕土と

される層準と大差なく、イネ属花粉化石以外の草本花粉化石の産状も水田耕土と有意な違いが認められない。

このことから、水田耕土以外の堆積層でも稲作が営まれた可能性が考えられる。ただし、泥炭質堆積物が多
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孔質土壌であり、かつ草本植物の根による攪乱の影響を強く受ける堆積物であることから、水田耕土に堆積

したイネ属花粉化石が下方移動した可能性もあり、谷内における稲作がC下水田以降に継続して営まれたと

は特定できない。本谷における 6 枚の水田以外の時期における稲作については、泥炭質堆積物中のイネ属花

粉の挙動に関する検討、本谷の詳細な地形発達史の検討、当時の社会体制のあり方や農耕技術の検討などか

ら総合的に検討する必要があろう。

また、イネ属以外の栽培植物として D地点の13層 (FA上第1水田耕土）・ 10層からソバ属の花粉化石が検

出された。ここでのソバ属花粉化石が栽培に由来するものであるかは不明であるが、当時の調査地点付近に

は栽培植物のソバ属が生育していたと考えられる。

4 種実同定

(1) 試料・方法

調査の対象とした地点・試料の採取層位と遺構との関係を表 6 に示す。堆積物中からの種実遺体の抽出は

次の方法で行った。

試料全量を数日間水に浸しておいた後、手で軽く揉みほぐしながら流水中で行葡別、 1 mm以上の残演を室内

で自然乾燥させ、再度飾別、双眼実体鏡下で種実を拾い出し、同定・計数した。同時に種実の拡大写真図版

（図版 9~11) を作成した。

表 6 種実同定試料の採取地点・層位と遺構

採取地点・層位 遺 構 11 採取地点・層位
D地点10層

D地点14層

D地点15A層

D地点17層

D地点20層

D地点22層

C地点17層

E地点17層

(2) 結果

B下水田耕土

FA 上第 1 水田耕土

FA 上第 2 水田耕土

FA 下水田耕土

C上水田耕土

c下水田耕土

FA 下水田耕土

FA 下水田大アゼ

F地点17層

J地点19A層

F地点20層

F地点22層

I 地点15B 層

H地点

0地点①層

G地点15C 層

同定された種実（表 7) 、検出個体数（表 8) を一覧表で示した。

(3) 考察

遺

FA上第 2 水田大アゼ

FA 下水田大アゼ

C上水田大アゼ

c下水田大アゼ

構

谷地 1 溝埋積物（本文63号溝）

谷地2溝埋積物（本文64号溝）

65溝埋積物

洪水砂層

同定された種実の中には、イネ・ウメ・モモ・キウリ属・ヒョウタン属の栽培種のほか、ヤマグワ・キイ

チゴ属・サンショウ・ブドウ属・タラノキ・セリ科など食用となる種または種を含む種群 (Taxa) が多く認

められる。これに対し、山野に自生する植物の種実は多くはない。水田址とその周辺という人間の生活域に

近い環境を反映した組成を示しているように見える。ただ、上記の栽培種や可食種のほとんどは溝試料から

のみ検出されている。これは溝がより水湿に富み化石が保存されやすいことに加えて、周囲の植物遺体や土

壌が集積・堆積しやすい場所であることとも関係していると思う。一方、水田と大畦試料の間では、同定さ

れた Taxa にほとんど差が認められない。

また、いずれの堆積物でも FA上の試料は、その他の試料より検出個体数が多い傾向が認められる。これ

は、この時代の堆積条件が種実の保存に有利に働いたためかもしれない。
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表 7 同定された種実とその生育形

科 名 種 名 生育形＊

POTAMOGETONACEAE (t)トムシn科）

ALISMATACEAEAE （力そ夕万科）

GRAMINEAE （イネ科）

CYPERACEAE （茄ツリク、サ科）

COMMELINACEAE 

MORACEAE 

（ツlクサ科）

（クり科）

POLYGONACEAE 

ROSACEAE 

RUTACEAE 

（クデ科）

（がう科）

（ミカン科）

VITIDACEAE (7-ドり科）

（マタクビ｀科）

HALORAGIDACEAE (7リ／卜りがサ科）

ARALOACEAE （りJキ｀｀科）

UHBELLIFERAE (tリ科）

GENTIANACEAE （リントカ科）

LABIATAE （洲科）

CAPRIFOLIACEAE （スイカス●●う科）

CUCUREITACEAE （りリ科）

ACTINIDIACEAE 

COMPOSITAE （キり科）

Cyperaceae spp. 

Aneif e• a keisak 

Pota• ogeton spp. (t)}珈属の一種）

Sagjttaria spp. （カモク｀・カ属の一種）

Oryza satira （イネ）

Scirpus spp. （ポタルイ属の一種）

（灼ツリクーサ科の一種）

（ぼりサ）

（クリクサ）

ヽorus bo1bycis （ヤマク｀｀り）

IIll馴Ius scandens （折研ぅ）

folyg onlJヽ spp. （クデ属の一種）

（キイチゴ属の一種）

伽）

P. persica （そそ）

la11t/Joxy/11• piperitlJヽ （サンショり）

l. ai/ant/Joides （力うスサ｀‘ンショり）

la11t/Joxy/111 spp. （サンショり属の一種）

Vitis spp. (7ヽ、ドり属の一種）

(7`、ドり科の一種）

Actinidia spp. （マクタビ｀属の一種）

ヽyriophyf llJヽ sp. (7サそ属の一種）

Ara!ia elata （クう／キ）

Umbelliferae spp. (tリ）

Hy、p/Jo ides pef tata (7げ）

‘゜s fa spp. （イヌJり戸属の一種）
St11bucus sieboldiana （こリトコ）

C11c11ヽis spp. （キりリ属の一種）

Lagenaria spp. (t:1りクン属の一種）

Siegesbed"ia pubescens （メナモミ）

｣cl ipta prostrata （クカわ｀‘nり）

（クンボ雨属の一種）

fatoua vii Josa 

flllblls spp. 

frunus 、{Jヽe

Vitidaceae spp. 

「ar紅acl1ヽ sp.

水・多・草

水・多・草

裁

草

草

1 ・草

1 ・草

落・高

1. 藤・草

草

低～箪

落・高・裁

落・高·裁

蕗・低

落・高

蕗・低～高

落•藤

藤

落•藤

水・草

落・低

草

水・多・草

1 ・草

落・低

裁

裁

1 ・草

1 ・箪

多·草

* : 1 ; 1 年生，多；多年生，水；水生，藤；つる性，落；落葉性，草；草本，低；低木，

高；高木，裁；栽培種
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5 珪藻・花粉・種実遺体からみた古墳時代以降の谷内の環境変遷

上述してきた珪藻分析・花粉分析・種実遺体同定の結果に基づいて、古墳時代以降の谷内の環境変遷と稲

作について総合的に検討する。この際、後述する出土種実の同定結果も参考にする。 D地点における珪藻・

花粉分析・種実同定の結果の総括を図13 に示す。

(1) 谷内の環境変遷

谷内の環境は、 As-Cが降灰する 4 世紀中葉以前は、ガマ属、イボクサ属、ホシクサ属、ホタルイ属を含む

カヤツリグサ科、イネ科植物が繁茂する低湿地の様相を呈していた。 As-Cの降灰により谷内の環境は一時的

ではあるにせよ変化したことが想像されるが、 As-Cの上部が人為的に攪乱されているため、その変化は認め

ることができなかった。ただし、珪藻分析ではAs-Cの上部で水域の水質の富栄養化を示唆する種群が増加し

ており、この富栄養化の原因がAs-Cの降灰と関係している可能性がある。

その後、 FAが降灰する 6世紀前半までのある時期に谷内の水位が上昇し、比較的水深のある沼沢地に変化

する。この環境は FAが降灰時まで継続していたとみられる。この時期にはオモダカ属やサンショウモなど

の水生植物も普通にみられるようになったであろう。ここでの水深の増加の原因は不明であるが、宮川の氾

濫などにより本谷の谷口がせき止められ谷内の水位が上昇したなどの可能性が想像されることから、今後、

本谷を含めた宮川流域の詳細な地形発達史を編み、地理的に検討する必要がある。また、 FAの降灰による

谷内の環境変化はAs-C と同様に攪乱されているために分析結果では追認することはできなかった。

FAが降灰した後、本谷内は洪水の影響を受け、谷東端に洪水性の砂層が堆積した。この砂層中には当時

の人間が利用あるいは栽培していた可能性があるウメ・モモ・キウリ属・ヒョウタン属などの栽培種やヤマ

グワ・キイチゴ属・サンショウ・ブドウ属・セリ科などの種実類を多く包含していた。この砂層についても

その成因を地形学的に検討する必要がある。

また、この頃より低湿地の水域の水質が富栄養化し、 As-B が降灰する 10世紀の頃まで継続していた。この

富栄養化の原因としては、施肥や人間活動の影響が関係している可能性があるが、直接の原因については不

明である。

(2) 稲作について

発掘調査で検出された 6 枚の水田の耕作時は、上記したようにいずれの時期も水位や水質に多少の変化は

あるものの沼沢湿地の環境であった。したがって、各時期の水田はいずれも湿田状態の泥炭地水田であった

と推定できる。泥炭地水田は、有害な還元生産物の生成による水稲根障害、また有機物過多による土壌中の

リン酸、カリウム、ケイ酸などの無機養分の欠乏などが原因で水稲収量が著しく低いとされる（川口ほか，

1965）。こうしたことは、当時の水田においても同様であったと考えられ、生産効率の低い水田であったこと

が示唆される。水田耕土における栽培植物のイネ属花粉化石の出現率が低率であったのは、このことに原因

の一端があるものと思われる。また、水田耕土から多産するイネ属以外のイネ科・カヤツリグサ科・オモダ

カ属などの草本植物の化石は、稲作時に水田内ないしその周辺に生育していたものに由来するのか、あるい

は水田が構築される以前に生育していたものに由来するのかは判断はつかない。ただし、オモダカ属、タカ

サブロウ、イボクサ、サンショウモなどの水生植物はいわゆる水田雑草の種類でもあり、当時も水田雑草と

して生育していた可能性がある。

また、谷内では上記の 6 枚の水田の耕作時以外の時期にも稲作が営まれた可能性が栽培植物のイネ属の花

粉化石の産状から推定された。プラント・オパール分析でも同様な結果が得られている（プラント・オパー

ル分析参照）。これらのことから谷内では稲作が継続して営まれていた可能性が考えられる。ただし、堆積物
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中での化石の下方移動や、洪水やテフラ降灰などの影響を考えると、谷内における稲作はむしろ断続的に営

まれていたと考えるのが妥当と思われる。

IV 遺跡周辺の森林植生について

二之宮千足遺跡の谷部では、 As-Cの下位にも泥炭質な堆積物が厚く堆積している。特に約1.3~1. 4万年前

に浅間火山から噴出したAs-YPの上位には泥炭質（有機質）な堆積物がほぼ連続して堆積している。本地点

では更新世後半から完新世後半までの連続した植生史の検討が可能である。ここではボーリング C 地点の

層厚 (m)
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図14 谷部ボーリング C地点の

花粉分析試料採取層準

ボーリングコアについて花粉分析を行い、上記した C·

D地点のAs-C以浅の堆積層の花粉分析結果と合わせ

て、本地域における森林植生の変遷について考察する。

この結果は、本地域における旧石器時代以降の環境復

元を行う上で貴重な資料となる。また、関東地方では、

このような更新世後半から完新世まで連続して堆積す

る泥炭質な堆積物の植生史研究例はほとんどなく、本

地域では前橋泥炭層の約1. 3万から約1. 0万年前の植生

史研究（辻ほか， 1985) があるだけで、関東地方の植

生史を考える上でも重要である。

1 ボーリング C地点の花粉分析

(1) 試料・方法

ボーリング C地点の花粉分析試料の採取層準を図14

に示す。本地点の層序は図7に示す通りである。ボーリ

ングコア中には、時間軸の指標となるテフラが 2 層準

で認められる。下位より、 As-YP （噴出年代：1. 3~1.

4万年前）、 As-Si（噴出年代：約 1 万年前）である。堆

積層中にはこのほかにもテフラが認められるものの、

現時点では指標テフラとの対比はできていない。

花粉分析の方法・結果の表示法は、先述した C·D

地点の方法と基本的には同一であるが、砕屑物を多く

含む試料についてはKOH処理の後にHF処理を施し

た。

(2) 花粉化石の産状

ボーリングC地点の花粉分析の結果を表 9 ・図15 に

示す。花粉化石は全層準から産出するが、その保存状

態は層準によって異なり、 As-YPより上位の層準では

良好であるが、下位の層準では花粉外膜が壊れている

ものが多く認められる。出現した種類数は、全層準を

通じて、木本花粉31種類、草本花粉28種類、草本・木

91 
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表 9 谷部ボーリングC地点の花粉分析結果
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本の識別が困難な種類が 3 種類、シダ類胞子 1 種類である。

花粉化石群集の層位分布は、大略的にはAs-YPを境として急激に変化する。 As-YPより下位の層準ではモ

ミ属・ツガ属・トウヒ属・カラマツ属・マツ属単維管束亜属といった針葉樹の種類が高率ないし多産し、カ

バノキ属・ハンノキ属・コナラ亜属といった落葉広葉樹の種類が随伴ないし多産する。これに対してAs-YP

より上位では落葉広葉樹のコナラ亜属が急増し優占する。また草本花粉・胞子がほぽ全層準で高率を占める。

2 花粉化石群集の分帯と特徴

先述したC·D地点の花粉化石群集の層位分布は、ボーリングC地点の花粉化石群集の層位分布の上位に

相当する。これら調査地点の主要木本花粉の層位的産状に基づいて、下位より、 C-I ·II•III·IV·V帯

の 5 つの局地花粉化石群集帯を設定した。以下に各帯の特徴について述べる。

C-I 帯（ボーリング C地点：試料番号52) :トウヒ属が優占することが特徴である。これに次いでカラマ

ツ属が約17％の出現率を示し、モミ属・ツガ属・マツ属（単維管束亜属を含む）といった針葉樹の種類、カ

バノキ属・コナラ亜属・ニレ属ーケヤキ属・キハダ属・シナノキ属・カエデ属などの落葉広葉樹の種類を伴

う。

C-II帯（ボーリング C地点：試料番号47~45) :コナラ亜属とハンノキ属が高率に出現することが特徴で

あり、マツ属・モミ属・ツガ属・トウヒ属といった針葉樹の種類も多産する。

C-III帯（ボーリングC地点：試料番号44~30) :針葉樹のトウヒ属・マツ属が増加し、優占ないし多産す

ることが特徴である。 II帯で高率であったコナラ亜属は低率になるが、ハンノキ属・カバノキ属は最下部で

減少するものの、その上位では多産する。

C-IV帯（ボーリング C地点：試料番号29~26) :コナラ亜属が増加することが特徴である。またカラマッ

属が下部で増加し、上部に向けて減少する。 III帯で高率であったカバノキ属・ハンノキ属は依然高率に出現

するが、 トウヒ属・マツ属といった針葉樹は低率になる。また、スギ属が漸増する。

c-v帯（ボーリング C地点：試料番号24~21) :増加傾向を示していたコナラ亜属が急増し、優占するよ

うになることが特徴である。 IV帯で高率であったカバノキ属・ハンノキ属は低率になる。

C-VI帯（ボーリングC地点：試料番号21~2, C•D地点の全層準の試料） ：コナラ亜属が優占し、安定

して出現することが特徴である。また本帯中部より暖温帯林（照葉樹林）の主要構成種であるアカガシ亜属

が連続して出現し、 As-Cより上位で漸増する。これとは逆にAs-Cより上位ではコナラ亜属が減少傾向を示

す。

3 花粉化石からみた森林植生の変遷

ボーリングC地点およびC·D地点の花粉分析の結果から、本地域の森林植生は 5 つの森林期に区分する

ことができる。各森林期について以下に述べる。

トウヒ属が卓越する森林期： C-I 帯の時期が相当する。本時期は、 トウヒ属・カラマツ属などが森林植生

を構成する主要素であった。またカバノキ属・コナラ亜属・キハダ属・シナノキ属などの落葉広葉樹の種類

も森林構成要素であったであろう。これらの種類の現在の分布は、前者の針葉樹の種類が冷混帯～亜寒帯、

後者の落葉広葉樹の種類の多くが冷温帯を中心に分布している。このことを考慮すると、当時の森林植生は

亜寒帯～冷温帯性の針葉樹林であったと考えられ、気候的には現在より寒冷であったことが示唆される。ま

た冷温帯の主要木となるブナ属の花粉を欠くことを考慮すると、乾燥していたことが示唆される。
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二之宮千足遺跡の古環境解析

落葉広葉樹・針葉樹が卓越する森林期： C-II帯の時期が相当する。当時は、コナラ亜属・ハンノキ属・

カバノキ属・シナノキ属・カエデ属といった落葉広葉樹の種類と、 トウヒ属・マツ属といった針葉樹の種類

が森林植生を構成する主要素であったと考えられる。これらの種類のうち、ハンノキ属は湿地林を形成する

種を含むことから、谷内の低地周辺の湿った場所に生育していたものに由来する可能性もある。また、各種

類の現在の分布域を考慮すると、ここでの針葉樹と広葉樹からなる森林植生は、北海道の石狩低地帯と渡島

半島の黒松内低地帯の間の冷温帯～亜寒帯の推移帯に認められる亜寒帯針葉樹と冷温帯広葉樹の混交林のよ

うな植生（山中， 1979) と類似するものであったのかもしれない。気候的には現在の頃より寒冷であったも

のの、 I 帯の頃よりは温暖であったと推定できる。

トウヒ属・マツ属が卓越する森林期： C-III帯の時期が相当する。地質層序に基づくと、約1.3~1. 4万年前

以前になる。本時期は、モミ属・トウヒ属・マツ属・カラマツ属といった針葉樹が周辺の森林植生を構成す

る主要素であったと考えられる。また、落葉広葉樹のハンノキ属・カバノキ属も、当時の主要な森林構成種

であったと考えられる。同時期の植物化石群集は、前橋泥炭層で得られている（辻ほか， 1985）。そこでの As

-YP 直下の泥炭層の植物化石群集は、チョウセンゴヨウ、トウヒ属バラモミ節、カラマツ属の針葉樹を主と

し、カバノキ・ハンノキ属を伴うことが特徴である。この植物化石群集の特徴は、本地点における花粉化石

群集の特徴と調和的であり、同様な植生が推定される。すなわち、約1.3~1. 4万年前頃は前橋台地から赤城

山南麓にかけて、トウヒ属・マツ属単維管束亜属といった針葉樹が卓越する、ハンノキ属・カバノキ属など

の落葉広葉樹を伴う単調な森林植生が成立していたことが示唆される。

コナラ亜属の分布拡大期： C-IV • V帯が相当する。地質層序に基づくと、古くとも1.3~1. 4万年前から

1. 0万年前までの時期である。森林植生は急激に変化する。前時期に卓越していた針葉樹のトウヒ属・マツ属

単維管束亜属は衰退し、落葉広葉樹のコナラ亜属が分布拡大し、周辺の森林植生を構成する主要素となる。

トチノキ属・サワグルミ属ークルミ属も森林構成要素として普通に認められたであろう。このようなコナラ

亜属の増加は、前橋泥炭層のAs-YPの上位の泥炭層でも認められる（辻ほか， 1985）。この変化は、前橋泥炭

層でも指摘されているように、最終氷期以降の気候の急速な温暖化・湿潤化を示していると考えられる。

また、 As-YPの直上ではカラマツ属の花粉が高率に出現し、上位に向けて減少する。これと同様な傾向が

前橋泥炭層でも認められている。そこではカバノキ属・カラマツが増加しており、カラマツが環境に対して

広い適応性をもち乾燥地や痔悪地において良く耐え、火山地帯の地滑り地や火山灰地などに二次林を成立す

る（山中， 1979) ことから、 As-YPの降灰の影響を受けた植生を反映していると指摘している（辻ほか， 1985) 。

ここでの変化もまた、それと同様な火山活動による植生の変化を反映していると思われる。

コナラ亜属の卓越する森林期： c-v帯およびC•D地点の全層準が相当する。地質層序に基づくと、約

1 万年前以降から 1108年前までである。この期間を通じて、本地域の森林植生は、基本的には落葉広葉樹の

コナラ亜属が卓越する植生であったと考えられる。トチノキ属・サワグルミ属ークルミ属・キハダ属といっ

た落葉広葉樹の種類も森林構成要素として普通に認められたであろう。ただし、 As-Cの下位 lmの層準まで

は、総花粉・胞子の中で木本花粉の占める割合が低いことから、周辺の森林植生は貧弱なものであったこと

が示唆される。

また、 As-Cの降灰層準付近では、スギ属・イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科花粉が増加する。 4 世紀の頃

には、これら針葉樹の樹種も森林構成要素として普通に認められるようになったと思われる。またAs-C より

上位ではコナラ亜属花粉が減少傾向を示すが、これは本地域での遺跡の分布状況を考慮すると、古墳時代以

降の人間による生業活動により、分布域が狭められたことを暗示していると思われる。また、暖温帯常緑広
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葉樹林（照葉樹林）の主要構成種であるアカガシ亜属がAs-Sjより上位の層準から連続して出現するようにな

るが優占することはなく、本地域において完新世以降の時期に照葉樹林と呼べる林分は成立しなかったと推

定される。

V 発掘調査時に出土した種実遺体および昆虫遺体の同定

二之宮千足遺跡の谷部の発掘調査では、水田耕土や溝埋積物から昆虫遺体や大量の種実遺体が検出されて

いる。ここでは、これら発掘調査時に出土した種実および昆虫遺体について同定した結果について報告する。

1 種実同定

(1) 試料

試料は送付された101試料の中から保存状態などを考慮にいれて、 63点を選択し同定を行った。同定を行っ

た試料の一覧表を表10に示す。

(2) 同定方法

同定は、肉眼および実体顕微鏡を用いて行なった。なお、試料中に多量の種実遺体がある場合には一部を

取り出して同定・計数を行った。

表10 出土種実同定試料表

翡 層 準 靡 層 遡

1 2 区 7号井戸 38 6 区C下水田耕作土下
2 2 区 9 号井p 40 6 区谷地 1 号溝
3 2 区 9 号井戸 42 6 区谷地 1 号溝
4 3 区 11号井戸 43 6 区谷地 1 号溝
5 3 区11号井戸下層 44 6 区谷地 1 号溝
6 3 区 C下水田 46 6 区谷地 1 号溝
7 3 区FA上 2水田 47 6 区谷地 1 号溝
8 3 区 1 号竪穴 57 6 区谷地悶
9 3 区 2号竪穴 59 6 区谷地
10 3 区58溝 60 6 区谷地砂層
11 4 区C下水田耕作土下 65 6 区谷地砂層
12 14 区 FA上 2水田 66 6 区谷地砂層
13 5 区C上水田溝南プロック 砂 68 6 区谷地砂層
15 5 区C上水田溝南プロック 砂 70 6 区谷地砂層
16 5 区 C上水田溝南プロック 砂 71 6 区谷地砂層
18 5 区C上水田溝南プロック 粘 80 6 区谷地砂層
19 5 区C上水田溝南プロック 粘 82 6 区谷地砂層
20 5 区CJ:水田溝南プロック 粘 83 6 区谷地砂層
23 5 区C上水田溝北プロック 粘 84 6 区谷地砂層
24 5 区C上水田溝北プロック ＇粘 87 6 区谷地砂層
26 5 区C上水田溝北プロック 粘 88 6 区谷地砂層
'll 5 区C 下水田耕作土下 89 6 区谷地砂層
28 5 区C下水田耕作土下 91 6 区谷地砂層
29 5 区62溝 92 6 区谷地砂層
30 5 区62溝 93 6 区谷地砂贋
31 5 区62渦 94 6 区谷地 2号温

一~ ~ ~一

32 5 区 C下水田耕作土下 95 6 区谷地 2 号溝
33 5 区C上水田 97 6 区谷地 2号溝
34 6 区C下水田耕作土下 98 6 区谷地 2号溝
35 6 区C下水田耕作土下 00 6 区谷地 2号溝
36 6 区C下水田耕作土下 01 1 区73号渦
37 6 区 C下水田耕作土下

(3) 結果および考察

結果については一覧表を表11 に示す。なお、これらの試料は、水洗選別を行った土壌の量等が不明なため、

定性的に扱うこととする。以下に各遺構および層準ごとに、主に人間の生業に直接利用される種実遺体に重
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二之宮千足遺跡の古環境解析

点をおいて考察を行う。

• 2 区 9 号井戸

奈良～平安時代の井戸と考えられているこの遺構からは、コナラ属の虫えいが検出された。虫えいとは、

虫が植物に産卵した結果生じる異常な発育をした部分のことであり、ふつう寄生した幼虫の食料となる。コ

ナラ属の虫えいは、人にとっては利用価値に乏しいものであるから、当時利用していたとは考えにくく、利

用されずに投棄されたものかもしれない。

• 3 区11号井戸、 3 区 1 局竪穴、 3 区 2 号竪穴

平安時代のものと考えられているこれらの遺構からは、モモおよびスモモの核（内果皮）が検出された。

これらは古くから果実を食用とするために栽培されていた植物であり、当時もモモやスモモを食用として利

用していたものと思われる。モモやスモモは古い時代に中国から持ち込まれたという説が有力ではあるが、

日本に自生していたという説も否定できない。今回出土した個体は、現在栽培されているモモやスモモの核

と比較すると大きさが小さく、形態的にも異なるが、現在栽培されているモモやスモモは近年になって海外

から導入された品種であるので、当時栽培されていたものとの関係は薄いと思われる。

なお、スモモやモモの核の中には、なんらかの動物によってかじれらたのではないかとみられる痕跡（食

痕）が認められる個体もあったが、どのような動物によるのかは特定できない。

• 1 区73号溝

出土遺物から古墳時代後期の溝と考えられている。この遺構からは、モモの核（内果皮）が検出された。

モモは古くから果実を食用とするために栽培されていた植物であり、当時も食用として利用していたものと

思われる。

·FA上 2 水田 (3 区、 4 区）

テフラから 6 世紀以降の水田層と考えられている。 3 区 FA上 2 水田からはモモの核が、 4 区 FA上 2 水

田からはヒョウタンの果皮がそれぞれ検出された。モモは古くから果実を食用とするために栽培されていた

植物であり、当時も食用として利用していたものと思われる。また、ヒョウタンは容器として利用するため

に栽培していたものであろう。

• 3 区58溝

3 区 FA上 1~3 水田にともなう溝と考えられている。この遺構からは、モモの核（内果皮）が検出され

た。モモは古くから果実を食用とするために栽培されていた植物であり、当時も食用として利用していたも

のと思われる。

• 5 区62溝

5 区 FA上 2 水田に伴う溝と考えられている。この遺構で同定された種実遺体は、カヤツリグサ科の果実

の破片が検出されたのみである。

• 6 区谷地 1 号溝

FAの層準より新しい溝である。この遺構で同定された種実遺体は、イネ・モモ・スモモといった栽培植

物やヤマグワ・キイチゴ属・ブドウ属・サンショウ属・セリ科などといった可食植物あるいは可食植物とな

る種を含む植物が検出されている。当時これらの植物を栽培し、また可食植物については食用として利用し

ていたのかもしれない。また、アサザ・ヒルムシロ属といった水生植物の種実遺体が検出されており、溝内

ないしはその周囲の沼地に生育していたものと思われる。

• 6 区谷地砂層
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FA層準直上の砂層の堆積物である。

FAの層準より新しい溝である。この遺構で同定された種実遺体は、イネ・モモ・スモモ・ヒョウタンと

いった栽培植物やヤマグワ・キイチゴ属・マタタビ属・ブドウ属・キュウリ属・サンショウ属・セリ科など

といった可食植物あるいは可食植物となる種を含む植物が検出されている。当時これらの植物を栽培して利

用したり、また可食植物については食用として利用していたのかもしれない。また、アサザ・ヒルムシロ属

といった水生植物の種実遺体が検出されており、周囲の沼地などに生育していたものと思われる。

• 6 区谷地 2 号溝

FAの層準のより下位の溝である。この遺構で同定された種実遺体は、モモ・スモモ・アサ・メロンの仲

間といった栽培植物やヤマグワ・キイチゴ属・ブドウ属・サンショウ属・セリ科などといった可食植物ある

いは可食植物となる種を含む植物が検出されている。当時これらの植物を栽培して利用し、また可食植物に

ついては食用として利用していたのかもしれない。また、ミクリ属近似種・アサザ・ヒルムシロ属といった

水生植物の種実遺体が検出されており、溝内ないしはその周囲の沼地に生育していたものと思われる。

• 5 区 C上水田溝南ブロック・北ブロック

浅間 C の上の水田にともなう溝である。この遺構で同定された種実遺体は、栽培植物であるヒョウタンや

ヤマグワ・ブドウ属・セリ科などといった可食植物あるいは可食植物となる種を含む植物が検出されている。

当時これらの植物を栽培して利用し、また可食植物については食用として利用していたのかもしれない。ま

た、ヒルムシロ属といった水生植物の種実遺体が検出されており、溝内ないしはその周囲の沼地に生育して

いたものと思われる。

• 5 区 C上水田

この遺構からは、モモの核（内果皮）が検出された。モモは古くから果実を食用とするために栽培されて

いた植物であり、当時も食用として利用していたものと思われる。

• C 下水田耕作土下 (4 区、 5 区、 6 区）

この遺構からは、クヌギ節およびコナラ属が検出された。コナラ属の果実（いわゆるドングリ）は、古く

は「あくぬき」をして食用に用いられていた。現在では山間部のごく一部の地域で食用として利用されてい

るにすぎないが、当時はドングリの「あくぬき」を行いそれを食用としていたのかもしれない。

(4) 同定された主な種実遺体の形態学的特徴

・オニグルミ juglans ailanthifolia Carr. クルミ科

縫合線からほぼ半分に割れた核が検出された。褐灰色。縦軸24mm、横軸26mm、厚さ llmm。側面の両側に縫

合線が発達する。広卵形で、基部は丸くなっているが先端部については破損しているため不明である。表面

は荒いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。内側は大きく 2 つにくぼんでいるが、これは子葉が入って

いた a とである。

・クヌギ節 Quercus subgen. Quercus sect. Cerris ブナ科

果実が総包に包まれた形で検出された。黒褐色。縦軸22mm、横軸20mm。小型であり、果実がほとんど総包

に包まれている点から考えると、幼果（しいな）であると考えられる。外果皮は薄く比較的堅い。内果皮に

は縦方向に太い維管束が何本か見られる。総包片は広線形で螺旋状に密につき、互いに圧着していない。

・コナラ属 Quercus sp. ブナ科

果実が検出された。黒褐色。圧密を受け変形・破損している。外果皮は薄く比較的堅い。内果皮には縦方
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向に太い維管束が何本か見られ、細かい維管束が編目状に走っている。核斗や先端部などが残っていないの

で、種までの同定は難しく属までとした。

・ヤマグワ近似種 Marus cf. bombycis Koidz. クワ科

種子が検出された。褐色。縦軸 2 mm、横軸1.5mm、幅 1 mm程度。倒卵型。表面は平滑で、側面の隅に突起が

みられる。

・カナムグラ Humuus scandens (Lour.) Merrill クワ科

種子が検出された。黒褐色。側面観は円形、上面観は凸レンズ形。直径 4 mm、幅 3 mm程度。側面の一端に

心形の「へそ」が存在する。種皮は薄く光沢がありやや硬い。表面は細かく不規則な凹凸がありざらつく。

・アサ Cannabis sativa L. クワ科

種子が検出された。褐色。大きさは縦軸 5 mm、横軸は 3.5 mm程度。紡錘形で側面に二つの稜がある。先端

部は鈍頭、基部はやや平らである。

・タデ科 Polygonaceae sp. 

果実が検出された。黒色。大きさは縦軸 3 mm、横軸は1.5mm程度。 3 稜形で先端部は尖頭、基部はだんだん

細くなり、先端部は丸い。果実の外側には薄く褐色の花被が残っており、花被片には網目状の脈が走ってい

る。

・ナデシコ科 Caryophyllaceae sp. 

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は楕円形を呈している。大きさは 1 mm程度。表面には

荒い突起が密に配列している。

・アカザ科 Cenopodiaceae sp. 

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈している。大きさは1.5mm程度。側面

に「へそ」がある。表面は細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

・イノコヅチ属 Achyranthes sp. ヒユ科

種子が検出された。褐色。側面観は長楕円形で、大きさは縦軸 2 mm、横軸 1 mm程度。表面は細かく不規則

な凹凸がありざらつく。

・マタタビ属 Actinidia sp. 

種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大きさは縦軸2.5mm、横軸1.5mm程度。表面は硬質で、一面

に網目状の模様があり、表面は丸いへこみが不規則に配列しているように見える。網目は基部の付近では細

かく縦長になる。

・モモ Prunus parsica Batsch バラ科

核（内果皮）が検出された。褐色～黒褐色。大きさは、縦軸34mm、横軸23mm。核の形は楕円形で、やや偏

平である。下端には、丸く大きな謄点がありへこんでいるが、上端はとがっている。一方の側面にのみ、縦

に走る溝が顕著に見られる。これは縫合線とよばれるもので、心皮の縫合による溝と考えられている。もう

一方の側面に縫合線が見られないのは、モモの果実は 1 つの心皮よりなっているためである。表面は、不規

則な線状のくぽみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。なお、スモモやモモの核の中には、なんらか

の動物によってかじれらたのではないかとみられる痕跡（食痕）が認められる個体もあったが、どのような

動物によるのかは特定できない。ただし、食痕がすべて同様な形状を示していることから、同一種類の動物

によってかじれらた可能性がある。

・スモモ Prunus salicina Lind!. バラ科
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核（内果皮）が検出された。褐色～黒褐色。大きさは、縦軸13mm、横軸11mm。核の形は円形で、偏平であ

る。下端には、丸く大きな謄点がありへこんでおり、上端は丸い。一方の側面にのみ、縦に走る溝が顕著に

見られる。これは縫合線とよばれるもので、心皮の縫合による溝と考えられている。もう一方の側面に縫合

線が見られないのは、スモモの果実は 1 つの心皮よりなっているためである。表面は、不規則で浅い円形の

くぼみがみられる。なお、スモモやモモの核の中には、なんらかの動物によってかじれらたのではないかと

みられる痕跡（食痕）が認められる個体もあったが、どのような動物によるのかは特定できない。ただし、

食痕がすべて同様な形状を示していることから、同一種類の動物によってかじれらた可能性がある。

・ウメ Prunus mume Sieb. et Zucc. バラ科

核（内果皮）が検出された。褐色。大きさは、縦軸19mm、横軸14mm。核の形は楕円形で、やや偏平である。

下端についてはややとがり、丸く大きな謄点がありへこんでいるが、上端については謄はなくとがっている。

一方の側面にのみ、縦に走る溝が顕著に見られる。これは縫合線とよばれるもので、心皮の縫合による溝と

考えられている。もう一方の側面に縫合線が見られないのは、ウメの果実は 1 つの心皮よりなっているため

である。表面には、不規則な円形のくぼみが配列している。

・キイチゴ属 Rubus sp. バラ科

種子が検出された。褐色。大きさは、縦軸 2 mm、横軸1.5mm程度。半月形で、一端に「へそ」が存在する。

表面全体は荒い不規則な網目模様でおおわれ、網目の畝の部分は部分的にとぎれている。

・カタバミ Oxalis corniculata Linn. カタバミ科

種子が検出された。黒色。大きさは約 1 mm。楕円形。表面には横軸方向に平行に溝が数本走っている。

・サンショウ属 Zanthoxylum sp. ミカン科

種子が検出された。黒褐色。大きさは縦軸 4 mm、横軸 3 mm程度。楕円形。表面には浅い不規則な網目模様

が見られる。

・ブドウ属 Vitis sp. ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは縦軸約 5 mm、横軸4.5mm程度。心臓形。先端部はくびれてへこんでいる

が、基部は尖る。片側の面には中央に縦筋が走り、その両脇には楕円形に深くくぽんだ穴が存在する。もう

一方の面には中央に楕円形の溝が見られ、その両端から縦軸方向に向かって溝が走っている。

・ヒョウタン Lagenaria siseraガa Standlay ウリ科

多数の果実片および種子が検出された。果実片は黒褐色。肉厚で弾力がある。種子は褐色。長さ 1cm程度。

長楕円形をしており、縦軸方向に深いしわが数本存在する。

・メロンの仲間 Cucumis melo L. ウリ科

種子が検出された。大きさは縦軸 5 mm、横軸 3 mm。側面観は楕円形、上面観はやや偏平な楕円形。表面は

比較的平滑。

・セリ科 Umbelliferae sp. 

果実が検出された。半球状で外果皮は淡褐色、内果皮は黒色。大きさは縦軸2.5mm、横軸2.0mm程度。球面

側では数本の縦方向に大きく裂けた溝があり、内果皮が露出している。果実が分離した面では、中央に縦軸

方向に延びた紡錘形のくぼみがあり、内果皮が露出している。

・アサザ Nymphoides peltata (Gmel.) 0. Kuntze リンドウ科

種子が検出された。楕円形でかなり偏平。淡褐色。大きさは縦軸5mm、横軸3mm程度。周辺に柱状突起が見

られる。表面は円周に沿って表面の細胞が配列し、細かい楕円形のへこみが配列しているように見える。
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・イヌコウジュ属 Mosla sp. シソ科

果実が検出された。褐色～黒褐色。大きさは 2 mm程度。楕円形で、先端に「へそ」が見られる。表面全体

には、粗い亀甲状の網目模様がある。

・ナス科A 、 B 、 C Solanaceae A、 B 、 C

種子が検出された。いずれも腎臓形で、側面のくびれた部分に「へそ」があり、表面には「へそ中心とし

て同心円状に網目模様が発達するという特徴をもっている。しかし、色や大きさ、表面模様などが異なって

いるため、ここでは仮に 3 つに区分し、ナス科A 、 B 、 C とした。

ナス科A は、大きさが 1 mm程度。黒色。表面は堅く、網目模様が他のタイプと比較すると粗い。

ナス科B は、大きさは1.5mm程度。褐色。表面は柔らかい。網目模様は細かく、畝は波うっており網目はい

びつである。

ナス科C は、大きさは 2 mm程度。褐色。表面は柔らかい。網目模様はやや細かく、畝は波うっているが、

ナス科B ほどではない。

・ニワトコ Sambucus sieboldiana (Miq.) Blume ex Graebn. スイカズラ科

種子が検出された。黒色。長楕円形で、縦軸 2 mm、横軸 1 mm程度。表面には横軸に平行に溝存在し、縞模

様に見える。

・メナモミ属 Siegesbeckia sp. キク科

果実が検出された。黒色。大きさは、縦軸2.5mm、横軸 1 mm程度。惰円錐形で先端部が曲がる。基部にはお

おきな楕円形の「へそ」が存在する。縦軸方向に平行に多数の溝がみられる。

・オナモミ属 Xanthium sp. キク科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦軸10mm、横軸 6 mm程度。楕円形で、表面には突起が多数見られる。

・ヒルムシロ属 Potamogeton sp. ヒルムシロ科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦軸 3 mm、横軸 2 mm程度。広卵型。先端は花柱が宿存しており、尖っ

ている。背の部分には稜がありはずれやすい。表面はざらついている。

・ミクリ属近似種 cf. Sparganium sp. ミクリ科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦軸 3 mm、横軸1.5mm程度。紡錘形。先端部分は破損している。

・イネ Oryza saliva L. イネ科

穎および胚乳が検出された。穎は淡褐色。大きさは縦軸 8 mm、横軸 4 mm程度。穎の表面には微細な顆粒状

突起が密に配列する。胚乳は炭化し、大きさは縦軸 5 mm、横軸3.5mm程度。胚が位置する部分は欠如している。

表面には縦軸に平行な隆起構造が認められる。

・ホタルイ属 ScirjJus sp.カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは 2 mm程度。偏平で背面が高く稜になっている。腹面

は平らである。平凸レンズ状の広倒卵形。先端部は尖り、 基部はせばまって「へそ」がある。 表面には細

かい凹凸があり、横軸方向に平行な横しわがあるように見える。刺針状の花被が数本存在し、刺針は逆向き

のトゲを持っている。

・スゲ属 Carex sp. カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色～褐色。表面が堅いものから柔らかいものまでさまざまである。大きさは 1~2

mm程度。広倒卵形。先端部は尖り、基部はせばまって「へそ」がある。表面は細かい凹凸があり、網目状に

見える。
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・カヤツリグサ科 Cyperaceae sp. 

果実が検出された。黒色。大きさは縦軸2.5mm、横軸は1.5mm程度。広倒卵形で先端部はやや尖がる、基部

もやや尖り「へそ」がある。果実の外側には薄く褐色の果胞が残っており、果胞にはいぼ状の突起が散在す

る。

2 昆虫遺体

(1) 試料

今回鑑定した昆虫遺体試料は、虫 1 ～虫25 までの25点で、いずれも出土層より分離された昆虫の個体がア

ルコール中に保存されたものである（表12）。一試料中に昆虫の部分 1 個のものと、多数の個体を含むものと

が半々くらいあった。中には 1 個体分が保存されているものもあるが、大部分は体の部分で、しかも破片が

多く、種まで完全に同定できたものは少ない。同定不可のものが 2 個ある。

(2) 方法

同定は、肉眼および実体顕微鏡を用いて行なった。

(3) 結果

同定結果を表13 、 14 に示す。以下に各試料毎に結果を述べる。

・虫 l

ゲンゴロウの右上翅、先端部を欠く。残存部の長さ 19.3mm。

翅の切れ目にそって藍鉄鉱が生成している。

・虫 2

アオヘリアオゴミムシ？の左上翅。

・虫 3

コガネムシ？の上翅の破片。

・虫 4

アオゴミムシ類？の頭部。

・虫 5

コアオハナムグリの完全な左上翅。

オオセンチコガネの左上翅の基部半分。

・虫 6

オオセンチコガネの上翅の破片。

・虫 7

マメコガネ？の前胸背板。

・虫 8

コアオハナムグリの前胸背板。

・虫 9

ヒメコガネの左右上翅。恐らく同一個体のものであろう。

・虫10

ヒメコガネ？の上翅の小さな破片

・虫11
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表12 出土昆虫遺体試料表

虫No 採取地点

l 5 区 62溝M-1

2 5 区 62涸 M - 2 

3 5 区 62洞M-3

4 5 区 62溝M-4

5 5 区 65溝

6 5 区 70滞

7 4 区 FA 上 2 水田

8 5 区 FA 上 1 水田M-1

, 5 区 FA 上 2 水田M-2

10 5 区 FA下水田M-1

11 5 区 FA下水田M-2

12 5 区 C 下水田北プロック（砂）

13 5 区 C 上水田木組遺構下

14 5 区 c 下水田耕作土中

15 5 区 c 下水田耕作土直下

16 5 区 c 下水田耕作土下

17 5 区 c 下水田耕作土下

18 4 区 c 下水田耕作土下

19 5 区 c 下水田耕作土下

20 5 区 c 下水田耕作土下

21 6 区 c 下水田耕作土下

22 6 区 c 下水田耕作土下

23 6 区 c 下水田耕作土下

24 6 区谷地砂層

25 6 区谷地 2 号溝
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表13 出土昆虫の一覧表

和名

オサムシ科

ツヤヒラタゴミムシ穎？

ツヤゴモクムシ類？

オオスナハラゴミムシ？

アオヘリアオゴミムシ？

アオゴミムシ類？

トックリゴミムシ？

ゲンゴロウ科

ゲンゴロウ

クロヒメゲンゴロウ穎？

ガムシ科

セマルガムシ？

ヒラタガムシ類？

エンマムシ科

ヤマトエンマムシ

ヒメッャェンマムシ？

コガネムシ科

オオセンチコガネ

クロマルエンマコガネ

マグソコガネ類

スジコガネ

コガネムシ

ヒメコガネ

サクラコガネ類

マメコガネ？

カナプン

シロテンハナムグリ頚

コアオハナムグリ

コメッキムシ科

クシコメッキ頚

コメッキムシの一種

ハムシ科

ネクイハムシ類

オオサルハムシ

ヨモギハムシ

ヒゲナガハムシ類

ハエ類

学名 I 食性と生息地

Carabidae 

Synuchus? sp.地

Stenolophus? sp.地

?Diplocheila zeelandica (Red t enbacher) 地

?Claenius praefectus Ba t es 地

Claenius? sp.地

?Lachnocrepis prolixa (Ba t es) 地

Dyti scidae 

Cybister japonicus Sharp水

I lybius? sp.水

Hydrophi 1 idae 

?Coelostoma stul tus (Walker) 水

Enochrus? sp.水

Histeridae 

Hister japonicus Marseul 

?Hister simp!icisternus Lewis 

Scarabaeidae 

Geotrupes auratus Motschulsky 

Onthophagus ater Waterhouse 

Aphodi us sp. 

Mimela testaceipes Motschulsky 

Mimela sp!endens Gyllenhal 

Anomala rufocuprea Motschulsky 

Anomala sp. 

?Popillia japonica Neumann 

Rhomborrhina japonica Hope 

Protaetia sp. 

Oxycetonia jucunda (Faldermann) 

Elateridae 

Melanotus sp. 

Elateridae, gen. et sp. indet. 

Chrysomelidae 

Donacia sp. 

Chrysochus chinensis Baly 

Chrysolina aurichalcea (Mannerheim) 

Galerucinae, gen. et sp. indet. 

腐
腐
腐
腐
腐
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
植
腐

＊水：水生昆虫・水辺にすむ昆虫，腐：糞・動物の死骸・腐食質などに集まるもの，

地：地表性の昆虫，植：樹木・灌木・草・農作物など植物を食餌とするもの．
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ヒメコガネの上翅の一部分。

・虫12

オオスナハラゴミムシ？の上翅の破片。大型のゴミムシ。

ヒメコガネ？の上翅の破片と肢の腔節。

・虫13

カナブンの雌の左前肢の腔節。

・虫14

オオセンチコガネの上翅・頭部・肢など数個体分。藍色を帯びている。

・虫15

オオセンチコガネの上翅。やや藍色を帯びている。

・虫16

ゴミムシの上翅 3 対。ツヤヒラタゴミムシ類と思われるが、 1 対はやや大きく、別種かもしれない。後胸

腹板もある。

ツヤゴモクムシ？の前胸背板。小型。

コメツキムシ？の上翅、基方2/3。

・虫17

クロヒメゲンゴロウ？の左右上翅のそろったもの。腹板も同一個体のものであろう。

セマルガムシ左上翅。

・虫18

ネクイハムシ類の右上翅。

オオセンチコガネの前胸背板・上翅・肢など。

ヒメコガネ右上翅 2 個。ほぽ完全。

コアオハナムグリの上翅の破片。

・虫19

オオセンチコガネの前胸背板・上翅・肢など数個体分。やや藍色を帯びた個体あり。

コガネムシ。左右上翅。

ヒメコガネ。対と思われる上翅。

コアオハナムグリ上翅数個。

・虫20

オオセンチコガネ。上翅・肢など多数個体分。やや藍色光沢を帯びたものあり。

スジコガネの左上翅の基方半分。

ヒメコガネの上翅の破片。

コアオハナムグリの上翅の破片。

ヒゲナガハムシ亜科の一種。対のままの上翅。

・虫21

オオセンチコガネの上翅・前胸背板・肢など数個体分。

コアオハナムグリ。複数個体の前胸背板・上翅。

ヒメコガネの右上翅。
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・虫22

トックリゴミムシ？の右上翅。

クシコメツキ類？の左上翅。

ヨモギハムシの左上翅。

・虫23

オオセンチコガネの頭部・上翅．肢など。藍色。

・虫24

ヒラタガムシ類？左上翅 4 個、右上翅 1 個。

ヤマトエンマムシの右上翅。

クロマルエンマコガネ。上翅 4 個体分。

マグソコガネ類の前胸背板。

サクラコガネ類の頭部と腿節。

コアオハナムグリの上翅の破片。

クシコメツキ類の左上翅、基方1/2。

オオサルハムシ？右上翅1/3。

コフキゾウムシの左上翅。

ハエの蛹殻。

・虫25

トックリゴミムシ？の左上翅。

ヒメツヤエンマムシ？の左上翅。

コアオハナムグリの右上翅の先端部。

シロテンハナムグリ類の頭部。

オオサルハムシ？の左上翅の基部。

＜昆虫の植生と生息地＞

l) 水生昆虫および水辺にすむ昆虫

ゲンゴロウ・クロヒメゲンゴロウは水棲。セマルガムシ・ヒラタガムシ類は水辺の石下などにすむ。

2) 糞・動物の死骸・腐食質などに集まる昆虫

オオセンチコガネ・クロマルエンマコガネ・マグソコガネ類は人や動物の糞に集まってこれを食べる。エ

ンマムシ類は動物の遺骸に集まる。ハエの蛹殻も腐食性の種類のものであろう。本遺跡の出土昆虫の中では

オオセンチコガネの個体数が最も多かった。

3) 地表性の昆虫

今回産出のゴミムシ類は、全部林床・原野・農地などの地表に生息しているものである。

4) 樹木・灌木・草・農作物など植物を食餌とする昆虫

ヒメコガネ・コガネムシ・スジコガネ・マメコガネなどのコガネムシ類、ハムシ類がこれに当たり、植物

の葉を食餌とする。コガネムシ類・コメツキムシ類の幼虫は地中にすみ、食餌を植物に依存する。コアオハ

ナムグリは花に、カナブンやシロテンハナムグリは樹液に集まる。コアオハナムグリの個体数はオオセンチ

コガネに次いで多かった。本遺跡出土の昆虫のうち、種類数はコガネムシ科のものが最も多い。
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(4) 考察

1) 本遺跡の谷部では水田遺構が検出されているが、水田と関わりがあると思われる昆虫としては、稲と直

接関係はないかもしれないが、ネクイハムシ類（虫19) の 1 種のみであった。

2) 水田であるから、当然水棲昆虫の多いことが予想されるが、水棲昆虫は虫 1 • 17 の 2 種のみで、水辺に

すむと思われるものが同じく虫17の 2 種と、意外に少ない。

3) 虫 7~11の水田耕土14 • 15 • 17層中に含まれる昆虫は、水田と関連のある種類ではなく、ヒメコガネや

マメコガネのような畑の作物や草木の葉を食べるものばかりなのは、面白い結果である。この水田が原野

か林に囲まれており、ここに水のない時期に埋もれたものかもしれない。

4) 虫 l~6 の水田に伴う溝覆土中から草食性のコガネムシ、食糞性のオオセンチコガネ、地表性のゴミム

シが出ていることは納得できる。

5) 虫16~23の耕作土下の23 • 24層からは、昆虫遺体の産出が多く、その中でも・オオセンチコガネが最も多

い。遺体は一部分でなく、体の各部分が揃っていて、恐らく完全な個体のまま埋もれたものと思われる。

遺跡の集落とその周辺には当然のことながら人や動物の糞や動物の遺体などが多く、各地の遺跡でも食糞

性、食腐肉性の昆虫の産出が見られる。虫16~23の水田耕作土下は水田そのものではなく、これらの糞虫、

コガネムシ・ハムシ・コメツキムシのような食葉性の昆虫、ゴミムシのような地表性の昆虫がすむような

環境であったのではなかろうか。オオセンチコガネが完全な個体のまま埋もれているところをみると、周

囲の土地から流されてきたものとは思われない。

6) 虫24 • 25の谷地堆積物の試料には昆虫の種類が多く、腐食性・食糞性・食葉性・地表性とその食性にも

変化が多い。これは水田耕作地と異なり、自然の状態が保たれた環境であったためではなかろうか。

7) 虫 1 （水田に伴う溝覆土中）中のゲンゴロウの上翅には、翅の切れ目に沿い、美しい藍鉄鉱が生成して

いる。藍鉄鉱中の燐分は、往々動物の死骸に由来することがあるが、この場合もその例ではなかろうか。

8) 個体数・産出層共に多いのがオオセンチコガネであるが、オオセンチコガネにはセンチコガネという近

似種がある。オオセンチコガネの方がやや山地にすむといわれているが、かなり低いところにも分布して

おり、この種がいるということだけで特に山地の慄境を推定するわけにはいかない。しかし、センチコガ

ネは混じっていないようである。一般にオオセンチコガネの退色は美しい金緑色ないし銅赤色であるが、

奈良県を中心とした近畿地方のものは青藍色を呈する。本遺跡のオオセンチコガネに藍色を帯びた個体が

みられるのは興味深い。何れも水田耕作土下23 • 24層中、弥生時代？のものである。

9) 以上の出土昆虫類は、甲虫の上翅が大部分で、確実に種まで同定できたものは多くないが、種の推定で

きたものを含め、何れも現在の本朴I中部に生息するものばかりと思われる。特に現在と気温などの環境の

相違を指示するような種は認められない。

10) 前述の通り、稲の害虫と思われるものは見当たらない。一般の農作物の害虫としては、ヒメコガネ・マ

メコガネ・クシコメツキ類などがあるが、これらの甲虫が当時害虫として被害を与えていたかどうかはわ

からない。

VI ニノ宮千足遺跡における環境変遷について

赤城山南麓の緩傾斜の台地とそれを解析する谷にかけて位置する二之宮千足遺跡において、遺跡を取りま

く環境復元を目的とする自然科学分析調査を実施した。ここでは、その調査結果に基づいて、本遺跡におけ

る古環境の変遷を述べることにする。
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約4.0~4.4万年のHr-HP降灰以降になると、台地では風成火山灰土（いわゆるローム）の堆積が進行する

ようになる。一方、谷内では、 As-YPが降灰する約1. 3~1. 4万年前までは、層相変化からは有機質シルト、

ローム、暗褐～黒褐色のシルトないし有機質シルトが順に堆積したとみられるが、年代層序学的な検討が充

分でなく今後の検討が必要である。

遺跡周辺の森林植生は、約1.3~1. 4万年前頃はカバノキ・ハンノキ各属などの落葉広葉樹を混えるトウヒ

属などの針葉樹を主体とする比較的単調な森林植生であった。同様な森林植生が同時期の前橋台地でも認め

らており（辻ほか， 1985) 、この時期には前橋台地から赤城山南麓地域にかけて落葉広葉樹を混える亜寒帯～

冷温帯性の針葉樹林が成立していたことが推定された。なお、この森林植生が成立する以前には、 トウヒ属

などの針葉樹とコナラ亜属などの落葉広葉樹から構成される森林植生、さらにそれ以前にはトウヒ属などの

針葉樹を主とする単調な森林植生が成立していたとみられるが、これらの森林植生の成立年代およびその変

遷様式については年代学的に有効な情報が得られなかった。

約1. 3~1. 4万年前以降になると森林植生は急変する。針葉樹の種類は衰退し、落葉広葉樹のコナラ亜属が

増加し、約 1 万年前頃にはナラ類を主体とする落葉広葉樹林へ変遷したとみられる。このような植生の急激

な変化は、前橋台地でも認められており（辻ほか， 1985) 、時間・空間的に広域的な環境変化を反映している

とみなせる。すなわち、完新世以降の急速な気候の温暖化を反映していると考えられ、更新世から完新世に

かけての環境変遷を考える上で重要な成果といえる。また、この変遷初期のAs-YP降灰後にはカラマツ属な

どの先駆的な植生を構成する要素が一時的に増加している。この変化も前橋台地でも認められており、そこ

で指摘されているように火山活動による植生の変化である可能性がある。分布拡大したコナラ亜属を主体と

する落葉広葉樹林は基本的には10世紀の頃まで継続していたとみられる。

一方、約1. 3~1. 4万年前以降の谷内の環境は、基本的には10世紀の頃まで有機質ないし泥炭質の堆積が進

行する湿地の環境であったと考えられる。ただし、この堆積期間には数回の洪水の影響を受けたことが谷埋

積物中の砂層の堆積状況から推定される。このうち最下位の約4500年前頃に堆積した洪水性の砂層は、宮川

下流部の谷中に発達する段丘堆積物につながる砂層と考えられている（早田， 1990) 。今回の調査では、本層

準について調査を行っていないことから、この洪水の影響は不明であるが、谷内およびその周辺の生態系に

多大な影響を及ぼしたことが想定できることから、今後、本砂層の上下の層準について化石分析を行い生態

系にどのような変化が起こったのかを調べる必要があろう。

また、 4 世紀中葉の浅間C軽石降灰以降から ll08年の浅間 B テフラの降灰時までの谷内の環境は、先述し

たように珪藻・花粉・種実化石の産状から詳細な変化がとらえられた。この期間の谷内は、基本的にイネ科

やホタルイ属を含むカヤツリグサ科などの草本植物が繁茂する低湿地の様相を呈していた。ただし、 4世紀中

葉から 6世紀前半にかけて谷内の水位が上昇し、比較的水深のある沼沢地に変化した。その後、 6世紀以降に

谷内は洪水の影響を受けたものとみられる。また、この頃より湿地内の水域の水質が富栄養化したことが推

定された。

このような排水不良の低湿地を利用して、発掘調査で検出された 6 枚の水田は営まれていたと考えられ、

当時の水田が湿田状態の泥炭地水田であったことが推定された。また、栽培植物のイネ属花粉化石の産状な

どから、谷内では 6 枚の水田以外の時期にも稲作が営まれた可能性が指摘された。ただし、上記した洪水の

影響やテフラの降灰、泥炭の発達状況など考慮すると断続的に営まれていたと考えるのが妥当であろう。
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(III) 

Hb 129 

Ch-Fe 206 

Qt 1971 

Pl 522 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 植物繊維を混入。

3. 原土の組織を残す。

4. マトリックスは nAI,03 • mSiO, • IH心
（アルミナゲル） ＋glass （ガラス）

5. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。

X350 

X 1500 

分析試料No. l （第 III群 2 類）電子顕微鏡写真

PL-1 

X35 

X750 

X5000 
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(Ill) 

110 

582 

642 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. 植物繊維を混入。

4. マトリックスは nAl,03 • mSiO, 

IH,O+glass 

5. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。

X350 

X 1500 

分析試料No. 2 （第 III群 5 類）電子顕微鏡写真
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(III) 

Mont 238 

Qt 2227 

Pl 506 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 植物繊維を混入。

3. 原土の組織を残す。

4. マトリックスは Mont+glass

5. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。

X350 

Xl500 

分析試料No. 3 （第 III群 6 類）電子顕微鏡写真

PL-3 

X35 

X750 

xsooo 



PL-4 

(III) 

Mont 200 

Hb 119 

Qt 2386 

Pl 319 

1.中～粗粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 植物繊維を混入。

3. 原土の組織を残す。

4. マトリックスは Mont+glass

5. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No. 4 （第IV群 3 類）電子顕微鏡写真



(III~IV) 

Mont 206 

Hb 111 

Qt 1041 

Pl 370 

1.植物繊維を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは Mont+glass

4. glass は中～細粒で、焼成ランクはIII~IV。

X 1500 

分析試料No. 5 （第IV群 3 類）電子顕微鏡写真
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PL-6 

(III~IV) 

Mont 175 

Mica 108 

Qt 3816 

Pl 700 

1.細粒の砂を混入した砕屑性粘土。

2. 植物繊維を混入。

3. 原土の組織を残す。

4. マトリックスは nAl20a • mSi02 • IH20 +Mont+ glass 

5. glass は細～中粒で、焼成ランクはIII~IV。

X350 

Xl500 

分析試料No. 6 （第IV群 3 類）電子顕微鏡写真
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(Ill) 

Mont 212 

Hb 117 

Qt 2297 

Pl 280 

1.植物繊維を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは Mont+glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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Xl500 

分析試料No. 7 （第IV群 2 類）電子顕徴鏡写真
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(III~IV) 

Hb 108 

CH-Fe 220 

Qt 801 

Pl 193 

1.植物繊維を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAしOa • mSi02 • IH,O+glass 
4. glass は細～中粒で、焼成ランクはIll~IV。
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分析試料No. 8 （第IV群 1 類）電子顕徴鏡写真



(II~III) 

Hb 92 

Qt 1877 

PI 316 

Crist 100 

1.細粒で、均質な粘土。

2. glass 生成により、組織が変形。

3. マトリックスは nAl203 • mSi02 • 1H心十glass

4. glass は中～粗粒で、焼成ランクは II~III。
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分析試料No. 9 （土師器杯 l 類）電子顕微鏡写真

PL-9 

><35 

X750 
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PL-10 

(II~III) 

Hb 117 

Qt 1917 

Pl 314 

Crist 95 

1 ．細粒の砂を含む、均質な砕屑性粘土。

2. glass 生成により、組織が変形。

3. マトリックスはglass

4. glass は中～粗粒で、焼成ランクは II~III。
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分析試料No.10 （土師器杯 l 類）電子顕微鏡写真
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(II) 

Qt 1914 

Pl 235 

Crist 98 

1.細粒の砂を混入する砕層性粘土。

2. glass 生成により、組織が変形。

3. マトリックスはglass

4. glass は中～粗粒で、焼成ランクは II 。
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分析試料No.11 （土師器杯 1 類）電子顕微鏡写真

PL-11 
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PL-12 

(II) 

Qt 1569 

Pl 190 

Crist 90 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. glass 生成により、組織が変形。

3. マトリックスはglass

4. glass は粗粒で、焼成ランクは II 。
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X 1500 

分析試料No.1 2 （土師器杯 l 類）電子顕微鏡写真
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PL-13 

(III) 

Hb 126 

Qt 1963 

Pl 251 

1.細粒で、均質な粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl,03 • mSiO,  • 1H心十glass

4.  glass は中～細粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.13 （土師器杯 2 類）電子顕微鏡写真



PL-14 

(III) 

Mica 134 

Hb 183 

Qt 2208 

Pl 408 

1.細粒、均質な砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203 • mSi02 • IH20+glass 

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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X 1500 

分析試料No.14 （土師器杯 2 類）電子顕微鏡写真
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PL-15 

(III) 

Mica 164 

Hb 181 

Qt 2293 

Pl 412 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203. mSi02. lH20+glass 

4. glass は中～細粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.1 5（土師器杯 2 類）電子顕微鏡写真
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PL—-16 

(III) 

Mica 165 

Hb 145 

Qt 2348 

Pl 555 

1.細粒の砂を含む、砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl,03 • mSiO, • 1H心十glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.1 6 （土師器杯 2 類）電子顕微鏡写真

X5000 



(III) 

Mont 160 

Mica 108 

Hb 84 

Ch-Fe 154 

Qt 1872 

Pl 577 

1.中粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは Mont+glass

4. glass は中～細粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.1 7 （土師器杯 3 類）電子顕微鏡写真
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PL-18 

(III) 

Mica 120 

Hb 113 

Qt 3329 

Pl 534 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203 • mSi02  • 1H心十glass

4. glass は中～細粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.1 8 （土師器杯 3 類）電子顕微鏡写真



(III) 

Mica 118 

Hb 343 

Ch-Fe 158 

Ch-Mg 81 

Qt 2082 

Pl 777 

1 ．粗粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203 • mSi02 • 1H心十glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.19 （土師器杯 3 類）電子顕微鏡写真
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PL-20 

(III~IV)  

Mica 148 

Mb 158 

Qt 2094 

Pl 449 

1. 細粒、均質な粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203. mSi02  • lH心＋glass

4.  glass は中～細粒で、焼成ランク III~IV。
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分析試料No.20 （土師器杯 4 類）電子顕微鏡写真



PL_21 

(III~IV) 

Mica 174 

Hb 179 

Qt 2428 

Pl 667 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl,03 • mSiO, • 1H心＋glass

4. glass は中～細粒で、焼成ランクはIII~IV。
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分析試料No.21 （土師器杯 4 類）電子顕微鏡写真



PL-22 

(III) 

Hb 230 

Qt 1198 

Pl 618 

1.細粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl,03 • mSiO, • 1H心十glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.22 （土師器杯 5 類）電子顕微鏡写真
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PL-23 

(III) 

Mont 138 

Mica 105 

Hb 347 

Ch-Fe 133 

Qt 1906 

PI 621 

1.中粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは Mont+glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.23 （土師器杯 5 類）電子顕微鏡写真
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PL-24 

(III) 

Mont 183 

Mica 126 

Qt 805 

Pl 292 

1.細粒の砂質粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは Mont+ glass 

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.24 （被熱粘土塊）電子顕微鏡写真



PL-25 

(III~IV) 

Mica 126 

Hb 134 

Qt 369 

Pl 669 

1.中粒の砂を含む砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAl203 • mSiO, • IH20+glass 
4. glass は細～中粒で、焼成ランクはIII~IV。
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分析試料No.25 （被熱粘土塊）電子顕微鏡写真
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PL-26 

(III) 

Mica 96 

Hb 100 

Qt 1146 

Pl 609 

1.細粒の砂を含む砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAしOa • mSi02 • IH20+glass 

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。

X350 

X 1500 

分析試料No.26 （被熱粘土塊）電子顕微鏡写真
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X750 
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PL-27 

(III) 

Hb 133 

Qt 763 

Pl 1521 

1.細粒の砂を含む砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAしO, • mSi02 • 1H心十glass

4. glass は中粒で、焼成ランクはIII 。
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分析試料No.27 （フイゴ羽口）電子顕微鏡写真

X5000 



PL-28 

(Ill~IV) 

Mica 146 

Hb 106 

Qt  1393 

Pl 1286 

1.細粒の砂を含む砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。

3. マトリックスは nAI,O, • mSi02 • IH,O+glass 

4. glass は細～中粒で、焼成ランクはIII~IV。
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分析試料No.28 （土師器杯）電子顕微鏡写真



PL-29 

(III~IV) 

Mica 94 

Hb 304 

Qt 1960 

Pl 399 

馴｛

1.中粒の砂を混入する砕屑性粘土。

2. 原土の組織を残す。 • 

3. マトリックスは nAl20, • mSi02 • 1H心＋glass

4. glass は細～中粒で、焼成ランクはIII~IV。
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分析試料No.29 （土師器甕）電子顕徴鏡写真
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PL-30 

ヨシ属試料No. 5 

｛函

ウシクサ族（ススキ属など） 試料No. 5 

` 
タケ亜科A 1 a タイプ（ネザサ節など） 試料Nu 4 

。

ヨシ属試料No.1 1

ウシクサ族（ススキ属など） 試料No.12

タケ亜科B 1 タイプ（クマザサ節） 試料Nu 2 

“‘ タケ亜科B 1 タイプ（クマザサ節） 試料No. 5 不明 B タイプ（キビ族類似、薄型） 試料No.1 4

縄文土器プラント・オパール顕微鏡写真(1)



PL-31 

不明 B タイプ（キビ族類似、薄型） 試料No. 6 不明C タイプ（ウシクサ族類似） 試料No. l 

不明C タイプ（ウシクサ族類似） 試料No. l 不明D タイプ（ウシクサ族類似、大型） 試料No. l 

不明 E タイプ（サヤヌカグサ属類似） 試料No.10 不明 E タイプ（サヤヌカグサ属類似） 試料No.6

不明 E タイプ（サヤヌカグサ属類似） 試料Na 8 表皮毛起源 試料No. 2 

縄文土器プラント・オパール顕微鏡写真 (2)



PL-32 

ヽ

需〇～

表皮毛起源試料No.13 棒状珪酸体試料No. 2 

棒状珪酸体試料No. 8 不明試料No.1

不明試料No. 2 不明試料No. 4 

不明試料No. 5 不明試料No. 4 

縄文土器プラント・オパール顕微鏡写真 (3)



PL-33 

不明試料Na 4 不明試料No..11

不明試料No.15

縄文土器プラント・オパール顕微鏡写真 (4)



PL-34 

,,,‘’ , 

ヽ
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, 2 3 ヽ

写真 1 二之宮千足遺跡 6 区63号溝 (No.007) から出土したメロン仲間の種子〔大きさの違いに注意〕。

下段は全体の中から選び出した雑草メロン型（左）、マクワシロウリ型（中）、モモルディカメロン型（右）

の各種子。



PL-35 

写真 2 東京都八丈島で栽培さ

れているモモルディカメロン

（八丈島農協）。デンプン質の果

肉に砂糖をふりかけて食べる。

写真 3 日本で栽培されている

モモルディカメロン。左は八丈

島（東京）産、右は福江島（長崎）

産。

写真 4 西日本の離島に自生す

る雑草メロン。温室で栽培した

もので、 自生時より少し大きく

なる。左下隅は鶏卵の中玉。
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PL-36 

写真 5 志々島（香川）のサツマイモ畑に自

生する雑草メロン。物差しの全長は20cm。

写真 6 二之宮千足遺跡 6 区谷地から出土し

たヒョウタン仲間の種子。左から64号溝

(No.Oll) 、 63号溝〈No.008) 、砂層 (No.005) 。

写真 7 二之宮千足遺跡11号

井戸礫下（No.012) から出土し

たヒョウタン仲間の 1 果実分

とみられる果皮片。

矢印は果梗跡が残る果頂部分。

方眼の一辺の長さは10cm。
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PL-37 

写真 8 No.012の果皮片（果頂部分に近いところ）の内側。矢印は果頂部分、縦に走る太い維管束が見られる。

^ 
; 

` . . . • 
002•I oo2ｷ2 

写真 9 二之宮千足遺跡 5 区 C上水田より出土したヒョウタン仲間の果皮片。矢印は果頂部分。左No. 002- 1 、

右No.002- 2 。 bar: 2 cm 



PL-38 

1 a. モミ属（横断面） Nu76 bar : 0. 2mm 1 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 1 C. 同（放射断面） bar : 0.1mm 

2 a. カラマツ（横断面） No346 bar : 0. 2mm 2 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 2 C. 同（放射断面） bar : 0.1mm 

3 a. マツ属（横断面）地303 bar: 0.5mm 3 b, 同（接線断面） bar: 0.5mm 3 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 1 



PL-39 

4 a. アカマツ（横断面） Nul03-2 bar: 0.2mm 

5 a. ツガ属（横断面）出86- 2 bar: 0.2mm 

6 a, プ．ギ（横断面）池15-1 bar: 0.2mm 

4 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 

5 b, 同（接線断面） bar : 0. Imm 
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6 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 

引
' 

"
U
 

ll ll| | 

4 C. 同（放射断面） bar:0.2mm 

5 C. 同（放射断面） bar: 0.1mm 

6 C. 同（放射断面） bar:O.lmm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 2 
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7 a. ヒノキ属（横断面） No 6 - 2 bar : 0. 2mm 

8 a. ヤナギ属（横断面） No868 bar : 0. 2mm 

ビ心一ふ匹叫Jt
9 a. ハンノキ節根材（横断面） Na595 bar : 0. 5mm 
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7 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 

8 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 

9 b. 同（接線断面） bar:O.lmm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真

8 C. 同（放射断面） bar: 0.1mm 

9 C, 同（放射断面） bar: 0.1mm 

3
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10 a. アサダ（横断面）出18 bar: 0.2mm !Ob. 同（接線断面） bar: 0.1mm 10 C, 同（放射断面） bar : 0. lmm 

ua. カバノキ属（横断面） No102 bar: 0.2mm 11 b. 同（接線断面） bar:O.lmm llC, 同（放射断面） bar: 0.1mm 

12 a. クリ（横断面） Na60 bar: 0.2mm 12 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 12 C, 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 4 
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13 a. コナラ節（横断面）沌883 bar: 0.2mm 13 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 13 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

14a ．クヌギ節（横断面）出104 bar: 0.5mm 14 b. 同（接線断面） bar:0.5mm 14C. 同（放射断面） bar: 0.5mm 

15a ．アカガシ亜属（横断面） Na54 bar : 0. 2mm 15 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 15 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 5 
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16 a. シイノキ属（横断面） Nu557 bar: 0.2mm 16 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm [6 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

!7 a. プナ属（横断面）No.44 bar: 0.2mm 17 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 17 C, 同（放射断面） bar: 0.2mm 

18 a. エノキ属（横断面） No289 bar : 0. 2mm 18 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 18 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 6 
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19 a. ケヤキ（横断面）沌 6-3 bar: 0.5mm 19 b. 同（接線断面） bar:0.2mm J9 C, 同（放射断面） bar:0.5mm 

20 a. ヤマグワ（横断面）池38 bar: 0.2mm 20 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 20 C, 同（放射断面） bar:0.2mm 

21 a, サクラ属（横断面） Na40 bar : 0. 2mm 21 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 21 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 7 
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22 a. ユクノキ（横断面） Nu729 bar: 0.2mm 22 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 22 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

23 a. シラキ（横断面） Null4 bar : 0. 2mm 23 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 23 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

24a . トチノキ（横断面） Nu45 bar : 0. 2mm 24 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 24C. 同（放射断面） bar: 0.1mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 8 
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25 a. ウコギ属（横断面） Nol80 bar: 0.2mm 25b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 25 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

26a. ムラサキシキプ属（横断面） Nu970 bar : 0. 2mm 26 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 26 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

27 a. 散孔材A （横断面） Nu22 bar: 0.2mm 27b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 27 C. 同（放射断面） bar:0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 , 
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28 a. 環孔材A （横断面） No979 bar : 0. 2mm 28 b. 同（接線断面） bar: 0.2mm 28 C, 同（放射断面） bar: 0.2皿

29 a. 広葉樹根材（横断面） Nu669 bar : 0. 2mm 29 b. 同（接線断面） bar:0.2mm 29 C. 同（放射断面） bar: 0.2mm 

二之宮千足遺跡出土材の顕微鏡写真 10 
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図版 1 テフラの顕微鏡写真
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V地点試料番号14: AT 

Bw: バブル型火山ガラス



図版 2 珪藻化石の顕微鏡写真

10 ｵ.m 

一
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1. Aulacosira italica var. valida (Grun.)Simonsen (D地点：試料番号12) 2. A. italica var. valida (Grun.) 

Simonsen (D地点：試料番号12) 3. A. ambigua (Grun.) Simonsen (D地点；試料番号13) 4. A. ambigua 

(Grun.) Simonsen (D地点：試料番号13) 5. A. ambigua (Grun.) Simonsen (D地点：試料番号 6) 6. 

Achnanthes minutissima Kuetzing (D地点；試料番号 1) 7. A. hungarica Grunow (D地点；試料番号 9)

8. Anomoeoneis seガans var. brachysira (Breb.) Cleve (D地点；試料番号 6) 9. Cymbella perpusilla A. Cleve 

(D地点；試料番号 4) 10. Amphora a/finis Kuetzing (D地点；試料番号 4) 11. Cymbella amphioxys (Kuetz.) 

Grunow (D地点：試料番号 6) 12. Caloneis leptosoma (Grun.) Krammer (D地点：試料番号20) 13. C. tenuis 

(Gregory) Krammer (D地点：試料番号 1) 14. Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno (D地点；試料番

号 1) 15. Eunotia arcus var. bidens Grunow (D地点；試料番号 6) 16. Fragilaria bicapitata A. Mayer (D 

地点：試料番号17) 17. F. construens (Ehr.) Grunow (D地点：試料番号 1) 18. F. virescens var. exigua 

Grunow(D地点；試料番号 6) 19. F. brevistガala Grunow (D地点：試料番号 1) 20. F. brevistガala Grunow 

(D地点；試料番号 6) 21. F. virescens Ralfs (D地点：試料番号20) 22. Meガdion circulae var. cons!ガeta

(Ralfs) V.Heurck (D地点：試料番号13) 23. Gomphonema acuminatum Ehrenberg (D地点；試料番号 1) 24. 

G. acuminatum Ehrenberg (D地点；試料番号13)
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図版 3 珪藻化石の顕微鏡写真

lOｵm 

一
25. Navicula placenta Ehrenberg (D地点；試料番号 4) 26. N. tokyoensis H.kobayasi (D地点：試料番号 1)

27. N. bacillum Ehrenberg (D地点：試料番号 4) 28. N. radiosa Kueting (D地点；試料番号 1) 29. Navicula 

mutica Kuetzing (D地点；試料番号 4) 30. N. elginensis var. cuneata H.Kobayasi (D地点；試料番号20)

31. N. eなinensis var. neglecta (Krass.) Patrick (D地点；試料番号 9) 32. N. elginensis var. neglecta (Krass.) 

Patrick (D地点；試料番号17) 33. N. elginensis var. neglecta (Krass.) Patrick (D地点；試料番母 1) 34. 

Nitzschia heideni Meister (D地点：試料番号 1) 35. Pinnularia subcapitata Gregory (D地点；試料番号17) 36. 

G. gracile Ehrenberg (D地点：試料番号17) 37. G. gracile Ehrenberg (D地点；試料番号17) 38. Synedra 

parasitica (W.Smith) Hustedt (D地点；試料番号12) 39. P. schroeederi (Hust.) Krammer (D地点：試料番

号 4) 40. P. viridis (Nitz.) Ehrenberg (D地点：試料番号 4)



図版 4 花粉化石の顕微鏡写真

1.モミ属(D地点；試料番号 9)

3. スギ属 (D地点；試料番号 6)

5. クルミ属 (D地点；試料番号10)

7. ブナ科 (D地点；試料番号 5)

PL-51 

• 
』

50um 

一- -50ｵm 
(1-2b) 

一(3a-8b) 
2. マツ属 (D地点：試料番号 9)
4. イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 (D地点；試料番号 6)
6. クマシデ属ーアサダ属 (D地点：試料番号 9)

8. アカガシ亜属 (D地点；試料番号 9)
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図版 5 花粉化石の顕微鏡写真

9. コナラ亜属(D地点；試料番号 9)

11.ニレ属ーケヤキ属 (D地点；試料番号10)

13. ガマ属 (D地点；試料番号 6)

15. イネ科 (D地点：試料番号10)

50皿

10. エノキ属ームクノキ属 (D地点：試料番号10)

12. フサザクラ属(D地点；試料番号 9)

14. オモダカ属(D地点；試料番号 9)

16. カヤツリグサ科(D地点；試料番号 6)
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図版 6 花粉化石の顕微鏡写真

soum 50um 50ｵm 

一(25a) 7 7 
17. サジオモダカ属 (D地点：試料番号 6)

19. クワ科 (D地点；試料番号 9)

21. サナエタデ節—ウナギッカミ節 (D地点：試料番号 8)

23. アプラナ科 (D地点：試料番号10)

25. サンショウモ (D地点；試料番号 9)

18. ミズアオイ属 (D地点：試料番号10)

20. アサザ科(D地点：試料番号 8)

22. セリ科 (D地点；試料番号 8)

24. オナモミ属(D地点；試料番号 6)
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図版 7 花粉化石の顕微鏡写真

SOum 

1. トウヒ属（ボーリングC地点；試料番号30) 2. カラマツ属（ボーリングC地点；試料番号31)

3. マツ属単維管束亜属（ボーリングC地点；試料番号31) 4. ツガ属（ボーリングC地点；試料番号31)



図版 8 花粉化石の顕微鏡写真

5. カバノキ属（ボーリングC地点；試料番号26)

7. ニレ属ーケヤキ属（ボーリングC地点；試料番号26)

9. イボタノキ属（ボーリングC地点；試料番号30)

11. スイカズラ属（ボーリングC地点；試料番号26)

13. ワレモコウ属（ボーリング C地点：試料番号52)

PL-55 

50ｵm 

6. ハンノキ属（ボーリング C地点；試料番号26)

8. トチノキ属（ボーリング C地点：試料番号 9)

10. タデ属（ボーリングC地点：試料番号30)

12. カラマツソウ属（ボーリングC地点；試料番号26)
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図版 9 種実の写真

----1: 
1 mm 

_ 
1 mm 

1.ヒルムシロ属 (F地点； 17層）

3. カヤツリグサ科(D地点； 15A層）

5. ホタルイ属 (0地点： ①層）

7. クワクサ(I地点； 15B 層）

9. モモ (G地点； 15C 層）

一1 mm 

2. オモダカ属 (F地点； 17層）

4. イネ (G地点： 15C 層）

6. イボグサ (D 地点； 15A 層）

_ 
1 mm 

一1 mm 

一1 mm 

8. カナムグラ (I 地点； 15B 層）



図版10 種実の写真

10. ヤマグワ(H地点；谷地 2 溝堆積物）

一1 mm 

12. キイチゴの一種 (H地点；谷地 2 溝堆積物）

14. サンショウ (H地点：谷地 2 溝堆積物）

16. サンショウ属の一種 (H地点；谷地 2 溝堆積物）

18. ブドウ属の一種 (H地点；谷地 2 溝堆積物）

20. マタタビ属の一種 (H地点：谷地 2 溝堆積物）

11. タデ属(H地点：谷地 2 溝堆積物）

13. ウメ(H地点；谷地 2 溝堆積物）

PL-57 

一1 mm 

15. カラスザンショウ (H地点：谷地 2 溝堆積物）

17. フサモ属の一種 (G地点： 15C 層）

19. ブドウ科の一種 (H地点：谷地 2 溝堆積物）

11 

14 

19 
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図版11 種実の写真

一1 mm 

1 mm 

1 mm 

21.タラノキ (D 地点： 14層）

23. アサザ (I 地点； 15B 層）

25. ニワトコ (G地点； 15C 層）

27. ヒョウタン属の一種 (G地点； 15C 層）

29. メナモミ (G地点： 15C 層）

一

_ 
1 mm 

一5 mm 

22. セリ科 (C 地点： 17層）

24. イヌコウジュ属 (0地点： ①層）

1 mm 

一1 mm 

_ 
1 mm 

1 mm 

26. キウリ属の一種 (G地点； 15C 層）

28. タンポポ属の一種（ I 地点； 15B 層）

30. タカサブロウ (D地点； 15A層）
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図版12 種実の写真

1aJ 

ム

8-
1 Oij 

1 叩

一1 a•b. オニグルミ 核 （試料番号 6) 2. コナラ属虫えい (3) 

3. クヌギ節果実 (27) 4. コナラ属果実 (32) 

5. ヒョウタン果皮 (12) 6 a•b. モモ核 (10) 

7 a•b. モモ核 (9) 8 a·b. スモモ核 (100) 

9 a•b. スモモ核 (5) lOa•b. ウメ核 (5) 



PL-60 

図版13 種実の写真

3
 

1]| 

16 

15 2 mm —(11- 17) 

1 4 

2 mm 
一(18)

22 

21 

1 mm 
-(19-22)  

11.サンショウ属種子 (65) 12a • b. プドウ属種子 (43) 

13. アサザ種子 (47) 14. ヒョウタン種子 (26) 

15. イネ胚乳 (71) 16. イネ穎 (71) 

17. メロンの仲間種子 -(94) 18. オナモミ属果実 (47) 

19. アカザ科種子 (59) 20. ナデシコ科種子 (59) 

21.ニワトコ 種子 (94) 22. カタバミ 種子 (59) 



図版14 種実の写真

23b 

...l:.. (23-31) 2 mm 
_(32-33) 

23a•b. タデ科果実 (59) 24. キイチゴ属種子 (40) 

25. イヌコウジュ属 果実 (65) 26a•b. セリ科果実 (60) 

27. イノコヅチ属種子 (94) 28. ナス科A 種子 (94) 

29. ナス科 B 種子 (94) 30. ナス科 C 種子 (94) 

31.メナモミ 果実 (59) 32a·b. カナムグラ 種子 (44) 

33. アサ種子 (98) 

PL-61 
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図版15 種実の写真

2 mm _ 
34. ミクリ属近似種果実 (94) 35a·b. ホタルイ属果実 (59) 

36. カヤツリグサ科種子 (59) 37. スゲ属果実 (34) 

38a•b. ヒルムシロ属果実 (94) 39. ヤマグワ近似種種子 (94) 

40. マタタビ属種子 (65) 4la·b. タデ科果実 (59) 

935-8 



PL-63 

図版16 昆虫遺体の写真

畷
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12 _ 18 
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16 1 7 

21 

27 

こ
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1.ツヤヒラタゴミムシ類？左右上翅（虫16) 2. ツヤゴモクムシ類？前胸背板 (16) 3. アオヘリアオゴミム

シ？左上翅 (2) 4. アオゴミムシ類？頭部 (4) 5. トックリゴミムシ？右上翅 (22) 6. ゲンゴロウ 右

上翅（ 1) 7. クリヒメゲンゴロウ？左右上翅（17) 8. セマルガムシ？右上翅 (17) 9. ヒラタガムシ？左

上翅 (24) 10. ヤマトエンマムシ？右上翅 (24) 11.ヒメツヤエンマムシ？右上翅 (25) 12. オオセンチコガ

ネ前胸背板・左右上翅・脚 (20) 13. クロマルエンマコガネ？別個体の左右上翅 (24) 14. マグソコガネ類前

胸背板 (24) 15. カナブン雌の左前腔節（13) 16. スジコガネ左上翅 (20) 17. コガネムシ左上翅 (19) 18. 

ヒメコガネ右上翅（19) 19. ヒメコガネ右上翅 (21) 20. ヒメコガネ腔節（13) 21.マメコガネ？前胸背板 (7)

22. シロテンハナムグリ類頭部 (25) 23. コアオハナムグリ左上翅（ 5) 24. コアオハナムグリ前胸背板 (8)

25. クシコメツキ類左上翅 (22) 26. オオサルハムシ？右上翅 (25) 27. ヨモギハムシ右上翅 (22) 28. ヒゲ

ナガハムシ類左右上翅 (20) 29. コフキゾウムシ左上翅 (24) 30. ハエ類蛹殻 (24) ＊倍率は、

6 • 12が 2 倍，他は 3 倍
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イネ D地点試料名22-1 イネ籾の頴 C地点試料名14-4

ヨシ属 C地点試料名10 ヨシ属 C地点試料名22

タケ亜科（ネザサ節） C地点 試料名 8 タケ亜科（ネザサ節側面） C地点 試料名17-1

タケ亜科 D地点試料名14-3 タケ亜科（クマザサ属） C地点 試料名23-2

プラント・オパール顕微鏡写真（ 1)
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ウシクサ族 C地点 試料名19- 2 ジュズダマ属 C地点 試料名17-1

不明A C地点試料名23-1 不明B C地点試料名15-2

不明 C D地点試料名10-1 不明D C地点試料名23-2

不明（カヤツリグサ科？） C地点 14-2 樹木起源A D地点 試料名14-1

プラント・オパール顕微鏡写真 (2)
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